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三
条
西
家
本
の
源
氏
物
語
と
い
う
と
、
ま
ず
二
部
の
本
が
思
い
浮
か
ぶ
。
一
部
は
、

実
隆
が
晩
年
に
公
条
や
公
順
の
協
力
を
得
て
写
し
、
家
本
と
し
た
一
本
で
あ
る
。
こ

九八七六五四三二一
、、、、、、、、、

源
氏
物
語
青
表
紙
本
の
書
写
伝
来
の
一
形
態

二
部
の
三
条
西
家
本
「
青
表
紙
証
本
」
１
日
大
本
と
書
陵
部
本
ｌ

書
陵
部
本
（
大
系
本
底
本
）
桐
壷
・
須
磨
両
巻
の
本
文
系
統

書
陵
部
本
玉
窒
巻
の
本
文
系
統
と
吉
田
本

書
陵
部
本
の
う
ち
六
巻
が
青
表
紙
本
系
統
に
あ
ら
ざ
る
論

近
衛
尚
嗣
・
基
熈
父
子
の
源
氏
物
語
書
写
の
顛
末

陽
明
文
庫
蔵
後
柏
原
院
哀
筆
等
源
氏
物
語
の
本
文
と
実
隆
の
役
割

陽
明
文
庫
蔵
源
氏
物
語
八
部
余
の
解
題

山
岸
徳
平
氏
蔵
明
融
本
の
行
方
と
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
写
真
副
本

山
岸
氏
蔵
明
融
本
本
文
の
性
格
ｌ
明
石
ま
で
の
九
帖
を
通
し
て
Ｉ

一

ｌ
室
町
期
以
来
の
寄
合
書
と
一
筆
書
Ｉ

の
本
は
、
一
時
期
、
豊
臣
秀
次
に
召
し
上
げ
ら
れ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
が
、
永
く
三

条
西
家
に
伝
来
し
、
戦
後
に
な
っ
て
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
二
十
九
日
付
で
、
日
本

大
学
図
書
館
に
譲
渡
さ
れ
た
。
夕
霧
を
欠
く
五
十
三
冊
本
で
あ
り
、
証
本
源
氏
物
語

と
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
。

も
う
一
部
は
、
や
は
り
実
隆
等
筆
と
い
わ
れ
る
五
十
四
帖
揃
い
本
で
、
宮
内
庁
書

陵
部
に
蔵
す
る
。
こ
れ
は
長
い
間
未
整
理
本
の
中
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
閲
覧
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
一
月
よ
り
、
山
岸
徳
平
氏
の
校
訂
に
よ
っ
て
刊
行
さ

れ
た
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
刊
・
以
下
、
大
系
本
と
略
称
）
「
源
氏
物
語
」

注
１

の
底
本
に
さ
れ
た
上
、
影
印
本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
た
。
従
っ
て
大
い
に
流
布
し
、

今
で
は
む
し
ろ
、
三
条
西
家
本
と
い
う
と
、
こ
れ
を
想
起
す
る
向
き
が
多
い
ほ
ど
で

あ
ろ
う
。

書
陵
部
本
に
は
各
巻
末
に
実
隆
の
花
押
を
と
ど
め
る
が
、
㈲
桐
壷
と
口
夢
浮
橋
に

は
、
次
の
よ
う
な
実
隆
の
奥
書
が
識
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
此
物
語
五
十
四
帖
以
青
表
紙
証
本
令
書
写
校
合
、
銘
是
当
代
哀
翰
也
、
殊
可

池
田
利
夫
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謂
珍
奇
、
可
秘
蔵
宝
§

権
大
納
言
実
隆
（
花
押
）

口
此
物
語
以
青
表
紙
証
本
終
全
部
書
功
者
也

亜
槐
下
拾
遺
小
臣
（
花
押
）

実
隆
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
の
は
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
三
十
五
歳
の
二
月

二
十
三
日
よ
り
、
永
正
三
年
（
一
五
○
六
）
五
十
二
歳
の
二
月
五
日
ま
で
で
あ
る
。

ま
た
、
口
の
「
拾
遺
」
、
す
な
わ
ち
侍
従
で
あ
っ
た
の
は
、
四
歳
で
叙
爵
に
つ
い
で
任

じ
ら
れ
、
爾
来
、
権
大
納
言
よ
り
内
大
臣
に
昇
進
す
る
ま
で
兼
帯
し
て
い
た
の
で
、

奥
書
に
依
る
限
り
、
右
の
書
写
年
代
は
、
十
七
年
間
の
幅
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
こ
れ
に
は
付
属
文
書
と
し
て
、
「
源
氏
物
語
筆
者
之
数
」
が
あ
り
、
古
筆
家

の
鑑
定
と
し
て
、
篝
火
一
帖
を
実
隆
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
十
余
の
筆
者
名
を
当
て

て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
生
没
年
を
勘
案
し
て
、
延
徳
四
年
（
一
四
九
○
）
、
実
隆
三

注
２

十
七
歳
の
頃
の
寄
合
書
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
世
の
極
め
で
あ
る
以

上
、
鑑
定
に
よ
る
推
定
に
は
か
な
り
の
吟
味
を
要
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
日
大
本
に
は
各
巻
に
多
く
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
書
写
経
過
を
辿
る
上
で
有

力
な
資
料
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
手
習
で
は
次
の
よ
う
に
識
さ
れ
て
い
る
。

以
証
本
書
写
之
、
老
後
之
手
習
無
其
益
、
噺
槐
ノ
、
、
享
禄
辛
卯
正
月
廿
日
、

肖
遙
里
七
十
七
歳
、
読
合
直
付
了

書
陵
部
本
の
二
つ
の
奥
書
に
「
青
表
紙
証
本
」
と
あ
り
、
今
こ
こ
に
ま
た
「
証
本
」

注
３

と
あ
る
の
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
岸
徳
平
氏
は
、
さ
き
の
Ｈ

と
右
の
奥
書
と
を
示
さ
れ
、
書
陵
部
本
は
「
大
体
、
実
隆
自
筆
で
あ
り
」
、
従
っ
て
日

大
本
手
習
奥
書
に
あ
る
「
以
証
本
」
と
い
う
「
こ
の
証
本
と
あ
る
の
が
、
本
書
の
底

本
に
用
い
た
青
表
紙
証
本
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
の
あ
る
本
（
日
大
本
な
ど

ｌ
池
田
注
）
、
即
ち
本
書
の
底
本
の
転
写
本
を
、
一
般
に
は
、
三
条
西
家
証
本
と
称
し

て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
大
系
本
源
氏
物
語
五
冊
の
各

冊
凡
例
に
は
、
か
な
ら
ず
第
一
条
に
「
本
書
は
、
三
条
西
実
隆
筆
に
な
る
青
表
紙
証

本
を
底
本
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
三
条
西
家
証
本
の
親
本
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
大
系
本
と
し
て
、
あ
る
い
は
影
印
本
（
こ
の
総
合
解
説
ｌ
山
岸
徳
平
・
今
井
源

衛
両
氏
ｌ
に
も
大
系
本
解
説
は
再
録
さ
れ
て
い
る
）
と
し
て
、
源
氏
物
語
研
究
に
有

力
な
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る
の
を
思
う
と
、
な
お
さ
ら
、
こ
の
よ
う
な
断
定
は
、

訂
正
を
要
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
大
体
、
実
隆
自
筆
」
と
あ
る
の
が
修
正
を
要
す
る
。
古
筆
家
の
極
め
が
信

を
措
き
が
た
い
の
は
、
写
本
に
限
ら
ず
、
手
鑑
、
古
筆
切
に
添
え
ら
れ
た
伝
称
筆
者

の
ほ
と
ん
ど
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
寄
合
書
の
よ
う
な
場
合
、
異

な
る
筆
跡
を
異
な
っ
た
筆
者
と
し
て
区
別
す
る
点
で
は
、
あ
ま
り
誤
り
が
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
書
陵
部
本
の
極
め
に
あ
る
十
余
筆
の
個
々
の
人
名
に
つ
い
て
は
、

確
か
に
疑
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
十
余
の
写
し
手
の
寄
合
書
で
あ
る
の
は
、
疑

い
が
な
い
の
で
あ
る
。
㈲
口
の
奥
書
に
見
え
る
の
と
同
じ
実
隆
の
花
押
が
、
各
帖
末

す
べ
て
に
あ
る
の
は
、
実
隆
が
こ
の
書
写
の
統
合
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
さ
に
三
条
西
家
本
源
氏
物
語
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
二
部
の
三
条
西
家
本
奥
書
に
見
え
る
「
青
表
紙
証
本
」
あ
る
い
は
「
証
本
」

が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
材
料
が
、
本
文
自
体
を
比
較
す
る
以

外
に
は
何
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
書
陵
部
本
の
書
写
年
次
が
特
定
で
き
な
い
と
し
て

も
、
権
大
納
言
兼
侍
従
で
あ
っ
た
最
後
の
年
、
実
隆
五
十
二
歳
か
ら
数
え
て
、
日
大
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本
の
成
立
は
二
十
五
年
後
の
こ
と
に
な
り
、
こ
の
期
間
は
四
十
二
年
に
も
拡
大
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
両
書
は
、
四
半
世
紀
以
上
も
の
時
を
隔
て
て
書

写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
大
本
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
山
脇
毅
氏
が
久
原
文
庫
本
（
現
、
大
東
急
記
念
文

注
４

庫
蔵
）
を
用
い
て
考
証
さ
れ
、
つ
い
で
原
本
に
基
づ
き
、
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
る
三

注
５

条
西
公
正
氏
が
詳
細
な
報
告
を
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
近
く
は
岸
上
慎
二
氏
が
、
桐
壺
。

注
６

夢
浮
橋
二
帖
の
複
製
本
刊
行
に
際
し
て
の
別
冊
解
題
に
よ
り
、
こ
の
書
写
経
過
を
一

層
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
実
隆
公
記
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
奥
書
群
の
語
る
も

の
は
、
以
上
の
諸
論
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
解
析
し
尽
く
さ
れ
た
と
言
っ
て
良
い
が
、
そ
れ

で
も
、
手
習
の
巻
の
親
本
と
い
う
「
証
本
」
が
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
細

か
い
論
点
を
示
す
の
は
本
稿
の
主
旨
で
は
な
い
の
で
諸
氏
の
論
に
譲
る
が
、
こ
の
書

写
が
、
か
ね
て
宗
碩
・
宗
牧
を
仲
介
と
し
て
懇
望
さ
れ
て
い
た
家
本
の
源
氏
を
、
享

禄
二
年
（
一
五
二
九
）
八
月
二
十
四
日
に
肥
後
の
鹿
子
木
親
員
に
売
却
、
手
渡
し
た

た
め
に
生
じ
た
措
置
で
あ
る
こ
と
は
、
刻
々
の
経
過
ま
で
実
隆
公
記
に
辿
る
こ
と
が

で
き
る
。
親
本
探
し
は
そ
こ
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
結
論
の
み
を
述
べ
れ
ば
、

桐
壷
よ
り
紅
葉
賀
ま
で
の
七
帖
は
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
よ
り
公
条
が
写
し
て

お
い
た
本
を
、
実
隆
が
桐
壺
は
飛
為
井
雅
康
筆
本
、
帯
木
は
古
本
を
以
て
改
め
て
読

合
せ
た
り
し
た
本
を
転
用
し
た
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
花
宴
を
享
禄
二
年
十
一
月
十

日
に
書
き
始
め
、
公
条
・
公
順
を
督
励
し
て
全
帖
の
書
写
校
舎
が
終
了
し
た
の
は
同

四
年
二
月
二
十
三
日
、
用
い
ら
れ
た
本
は
姉
小
路
済
継
が
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）

六
月
十
三
日
以
降
、
当
時
の
実
隆
所
持
本
（
永
正
三
年
八
月
二
十
二
日
に
甲
斐
国
某

に
売
却
し
た
実
隆
一
筆
書
写
の
秘
蔵
本
か
）
を
借
り
て
写
し
た
本
十
七
帖
、
能
登
の

畠
山
義
総
か
ら
送
り
届
け
ら
れ
た
肖
柏
旧
蔵
の
古
本
（
帖
数
不
詳
）
、
実
隆
の
「
愚
筆

ノ
本
」
（
胡
蝶
）
、
そ
れ
に
「
証
本
」
（
手
習
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
い
う
「
証
本
」
が
、
こ
の
書
写
に
際
し
、
最
も
重
視
さ
れ
た
能
州
本
に
対

す
る
評
価
の
呼
称
、
ま
た
は
、
次
の
夢
浮
橋
を
書
写
す
る
こ
と
で
間
も
な
く
完
成
す

る
五
十
四
帖
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
ご
と
に
、
青
表
紙
本
と
し
て
「
証
本
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
最
善
の
本
文
を
求
め
た
と
す
る
自
負
の
言
、
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
と
も
か

く
親
本
が
揃
い
本
で
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
揃
い
本
で
あ
る
書
陵
部

本
は
、
日
大
本
（
い
わ
ゆ
る
三
条
西
家
証
本
）
の
親
本
で
あ
る
筈
が
な
い
の
で
あ
っ

て
、
今
、
本
文
の
検
討
を
一
切
除
い
て
考
え
て
も
、
そ
う
し
た
指
摘
は
誤
り
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
書
陵
部
本
が
、
永
正
三
年
に
実
隆
が
売
却
し
た
本
で
も
な

い
の
は
、
そ
ち
ら
の
本
文
が
実
隆
一
筆
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
「
銘
後
成
恩
寺
禅
閤

筆
」
と
も
あ
り
、
外
題
が
一
条
兼
良
で
あ
る
と
も
注
記
さ
れ
て
い
て
、
書
陵
部
本
の

「
銘
是
当
代
哀
翰
也
」
と
あ
る
の
に
対
立
す
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。
な
お
「
当
代
」

を
山
岸
氏
は
後
柏
原
帝
と
さ
れ
る
が
、
筆
跡
の
上
で
そ
う
鑑
定
し
う
る
な
ら
、
こ
の

本
の
書
写
は
明
応
九
年
（
一
五
○
○
）
十
月
、
実
隆
四
十
六
歳
以
降
と
な
っ
て
、
書

写
年
次
の
幅
は
一
挙
に
六
年
間
に
短
縮
さ
れ
る
。
勿
論
、
こ
れ
よ
り
前
の
筆
写
ど
す

れ
ば
、
「
当
代
」
は
後
土
御
門
帝
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
書
陵
部
本
の
首
尾
の
巻
奥
書
に
あ
る
「
青
表
紙
証
本
」
と
は
い
か
な

注
７

る
本
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
山
脇
毅
氏
の
実
隆
に
関
す
る
一
連
の
論
考
に
導
か
れ
て
実

隆
公
記
を
翻
読
し
た
が
、
こ
の
本
の
書
写
自
体
が
年
次
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
親

本
は
な
お
さ
ら
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
山
脇
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
隆
公

記
の
中
で
、
自
分
の
た
め
の
源
氏
物
語
全
部
の
書
写
が
な
さ
れ
て
い
る
最
初
は
、
文

303



明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
、
実
隆
二
十
九
歳
の
七
月
一
日
（
あ
る
い
は
文
明
十
三
年
三

月
八
日
に
遡
る
か
）
に
始
め
ら
れ
、
同
十
七
年
閏
三
月
二
十
一
日
に
終
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
後
、
機
会
あ
る
た
び
に
他
本
と
の
校
合
に
怠
り
な
か
っ
た
様
子
も
う
か

が
え
る
。
そ
う
し
た
頃
の
文
明
十
九
年
三
月
三
十
日
の
条
に
、
山
脇
氏
論
文
か
ら
再

引
す
る
と
朝
間
宗
祇
帰
来
侭
）
青
表
紙
正
本
箒
木
巻
令
見
之
、
盛
者
也

と
あ
る
。
氏
は
「
今
ま
で
本
で
読
み
話
に
聞
い
た
だ
け
で
、
夢
の
や
う
に
想
望
し
て

居
た
定
家
本
を
眼
の
前
に
見
た
の
だ
か
ら
、
嚥
か
し
胸
を
躍
ら
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

「
盛
者
也
」
と
日
記
に
書
い
た
心
持
は
、
こ
の
種
の
経
験
の
あ
る
人
に
は
、
十
分
了

解
が
で
き
る
筈
で
あ
る
。
翌
四
月
一
日
の
日
記
に
「
鐙
間
箒
木
巻
校
合
」
と
あ
る
の

は
、
早
速
こ
の
一
帖
を
自
分
の
写
し
た
本
に
校
合
し
た
の
で
あ
ら
う
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
氏
の
見
ら
れ
た
実
隆
公
記
の
写
本
に
「
盛
者
也
」
と
あ
っ
た
部
分
は
、
活
字

本
に
よ
る
と
、
「
感
口
者
也
」
と
あ
る
が
、
同
じ
こ
と
で
、
実
隆
を
感
銘
さ
せ
た
「
青

表
紙
正
本
」
は
、
や
は
り
定
家
筆
本
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
書
陵
部
本
奥
書
の
「
青
表
紙
証
本
」
が
定
家
筆
本
で
な
い
ま
で
も
、
そ

れ
に
準
じ
る
揃
い
本
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ

の
本
の
幾
つ
か
の
巻
に
は
、
そ
も
そ
も
青
表
紙
本
で
あ
る
か
ど
う
か
さ
え
疑
わ
し
い

本
文
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
話
は
戻
る
が
、
㈲
で
は
外
題
が
「
当
代
哀
翰
」

で
あ
る
こ
と
を
も
強
調
し
て
「
殊
可
謂
珍
奇
、
可
秘
蔵
§
臣
」
と
述
べ
て
い
る
。
奥

書
の
常
套
句
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
書
写
の
依
頼
主
に
価
値
の
高
さ
を
認
識
さ
せ
る

文
言
と
も
見
ら
れ
る
。
書
陵
部
本
の
書
写
年
代
よ
り
後
に
な
る
が
、
大
永
五
年
四
月

二
十
四
日
の
実
隆
公
記
に
よ
る
と
、
例
の
能
州
よ
り
、
宗
碩
を
通
じ
て
、
こ
の
た
び

実
隆
の
指
揮
で
完
成
し
た
源
氏
の
外
題
に
哀
筆
を
賜
わ
れ
な
い
も
の
か
、
と
の
依
頼

が
来
て
い
る
。
奏
請
は
成
功
し
て
整
え
ら
れ
た
本
に
、
実
隆
が
箱
に
銘
を
揮
毫
し
、

七
月
一
日
に
、
上
洛
し
た
使
い
の
者
に
渡
し
て
い
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
能
州
か
ら
の

書
状
に
「
千
疋
有
相
送
之
由
」
と
あ
っ
た
と
い
う
。
後
柏
原
帝
の
外
題
、
実
隆
箱
書

の
本
は
、
地
方
の
守
護
大
名
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
珍
奇
で
あ
り
、
秘
蔵
に
値
す
る

の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
年
紀
を
欠
く
書
陵
部
本
奥
書
か
ら
は
、
こ
れ
が
い
か
な

る
経
緯
で
写
さ
れ
、
誰
に
与
え
ら
れ
た
本
か
を
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
本
文
の
内

容
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、
そ
の
性
格
を
う
か
が
う
こ
と
と
し
た
い
。

上
述
の
よ
う
に
、
書
陵
部
本
は
未
整
理
本
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
た
め
に
、
池
田

亀
鑑
氏
の
「
源
氏
物
大
成
』
（
以
下
「
大
成
」
と
略
称
）
に
言
及
は
な
く
、
大
津
有
一

注
８

氏
の
「
諸
本
解
題
」
で
も
〔
筆
者
〕
は
「
山
岸
徳
平
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
大
体
三
条

西
実
隆
で
あ
る
と
い
う
」
、
〔
内
容
〕
は
「
本
文
系
統
は
青
表
紙
本
で
、
世
に
三
条
西

家
証
本
と
称
し
て
い
る
も
の
の
原
本
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
上
、
こ
れ
が
大
系
本
の
「
底

本
と
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
写
真
と
解
説
に
よ
っ
た
」
と
断
わ
ら
れ
て
い
る
。

、
、
、
、

こ
れ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
三
条
西
家
証
本
は
、
『
大
成
」
本
文
篇
の
校
異
本
と
し
て

全
冊
が
対
校
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
ま
た
不
審
な
こ
と
が
あ
る
。
日
大
本
は
三
条

西
公
正
氏
が
家
蔵
本
と
し
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
昭
和
五
年
の
時
点
で
、
す
で
に
夕
霧

の
巻
一
帖
を
欠
い
た
五
十
三
冊
本
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
大
成
」
で
は
、
ど
う
し

た
わ
け
か
、
夕
霧
の
巻
に
も
略
称
「
三
」
と
し
て
校
異
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
巻
ご
と
に
提
示
さ
れ
る
校
異
本
一
覧
に
も
、
他
の
巻
の
と
同
様
に
「
三
条
西
伯

二
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爵
家
蔵
」
と
あ
り
、
特
に
断
わ
り
も
見
当
ら
な
い
。
ま
た
巻
七
の
「
研
究
資
料
篇
」

に
は
「
現
存
重
要
諸
本
の
解
説
」
と
し
て
四
十
四
部
の
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
、

三
条
西
家
蔵
と
あ
る
の
は
、
伝
寂
蓮
筆
若
紫
巻
の
み
で
、
「
証
本
」
へ
の
言
及
は
な
い

の
で
あ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
部
分
ま
で
も
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
『
大
成
」
三
条

西
家
本
夕
霧
と
は
、
何
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
成
』
成
立
の
協
力
者
の
お
一

人
で
あ
り
、
旧
蔵
者
の
公
正
氏
と
御
親
交
も
深
か
っ
た
松
尾
聰
氏
に
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
、
氏
も
驚
か
れ
、
事
情
は
御
存
知
な
い
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
三
条
西
家
本
と
称

し
て
代
り
に
用
い
う
る
本
と
し
て
は
書
陵
部
に
あ
る
哀
翰
の
模
本
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
点
で
は
氏
と
意
見
が
一
致
し
た
。

哀
翰
の
臨
模
本
は
書
陵
部
蔵
の
桂
宮
本
に
三
部
も
あ
る
。
一
部
は
後
陽
成
院
哀
翰

本
（
夢
浮
橋
の
み
哀
写
の
寄
合
書
。
慶
長
十
九
年
二
月
書
写
の
院
奥
書
。
葵
・
緯
火
．

紅
梅
三
帖
欠
）
で
あ
り
、
も
う
一
部
は
霊
元
院
哀
翰
本
（
夢
浮
橋
の
み
哀
写
の
寄
合

書
。
絵
合
一
帖
欠
）
、
更
に
一
部
は
桜
町
天
皇
（
桐
壷
）
・
中
御
門
天
皇
（
夢
浮
橋
）

の
哀
写
を
含
む
哀
翰
本
（
寄
合
書
。
紅
葉
賀
一
帖
欠
）
で
あ
る
。
書
誌
な
ど
に
つ
い

て
は
『
図
書
寮
典
籍
解
題
文
学
篇
」
や
、
大
津
氏
の
「
諸
本
解
題
」
に
見
え
る
通

り
で
、
要
す
る
に
、
奥
書
は
勿
論
（
但
、
三
部
目
の
本
は
手
習
・
夢
浮
橋
に
あ
る
奥

書
の
み
を
写
す
）
、
本
文
も
、
当
時
は
揃
い
本
で
あ
っ
た
日
大
本
を
、
字
詰
・
字
形
ま

で
も
臨
模
し
た
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
伝
来
の
う
ち
に
欠
帖
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
霊
元
院
本
は
寛
永
頃
、
再
び
書
写
さ
れ
て
お
り
、
天
理
図
書
館
に
、
実
隆
奥

書
群
を
始
め
、
院
奥
書
を
も
写
し
た
揃
い
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
天
理
本

は
桃
園
文
庫
旧
蔵
本
ら
し
く
、
明
石
の
巻
付
菱
に
「
昭
和
十
二
年
六
月
十
四
日
以
三

条
西
家
証
本
一
校
畢
長
船
清
水
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
校
異
源
氏
物
語
」
巻
頭

序
に
、
池
田
氏
の
協
力
者
と
し
て
お
名
の
見
え
る
、
長
船
省
吾
・
清
水
文
雄
両
氏
で

あ
ろ
う
。
ま
た
本
文
や
奥
書
に
も
「
三
条
西
家
原
本
」
と
比
校
し
た
付
菱
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
、
『
大
成
」
夕
霧
の
三
条
西
家
原
本
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
直
接
は
こ
の
本

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
大
成
」
は
何
を
用
い
た
か
断
わ
る

べ
き
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
大
系
本
の
源
氏
物
語
で
は
、
各
冊
末
に
「
校
異
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

『
大
成
」
所
収
本
以
外
の
青
表
紙
系
の
有
力
諸
本
と
の
異
同
が
一
覧
で
き
る
が
、
第

二
冊
目
よ
り
「
紙
数
の
関
係
上
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
を
掲
出
」
に
方

針
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
対
校
本
の
一
つ
に
「
後
陽
成
帝
哀
翰
等
の
本
、
書

陵
部
蔵
」
（
略
号
「
後
」
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
底

本
の
書
陵
部
本
と
日
大
本
と
の
異
同
を
見
通
す
上
で
は
便
利
で
あ
る
。
例
え
ば
桐
壷

よ
り
す
べ
て
を
摘
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

”
⑨
こ
鼻
ろ
を
の
み
ｌ
こ
夢
ろ
を
記
①
ち
塾
の
大
納
言
ｌ
ち
塾
大
納
言
④

う
し
ろ
み
し
ｌ
御
う
し
ろ
み
し
⑫
は
蛍
君
ｌ
ナ
シ
⑭
ま
う
の
ほ
ら
せ
給

ひ
ｌ
ま
う
の
ほ
ら
せ
給
ふ
弱
⑪
わ
た
殿
の
ｌ
わ
た
殿
訓
⑭
ま
か
て
さ
せ

た
ま
ふ
ｌ
ま
か
て
さ
せ
給
ひ
つ
妬
⑩
思
給
ふ
る
ｌ
思
給
へ
る
師
⑩
ふ
か
く

ｌ
ふ
か
く
つ
も
り
鋤
⑬
か
き
た
る
ｌ
か
け
る
“
②
給
つ
る
を
ｌ
給
へ
る

を
⑥
た
れ
も
た
れ
も
ｌ
た
れ
も
妬
⑤
お
は
し
ま
さ
む
ｌ
お
は
し
ま
さ
ま
し

⑨
人
の
１
人
も
娼
⑬
御
心
な
り
け
り
ｌ
御
心
な
り
け
る
⑭
う
し
ろ
み

ｌ
御
う
し
ろ
み
鯛
①
け
し
き
は
み
き
こ
え
給
ふ
ｌ
け
し
き
は
み
た
ま
ふ
別

⑮
よ
る
っ
ｌ
ナ
シ

こ
れ
を
「
大
成
』
に
つ
き
合
わ
せ
る
と
、
一
つ
の
顕
著
な
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
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大
系
本
に
対
す
る
後
陽
成
本
（
日
大
本
と
同
質
）
の
掲
出
異
文
肥
の
う
ち
大
半
（
昭
）

は
「
肖
・
三
」
に
一
致
（
”
⑨
・
羽
．
④
。
”
⑪
・
皿
⑭
・
妬
⑩
。
“
⑤
・
妬
⑨
・

蛆
⑬
・
蛆
⑭
・
鯛
①
）
す
る
か
「
三
」
の
み
に
一
致
（
肥
①
・
蛇
⑥
・
蛆
⑭
）
す
る

の
に
対
し
、
大
系
本
は
「
大
成
」
底
本
（
池
田
本
）
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
大

成
」
で
は
「
三
」
の
み
の
単
独
異
文
と
見
え
る
三
例
も
、
大
系
本
「
校
異
」
で
は
、

「
三
」
と
等
質
で
あ
る
「
後
」
は
一
つ
も
単
独
異
文
で
な
く
、
「
肖
・
三
」
と
一
致
し

た
一
○
例
で
は
な
お
さ
ら
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
三
」
（
日
大

本
）
は
、
青
表
紙
本
系
統
と
さ
れ
る
内
部
で
は
、
大
系
本
底
本
と
は
対
立
し
て
お
り
、

し
か
も
「
三
」
は
孤
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
の
大
き
な
傾
向
と
言
え
る
で

↑
（
｝
ヲ
（
一
ア
『
ノ
０

次
に
、
残
る
五
例
は
、
逆
に
大
系
本
本
文
が
「
大
成
」
青
表
紙
本
群
の
中
で
、
ほ

と
ん
ど
孤
立
し
て
お
り
、
「
三
」
が
「
大
成
」
底
本
に
一
致
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
と

述
べ
た
の
は
、
「
躯
⑫
は
鴬
君
ｌ
ナ
シ
」
の
み
、
『
大
成
」
で
は
「
は
鴬
君
」
と
あ
る

方
が
「
肖
」
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
「
は
シ
君
」

を
有
す
る
本
文
が
、
河
内
本
全
本
（
五
本
）
と
別
本
す
べ
て
（
四
本
）
と
同
じ
で
あ

る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
似
た
例
は
「
㈹
⑬
か
き
た
る
」
が
、
「
大
成
」
別
本

の
「
陽
・
国
」
の
み
に
、
ま
た
、
「
別
⑮
よ
る
っ
」
が
河
内
本
全
本
と
別
本
の
「
国
．

陽
・
麦
」
に
の
み
見
え
る
本
文
で
あ
る
点
に
も
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
あ
と
の

二
例
の
う
ち
、
訂
⑩
の
「
ふ
か
く
つ
も
り
」
と
あ
る
「
つ
も
り
」
を
欠
く
本
文
は
、

『
大
成
」
・
大
系
本
「
校
異
」
の
中
に
は
見
え
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
大
系
本
底
本
の

誤
脱
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
蝿
②
給
つ
る
を
」
は
「
大
成
』
で
は
全
本
の
中
で

孤
立
し
て
い
る
が
、
大
系
本
「
校
異
」
で
は
若
干
の
例
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
し

か
し
「
給
へ
る
」
「
給
つ
る
」
の
「
へ
」
「
っ
」
は
、
源
氏
に
限
ら
ず
物
語
の
写
本
に

接
触
す
る
と
、
い
ず
れ
に
判
読
す
べ
き
か
紛
ら
わ
し
い
場
合
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
屡

僅
で
あ
っ
て
、
動
揺
し
や
す
い
異
同
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
以
上
を
要
す
る
に
、
極
め

て
少
数
の
三
例
と
は
言
え
、
第
二
の
傾
向
は
、
大
系
本
本
文
が
青
表
紙
本
群
の
中
で

孤
立
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
が
河
内
本
や
別
本
の
一
部
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
の
傾
向
は
、
大
系
本
底
本
が
、
三
条
西
家
証
本
よ
り
「
大
成
」
底
本
に
近
い

こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
「
大
成
」
校
異
に
示
さ
れ
て
い
る
「
三
」
の
異
文
数

は
一
○
一
箇
所
で
あ
っ
て
、
大
系
本
「
校
異
」
が
対
象
と
し
な
い
音
便
や
表
記
上
の

差
異
、
補
入
・
ミ
セ
ヶ
チ
な
ど
の
分
を
除
い
て
も
七
三
箇
所
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
大
系
本
底
本
は
、
む
し
ろ
と
言
う
か
、
や
は
り
と
言
う
べ
き
か
、
三
条
西
家

証
本
に
近
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
系
本
底
本
桐
壷
に
は
実
隆
自
筆
の
奥
書
に
「
以

青
表
紙
証
本
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
大
成
」
底
本
と
の
異
同
に
比
較
し
て
四
分
の

一
と
は
言
っ
て
も
、
一
八
箇
所
の
異
文
は
両
者
が
直
接
の
書
写
関
係
に
な
い
こ
と
を

確
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
節
で
奥
書
を
比
較
吟
味
し
た
結
果
と
同

じ
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
実
隆
で
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
い
る
が
、
そ
の
枠

内
で
、
か
な
り
の
距
離
を
有
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
細
か

い
書
写
関
係
と
な
る
と
、
本
文
の
異
同
を
吟
味
す
る
だ
け
で
は
筋
道
が
つ
け
が
た
い

の
で
あ
る
。

『
大
成
」
底
本
も
桐
壷
は
池
田
本
で
あ
る
。
定
家
筆
本
に
準
じ
る
と
さ
れ
る
大
島

本
で
な
い
の
は
、
例
証
と
し
て
い
さ
さ
か
の
憾
み
が
な
い
で
は
な
い
が
、
「
大
成
」
巻
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末
の
「
補
正
」
に
よ
り
、
明
融
本
に
底
本
を
読
み
代
え
て
も
、
以
上
の
異
同
傾
向
は

全
く
変
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
桐
壷
は
夢
浮
橋
と
な
ら
ん
で
、
書
写
に
際
し
て
特
別

な
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
源
氏
物
語
諸
巻
の
本
文
傾
向
を
見
る
上
で

の
一
例
証
と
し
て
は
、
適
当
な
巻
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
大
系
本

第
二
冊
目
の
最
初
の
巻
で
あ
る
須
磨
を
、
同
じ
方
法
で
調
査
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

た
だ
し
上
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
大
系
本
「
校
異
」
は
「
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る

も
の
だ
け
」
で
あ
る
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
省
略
さ
れ
た
校
異
を
も
補
わ
ね
ば
な

る
ま
い
が
、
ま
ず
は
掲
出
の
「
後
」
と
の
異
同
を
列
記
す
る
。

ｕ
⑫
す
み
は
な
れ
な
む
こ
と
を
ｌ
す
み
は
な
れ
な
む
こ
と
を
お
ほ
す
に
は

⑭
心
く
る
し
さ
は
な
に
事
に
も
す
く
れ
て
ｌ
心
く
る
し
う
⑮
お
の
っ
か
ら

へ
た
つ
る
を
り
／
、
た
に
ｌ
よ
そ
ノ
ー
、
に
あ
か
し
く
ら
す
を
り
／
、
た
に
皿

⑨
な
け
き
お
ほ
し
た
る
さ
ま
ｌ
お
ほ
し
な
け
き
た
る
さ
ま
も
週
⑤
お
ほ
と
の

に
よ
に
か
く
れ
て
ｌ
夜
に
か
く
れ
て
お
ほ
い
と
の
に
肥
⑪
わ
ら
は
へ
ｌ
わ

か
き
わ
ら
は
へ
は
⑫
い
る
を
ｌ
出
い
る
を
皿
①
ま
き
ら
は
し
給
さ
ま

ｌ
ま
き
ら
は
し
給
へ
る
さ
ま
躯
①
こ
と
な
し
ひ
に
て
’
こ
と
な
し
に
て

⑬
さ
た
め
お
ほ
せ
給
ふ
ｌ
さ
た
め
お
か
せ
給
⑯
御
よ
そ
ひ
な
と
は
ｌ
御
よ

そ
ひ
な
と
羽
⑩
ま
う
の
ほ
ら
せ
給
て
さ
る
へ
き
も
の
と
も
し
な
’
、
く
は
ら

せ
給
Ｉ
ま
う
の
ほ
ら
せ
給
⑪
は
な
ち
る
さ
と
に
も
ｌ
は
な
ち
る
里
な
と
に

も
⑭
お
も
ひ
給
へ
は
つ
る
ほ
と
の
ｌ
思
は
つ
る
程
の
別
①
思
ひ
た
ま
へ

い
つ
る
の
み
な
む
ｌ
思
う
た
ま
ふ
る
の
み
な
ん
妬
⑪
し
も
人
ｌ
し
も
人
も

妬
④
ま
か
り
申
給
ｌ
ま
か
り
申
し
給
ふ
⑦
御
あ
り
さ
ま
の
ｌ
御
あ
り
さ
ま

”
⑫
す
ぐ
し
給
ぬ
へ
か
り
け
る
ｌ
す
く
い
給
ひ
つ
へ
か
り
け
る
詔
②
あ
れ

は
ｌ
あ
ら
は
皿
⑧
お
ほ
し
や
る
に
ｌ
お
ほ
し
や
ら
る
愛
に
魂
⑨
な
く
さ
め

又
も
と
の
こ
と
く
に
か
へ
り
給
へ
き
さ
ま
に
な
と
ｌ
お
も
ひ
な
き
ょ
に
あ
ら
せ

た
て
ま
つ
り
給
へ
と
弘
①
う
ち
な
け
か
れ
給
ぬ
ｌ
う
ち
な
か
れ
た
ま
ひ
ぬ

⑫
あ
ら
す
ｌ
あ
ら
す
と
⑭
か
き
も
ら
し
て
け
り
ｌ
も
ら
し
て
け
り
弱
③

は
る
か
な
る
へ
け
れ
Ｉ
は
る
か
な
る
へ
け
れ
は
鋪
①
お
も
ひ
給
へ
ら
ま
し
か

は
ｌ
お
も
う
給
へ
ま
し
か
は
蔀
③
し
み
に
し
か
た
の
事
の
み
そ
ｌ
し
み
に
し

か
た
そ
棚
⑦
な
く
さ
め
に
け
り
ｌ
な
く
さ
み
に
け
り
蛇
⑭
い
と
も
物
か

な
し
ｌ
い
と
も
か
な
し
妬
⑩
は
な
ち
や
り
た
ら
む
Ｉ
は
な
ち
や
り
た
ら
む
こ

と
⑯
ま
と
ひ
な
ん
ｌ
ま
よ
ひ
な
ん
別
①
お
な
し
こ
と
な
る
か
な
ｌ
お
な

し
こ
と
な
に
か
こ
と
な
る

須
磨
は
桐
壷
の
一
・
七
倍
ほ
ど
の
長
さ
な
の
で
、
以
上
の
校
異
三
三
箇
所
は
、
桐

壷
の
一
八
箇
所
と
ほ
ぼ
釣
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
省
略
が
あ
る

の
で
、
数
量
比
は
こ
の
段
階
で
は
意
味
が
な
い
。
そ
れ
よ
り
、
桐
壺
と
校
異
の
質
が

随
分
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
一
、
二
文
字
の
異
同
が
少
く
て
、

数
文
字
に
及
ぶ
例
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
掲
出
し
て
あ
る
「
ｕ
⑫
す
み
は

な
れ
な
む
こ
と
を
ｌ
す
み
は
な
れ
な
む
こ
と
を
お
ほ
す
に
は
」
で
は
、
大
系
本
底
本

が
「
お
ほ
す
に
は
」
を
欠
い
て
い
る
。
次
の
「
⑭
心
く
る
し
さ
は
な
に
事
に
も
す
く

れ
て
ｌ
心
く
る
し
う
」
で
は
、
逆
に
か
な
り
長
く
な
っ
て
い
る
。
大
系
本
「
校
異
」

に
よ
る
と
、
前
者
で
底
本
に
異
な
る
の
は
「
湖
・
吉
・
穂
・
蓬
・
後
・
青
・
兼
」
の

七
本
な
の
で
、
同
一
で
あ
る
の
は
「
不
・
山
」
の
二
本
で
あ
る
が
、
「
大
成
』
に
な
る

と
、
大
系
底
本
と
同
一
本
文
を
有
す
る
青
表
紙
系
の
本
は
一
つ
も
な
く
、
別
本
の
「
陽
」

が
一
致
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
大
系
本
「
校
異
」
で
の
非
共
通
・
共
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通
が
、
前
者
と
比
較
し
て
「
湖
」
の
み
が
動
く
六
本
に
三
本
の
割
合
と
な
る
。
そ
し

て
、
「
大
成
」
で
は
青
表
紙
本
の
う
ち
、
わ
ず
か
に
「
肖
」
が
大
系
本
底
本
に
一
致
す

る
も
の
の
、
や
は
り
「
陽
」
の
「
心
く
る
し
け
さ
は
何
事
に
も
す
く
れ
て
」
と
あ
る

本
文
に
酷
似
す
る
点
に
注
意
が
向
く
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
冒
頭
掲
出
の
箇
所
に

限
っ
て
も
、
大
系
本
底
本
は
青
表
紙
本
と
し
て
特
異
な
本
文
を
持
ち
、
別
本
の
陽
明

文
庫
本
に
親
近
性
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
校
異
」
省
略

部
を
も
含
め
て
比
較
す
る
た
め
に
、
三
条
西
家
証
本
（
日
大
本
）
と
、
伝
実
隆
筆
書

陵
部
本
（
大
系
本
底
本
）
と
の
、
こ
の
あ
た
り
の
本
文
を
併
記
し
て
み
よ
う
。
「
大
成
」

三
九
五
⑦
よ
り
、
大
系
本
で
は
ｕ
⑪
に
始
ま
る
一
文
で
あ
る
。
私
に
句
読
点
の
み
加

シ
え
ス
》
０

○
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
証
本

う
き
物
と
お
も
ひ
す
て
つ
る
よ
も
、
い
ま
は
と
す
み
は
な
れ
な
ん
こ
と
を
お
ほ

２

す
に
は
、
い
と
す
て
か
た
き
こ
と
お
ほ
か
る
な
か
に
も
、
姫
君
の
、
あ
け
く
れ

３

４

か
な
き
物
に
お
ほ
え
、
皿

そ
の
ほ
と
シ
、
か
き
り
士

ゆ
か
む
も
、
さ
た
め
な
』

み
し
く
お
ほ
え
給
へ
は
、

あ
れ
と
、
さ
る
こ
曇
る
戸

る
人
も
な
か
ら
ん
に
、
か
く
ら
う
た
き
御
さ
ま
に
て
ひ
き
く
し
給
へ
ら
む
も
、

Ｊ
１

な
を
一
二
日
の
ほ
と
、
よ
そ
ノ
、
に
あ
か
し
く
ら
す
お
り
ノ
、
た
に
、
お
ほ
っ

に
そ
へ
て
は
お
も
ひ
な
け
き
給
へ
る
さ
ま
の
、
心
く
る
し
う
あ
は
れ
な
る
を
、

５

ゅ
き
め
く
り
て
も
、
ま
た
あ
ひ
み
ん
事
を
、
か
な
ら
す
と
お
ほ
さ
ん
に
て
た
に
、

６

７

８

ほ
え
給
へ
は
、
し
の
ひ
て
も
ろ
と
も
に
も
や
と
、
お
ほ
し
よ
る
お
り

さ
る
こ
曇
る
ほ
そ
か
ら
ん
海
っ
ら
の
波
風
よ
り
ほ
か
に
、
た
ち
ま
し

２

３

お
ほ
え
、
女
君
も
、
心
ほ
そ
う
の
み
思
た
ま
へ
る
を
、
い
く
と
せ

、
か
き
り
あ
る
み
ち
に
も
あ
ら
す
、
あ
ふ
を
か
き
り
に
へ
た
弾
り９

さ
た
め
な
き
世
に
、
や
か
て
わ
か
る
へ
き
か
と
て
に
も
や
と
、
い

Ｉ
‐

０

１１

い
と
つ
き
な
く
、
わ
か
心
に
も
、
中
ノ
、
も
の
お
も
ひ
の
つ
ま
な
る
へ
き
を
、

な
と
お
ほ
し
か
へ
す
を
、
女
君
は
、
い
み
し
か
ら
ん
み
ち
に
も
、
を
く
れ
き
こ

え
す
た
に
あ
ら
は
と
、
を
も
む
け
て
、
う
ら
め
し
け
に
お
ほ
い
た
り
。

○
書
陵
部
蔵
伝
三
条
西
実
隆
筆
本

う
き
も
の
と
お
も
ひ
す
て
つ
る
世
も
、
い
ま
は
と
す
み
は
な
れ
な
む
こ
と
を
、

さ
す
か
に
、
い
と
す
て
か
た
き
事
お
ほ
か
る
な
か
に
も
、
姫
君
の
、
あ
け
く
れ

に
そ
へ
て
は
、
お
も
ひ
な
け
き
た
ま
へ
る
さ
ま
の
心
く
る
し
さ
は
、
な
に
事
に

も
す
く
れ
て
あ
は
れ
に
い
み
し
き
を
、
ゆ
き
め
く
り
て
も
、
又
み
む
こ
と
を
、

か
な
ら
す
と
お
ほ
さ
む
に
て
た
に
、
な
を
ひ
と
ひ
ふ
つ
か
、
を
の
つ
か
ら
へ
た

っ
る
お
り
ノ
‐
、
た
に
、
い
か
シ
と
お
ほ
つ
か
な
う
お
ほ
え
、
女
君
も
、
心
ほ
そ

う
の
み
お
も
ひ
た
ま
へ
る
を
、
い
く
と
せ
そ
の
ほ
と
蛍
、
か
き
り
あ
る
道
に
も

あ
ら
す
、
あ
ふ
を
か
き
り
に
へ
た
シ
リ
ゆ
か
む
も
、
さ
た
め
な
き
世
に
、
や
か

て
わ
か
る
へ
き
か
と
て
に
も
や
と
、
い
み
し
う
お
ほ
え
給
へ
は
、
も
る
と
も
に

も
や
し
の
ひ
て
と
、
お
ほ
し
よ
る
お
り
も
あ
れ
と
、
さ
る
心
ほ
そ
か
ら
む
う
み

つ
ら
の
な
み
風
よ
り
ほ
か
に
、
た
ち
ま
し
る
人
も
な
か
ら
む
に
、
か
う
、
ら
う

た
き
御
さ
ま
に
て
ひ
き
く
し
た
て
ま
つ
ら
む
も
、
い
と
つ
き
な
く
、
わ
が
心
に

も
、
な
か
ノ
、
も
の
お
も
ひ
の
つ
ま
な
る
へ
き
を
、
な
と
お
ほ
し
返
す
を
、
女

君
は
、
い
み
し
か
ら
む
み
ち
に
も
、
を
く
れ
き
こ
え
す
た
に
あ
ら
は
と
、
お
も

む
け
て
、
う
ら
め
し
け
に
お
ほ
い
た
り
。

な
お
右
の
範
囲
で
は
、
日
大
本
は
、
『
大
成
」
底
本
（
大
島
本
）
と
本
文
が
ほ
と
ん

ど
一
致
し
、
わ
ず
か
に
「
い
み
し
う
ｌ
い
み
し
く
（
三
五
九
⑬
）
」
の
違
い
が
あ
る
の

み
で
、
他
は
表
記
上
の
差
異
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
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結
論
か
ら
述
べ
る
な
ら
、
書
陵
部
蔵
青
表
紙
証
本
の
須
磨
は
、
『
大
成
』
校
異
に
見

る
と
、
別
本
の
、
陽
明
文
庫
蔵
鎌
倉
期
書
写
本
須
磨
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。

右
の
音
便
を
除
く
二
箇
所
の
異
同
の
う
ち
、
５
．
咽
は
書
陵
部
本
の
孤
立
異
文
な

の
で
更
に
除
く
と
、
１
．
２
．
４
．
７
．
８
．
ｍ
が
「
陽
」
に
一
致
し
、
３
．
６
が

同
時
に
、
大
島
本
と
書
陵
部
本
と
の
異
同
と
し
て
も
、
右
の
一
箇
所
を
除
い
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
『
大
成
」
と
対
比
す
る
便
宜
上
、
大
系
本
の
「
校
異
」

と
は
逆
に
、
日
大
本
を
底
本
に
し
て
書
陵
部
本
の
校
異
を
示
そ
う
。

１
お
ほ
す
に
は
ｌ
ナ
シ
２
い
と
ｌ
さ
す
か
に
い
と
３
心
く
る
し
う
ｌ
心
く

る
し
さ
は
な
に
事
に
も
す
く
れ
て
４
あ
は
れ
な
る
を
ｌ
あ
は
れ
に
い
み
し
き

を
５
あ
ひ
み
ん
ｌ
み
む
６
一
二
日
の
ほ
と
’
ひ
と
ひ
ふ
つ
か
７
よ
そ

／
、
に
あ
か
し
く
ら
す
お
り
ノ
ー
、
た
に
ｌ
を
の
っ
か
ら
へ
た
っ
る
お
り
ノ
、
た

に
８
お
ほ
つ
か
な
き
物
に
お
ほ
え
ｌ
い
か
ら
と
お
ほ
っ
か
な
う
お
ほ
え

９
い
み
し
く
ｌ
い
み
し
う
蛆
し
の
ひ
て
も
ろ
と
も
に
も
や
と
ｌ
も
ろ
と
も
に

も
や
し
の
ひ
て
と
ｕ
お
り
あ
れ
と
ｌ
お
り
も
あ
れ
と
翅
か
く
ｌ
か
う
過

ひ
き
く
し
給
へ
ら
む
１
ひ
き
く
し
た
て
ま
つ
ら
む

す
べ
て
一
三
箇
所
で
あ
り
、
大
系
本
「
校
異
」
は
音
便
の
違
い
は
示
さ
な
い
方
針

な
の
で
、
９
．
胆
を
除
い
た
二
箇
所
が
実
際
の
異
同
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
校

異
」
掲
出
は
１
．
３
．
７
の
み
で
あ
る
か
ら
、
他
の
八
箇
所
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
三
分
の
二
強
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
、
須

磨
巻
す
べ
て
に
両
者
の
異
同
を
求
め
る
と
二
一
八
箇
所
と
な
る
の
で
、
掲
出
分
の
三

三
箇
所
に
比
し
、
「
校
異
」
は
七
分
の
一
弱
に
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て

問
題
は
数
の
多
さ
も
さ
り
な
が
ら
、
内
容
に
関
し
て
で
あ
る
。

三
条
西
家
に
発
す
る
諸
本
の
う
ち
、
書
陵
部
本
須
磨
が
青
表
紙
本
系
本
文
で
な
い

の
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
立
脚
点
に
依
れ
ば
、
こ
と
は
三
条
西
家
本
の
み
に
か
か

わ
る
問
題
で
は
な
く
、
本
文
系
統
の
区
分
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
夙
に
岡
野
道
夫
氏

は
、
三
条
西
家
証
本
（
日
大
本
）
と
書
陵
部
本
と
を
比
較
し
、
異
同
箇
所
が
異
文
で

近
似
（
『
大
成
」
は
６
の
「
陽
」
の
校
異
を
逸
す
。
一
二
日
の
ほ
と
’
一
二
日
の
陽
、

と
あ
る
べ
き
）
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
箇
所
中
八
箇
所
が
一
致
す
る
か
近
似
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
他
の
本
は
著
し
く
距
離
が
あ
っ
て
、
書
陵
部
本
は
、

ま
さ
し
く
別
本
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
注
意
す
べ
き
は
３
．
６
が
、
青
表
紙

本
系
の
「
肖
」
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
３
は
顕
著
な
異
文
の
一
つ
と

言
え
る
が
、
こ
れ
は
、
肖
柏
本
に
往
々
特
異
な
本
文
を
散
見
す
る
と
い
う
別
な
視
点

か
ら
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
陽
明
文
庫
本
の
須
磨
が
、
別
本
と
し
て
も
極
め

て
特
異
で
あ
る
こ
と
は
、
大
島
本
と
の
間
に
約
一
二
○
○
箇
所
の
異
同
が
あ
る
と
報

注
９

告
さ
れ
て
い
る
の
で
も
知
ら
れ
、
し
か
も
河
内
本
系
統
本
と
も
遠
い
の
は
、
右
の
大

系
本
九
箇
所
の
異
文
の
う
ち
、
一
つ
と
し
て
河
内
本
と
の
共
通
本
文
が
見
当
ら
な
い

こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
勿
論
、
書
陵
部
蔵
本
が
陽
明
文
庫
本
と
一
致
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
左
に
例
示
し
た
文
の
冒
頭
、
「
う
き
も
の
と
お
も
ひ
す
て
つ
る
世
に
」

、
、
、
、
、
、
、
、

、

に
し
て
か
ら
が
、
陽
明
文
は
「
う
と
ま
し
き
物
と
お
ほ
し
す
て
つ
る
よ
を
」
と
あ
り
、

大
系
本
底
本
と
の
距
離
は
あ
る
が
、
「
大
成
」
掲
出
の
も
う
一
つ
の
別
本
「
御
」
よ
り

は
近
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
大
系
本
の
須
磨
は
、
青
表
紙
本
と
は
著
し
く
異
な

る
別
本
本
文
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

三
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注
皿

あ
る
か
、
増
文
か
脱
文
か
を
区
別
し
て
、
主
に
数
量
的
に
処
理
し
た
デ
ー
タ
を
報
告
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
書
陵
部
本
が
「
本
文
的
に
は
、
日
大
本
の
直
接
の
親
本
と
は
い

え
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
親
本
で
な
い
の
は
確
実
で
あ
っ
て
、

も
は
や
、
青
表
紙
系
統
で
な
い
巻
が
他
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
先
決
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
文
的
に
青
表
紙
本
と
確
認
で
き
る
巻
々
に
つ
い
て
、
同
系
統

、
、

本
内
で
の
位
置
、
ひ
い
て
は
三
条
西
家
関
係
諸
本
内
で
の
ゆ
れ
に
調
査
を
及
ぼ
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
系
統
区
分
を
容
易
に
し
、
手
掛
り
を
求
め
う
る
資
料
が
、
さ
き

の
、
大
系
本
「
校
異
」
（
特
に
第
一
冊
）
と
、
岡
野
氏
の
提
示
さ
れ
た
異
同
箇
所
数
の

巻
別
の
数
値
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
各
巻
の
両
者
相
互
に
「
㈹
書
入
ヲ
持
タ
ヌ
本
文
ノ

相
異
箇
所
」
総
数
を
、
そ
の
巻
の
丁
数
で
割
っ
た
「
割
合
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
巻
で

の
一
丁
当
り
の
平
均
異
同
箇
所
数
の
数
値
が
日
大
本
と
書
陵
部
本
と
の
異
同
傾
向
を

端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
尤
も
、
私
が
数
え
た
須
磨
に
お
け
る
「
総
数
」
は
一
二

六
で
あ
っ
た
が
、
岡
野
氏
の
数
値
は
㈲
の
二
四
と
、
「
⑧
書
入
ヲ
持
シ
本
文
ノ
相
違

箇
所
」
総
数
の
一
二
○
を
加
え
る
と
多
く
な
る
が
、
こ
れ
は
異
同
の
数
え
よ
う
に
依
っ

て
も
動
く
上
に
、
果
し
て
㈹
⑧
の
合
計
が
私
の
数
値
と
ほ
ぼ
一
致
す
べ
き
で
あ
る
か

ど
う
か
、
箇
々
の
方
法
が
詳
か
で
な
い
の
で
、
差
異
は
問
題
に
は
で
き
ま
い
。
そ
こ

で
卿
の
「
割
合
」
の
数
値
が
多
い
順
に
二
○
帖
ほ
ど
配
列
し
て
み
よ
う
。

玉
霊
（
八
・
○
七
）
柏
木
（
六
・
二
九
）
宿
木
（
五
・
二
六
）
梅
枝
（
五
。

○
○
）
行
幸
（
二
・
七
○
）
匂
宮
（
二
・
四
七
）
藤
裏
葉
（
二
・
一
八
）

蜻
蛉
（
二
・
○
六
）
蓬
生
（
一
・
九
七
）
須
磨
（
一
・
八
七
）
乙
女
（
一
・

八
四
）
浮
舟
（
一
・
八
一
）
幻
（
一
・
六
六
）
絵
合
（
一
・
五
四
）
賢

木
（
一
・
五
一
）
澪
標
（
一
・
五
○
）
紅
梅
（
一
・
五
○
）
薄
雲
（
一
・

三
四
）
葵
（
一
・
三
一
）
手
習
（
一
・
二
五
）

ま
ず
、
四
位
ま
で
が
飛
び
抜
け
て
多
い
の
に
気
付
く
が
、
玉
窒
が
特
に
多
い
。
岡

野
氏
は
、
一
部
の
巻
の
本
文
系
統
に
も
触
れ
て
、
玉
翼
は
「
書
陵
部
本
Ｉ
河
内
本
の

傾
向
が
著
し
く
強
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
巻
の
書
陵
部
本
の
祖
本
が
純
粋
の
青
表

紙
本
系
統
の
本
文
で
な
く
、
河
内
本
の
要
素
が
強
く
混
入
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
親
本
が
河
内

本
で
あ
っ
た
と
し
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
玉
霊
に
お
け
る
日
大
本
・
書
陵
部
本
間

の
異
同
箇
所
数
は
、
私
の
集
計
に
よ
る
と
五
六
九
（
岡
野
氏
の
表
で
は
㈹
四
三
六
、

⑧
五
六
）
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
河
内
本
系
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
わ
ず
か
な

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

大
系
本
第
二
冊
の
「
校
異
」
に
は
、
凡
例
部
分
に
次
の
よ
う
な
断
り
書
き
が
あ
る
。

「
吉
田
本
の
玉
璽
は
河
内
本
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
巻
は
元
来
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
．

別
本
共
に
殆
ど
大
同
な
の
で
あ
る
。
故
に
吉
田
本
の
玉
鬘
を
採
用
し
た
。
」
大
系
本

「
校
異
」
で
は
、
対
校
本
の
一
部
に
青
表
紙
本
で
な
い
巻
が
混
在
し
て
い
る
場
合
に
、

校
異
を
示
さ
な
い
の
が
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
巻
で
原
則
を
停
止
す

る
ほ
ど
諸
本
間
の
本
文
が
「
大
同
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
「
大
成
」
校
異
に
見
て
判

断
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
、
吉
田
本
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）
は
河
内
本
、

書
陵
部
本
は
青
表
紙
本
、
と
い
う
提
示
が
正
し
く
な
い
。
問
題
は
三
条
西
家
青
表
紙

本
と
比
較
し
て
の
段
で
は
な
い
の
で
、
「
大
成
」
底
本
と
書
陵
部
本
と
の
差
異
を
見
よ

う
。
乳
母
が
玉
窒
の
帰
京
に
腐
心
す
る
条
で
あ
る
。

１

仏
神
に
願
を
た
て
塾
な
む
念
し
け
る
。
む
す
め
と
も
蚤
、
お
の
こ
と
も
壁
、
と

２

３

こ
ろ
に
つ
け
た
る
よ
す
か
と
も
い
て
き
て
、
す
み
つ
き
に
た
り
。
心
の
う
ち
に
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こ
そ
い
そ
き
思
へ
と
、
京
の
事
は
い
や
と
を
さ
か
る
や
う
に
へ
た
シ
リ
ゆ
く
。

４

も
の
お
ほ
し
し
る
ま
弾
に
、
よ
を
い
と
う
き
も
の
に
お
ほ
し
て
、
年
三
な
と
し

５

６

給
。
廿
は
か
り
に
な
り
給
ま
ぅ
に
、
お
ひ
と
鼻
の
ほ
り
て
、
い
と
あ
た
ら
し
く

め
て
た
し
。
こ
の
す
む
所
は
、
ひ
せ
む
の
国
と
そ
い
ひ
け
る
。
そ
の
わ
た
り
に

も
、
い
さ
弾
か
よ
し
あ
る
人
は
、
ま
っ
こ
の
せ
う
に
の
む
ま
こ
の
あ
り
さ
ま
を

脂
Ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８

き
塾
っ
た
へ
て
、
猶
た
え
す
を
と
つ
れ
く
る
も
、
い
と
い
み
し
う
、
み
鼻
か
し

９

か
ま
し
き
ま
て
な
む
、
大
夫
監
と
て
ひ
こ
の
く
に
畠
そ
う
ひ
ろ
く
て
、
か
し
こ

に
つ
け
て
は
お
ほ
え
あ
り
、
い
き
を
ひ
い
か
め
し
き
っ
は
も
の
あ
り
け
り
。
む

く
つ
け
き
心
の
中
に
、
い
さ
シ
か
す
き
た
る
心
ま
し
り
て
、
か
た
ち
あ
る
女
を

ｉ

あ
つ
め
て
み
む
と
、
思
け
る
。
（
七
二
三
④
～
⑬
大
系
本
剛
①
～
⑩
）

以
下
に
傍
線
部
の
書
陵
部
本
と
の
校
異
と
、
そ
れ
に
一
致
す
る
本
文
を
有
す
る
本

の
「
大
成
』
略
号
を
示
す
。

別
別

１
た
て
鼻
’
た
て
つ
塗
（
河
・
国
）
２
よ
す
か
と
も
ｌ
よ
す
か
（
河
・
陽
麦

別

阿
）
３
た
り
ｌ
け
り
（
肖
・
河
・
陽
）
４
よ
を
ｌ
身
を
（
河
・
別
）
５
河

お
ひ
と
易
の
ほ
り
て
ｌ
と
塾
の
ひ
は
て
鼻
（
河
）
６
い
と
ｌ
い
と
鼻
（
七
平

別

鳳
尾
大
）
７
い
み
し
う
ｌ
ナ
シ
（
河
・
陽
保
国
）
８
か
し
か
ま
し
き
ま
て

別

な
む
ｌ
か
し
か
ま
し
き
な
か
に
（
河
・
陽
保
）
９
ひ
ろ
く
て
ｌ
ひ
ろ
く
（
河
．

別
別

保
国
）
皿
あ
つ
め
て
み
む
と
ｌ
い
か
て
あ
つ
め
て
み
む
と
（
河
・
保
麦
阿
）

別

皿
思
け
る
ｌ
こ
の
み
け
る
（
河
・
保
）

「
河
」
が
、
こ
の
巻
で
は
七
本
に
及
ぶ
河
内
本
系
諸
本
共
通
の
略
号
で
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
島
本
に
対
す
る
書
陵
部
本
の
異
同
二
箇
所
は
、
す
べ
て
「
河
」

に
一
致
し
て
い
る
と
称
し
て
良
い
。
加
え
て
、
別
本
群
二
、
三
と
共
通
す
る
場
合
の

多
い
の
が
注
意
さ
れ
る
。
青
表
紙
本
系
で
は
た
だ
一
箇
所
、
３
に
「
肖
」
が
見
え
る

の
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
異
文
は
、
逆
に
見
て
、
「
大
成
」
が
「
河
」
の
共

通
異
文
と
し
て
掲
出
し
て
あ
る
本
文
を
漏
ら
さ
ず
包
含
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

二
箇
所
、
「
お
の
こ
と
も
シ
ー
を
の
こ
壁
と
も
易
河
」
「
し
給
ｌ
を
こ
な
ひ
給
河
」
と

あ
る
の
は
大
島
本
に
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
以
て
書
陵
部
本
を
、
河
内
本
に
極

め
て
近
い
青
表
紙
本
、
と
い
う
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
子
細
に

「
大
成
』
校
異
を
見
れ
ば
、
河
内
本
系
の
一
本
づ
っ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
系
統
内
で
独
自

異
文
が
あ
り
、
そ
れ
が
青
表
紙
本
本
文
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
め
ず
ら
し
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。

大
系
本
が
河
内
本
と
認
定
し
て
い
る
吉
田
本
と
書
陵
部
本
と
の
異
同
を
、
大
系
本

「
校
異
」
に
求
め
て
み
よ
う
。
「
校
異
」
は
「
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
」
の
上

に
、
私
は
吉
田
本
を
拝
見
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
へ
の
言
及
は
で
き
な
い
が
、
両

者
の
関
係
は
、
こ
の
「
校
異
」
に
よ
っ
て
も
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
大
系

本
頁
行
数
を
省
略
し
、
一
連
番
号
の
み
で
、
掲
出
分
の
書
陵
部
本
↓
吉
田
本
（
「
吉
」

が
「
校
異
」
内
で
の
単
独
異
文
で
あ
る
場
合
に
は
噸
印
）
の
校
異
を
示
そ
う
。

１
と
シ
め
た
て
ま
つ
り
給
は
む
も
ｌ
と
塾
め
た
て
ま
つ
ら
む
も
２
う
し
ろ
め

た
か
る
へ
し
ｌ
う
し
ろ
め
た
な
か
る
へ
し
３
み
た
て
ま
つ
り
さ
し
て
ｌ
み
奉

り
て
４
い
ひ
け
る
を
ｌ
い
ひ
か
易
る
を
５
三
十
’
四
十
６
わ
か
君
を
は

ｌ
あ
か
君
を
は
７
よ
ま
舅
ほ
し
か
り
け
れ
は
’
よ
ま
ぁ
ほ
し
け
れ
は
８
ひ

Ｃ

さ
し
う
ｌ
ナ
シ
９
お
も
ふ
か
た
の
ｌ
お
ふ
か
た
の
皿
ふ
な
こ
と
も
ｌ
ふ
な

こ
、
す
て
ノ
、
つ
ｌ
す
て
て
つ
ｎ
な
き
を
は
シ
お
と
シ
ー
な
き
を
は
お

と
勢
過
ひ
と
り
の
’
ひ
と
易
こ
ろ
の
Ｍ
い
み
し
き
ｌ
ナ
シ
喝
も
ろ
こ
し
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●

に
た
に
ｌ
も
ろ
こ
し
に
も
蛆
め
ぐ
み
た
て
ま
つ
り
給
て
む
ｌ
め
ぐ
み
た
て
ま

つ
り
て
ん
Ⅳ
お
は
せ
ま
し
か
は
ｌ
お
は
せ
は
岨
女
房
Ｉ
女
は
岨
か
ち
あ

ゆ
み
ｌ
か
ち
あ
ゆ
み
は
別
わ
か
君
は
い
か
塾
な
り
給
ひ
に
し
ｌ
ナ
シ
皿
み

中

●

な
お
は
し
ま
す
ｌ
ナ
シ
狸
へ
た
て
給
つ
る
ｌ
へ
た
て
ま
と
ひ
つ
る
羽
お
は

心

し
ま
さ
む
と
こ
ろ
ｌ
お
は
し
ま
し
所
型
う
っ
き
の
易
し
’
う
へ
に
う
ち
き
の

●

妬
す
こ
し
あ
し
な
れ
た
る
ｌ
あ
し
す
こ
し
な
れ
た
る
妬
た
つ
ね
か
は
し
た
れ

は
ｌ
た
つ
ね
か
は
し
い
ひ
た
れ
は
”
を
と
こ
と
も
を
は
ｌ
を
と
こ
と
も
を

詔
す
り
や
う
の
ｌ
ナ
シ
羽
御
た
め
に
ｌ
御
た
め
に
さ
た
ま
り
て
鋤
し
ら
せ

●

た
て
ま
つ
り
給
へ
ｌ
し
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
弧
お
ひ
い
て
給
に
け
む

●

ｌ
お
ひ
出
給
け
ん
鋤
み
た
う
ｌ
み
て
ら
調
い
ひ
か
は
す
も
ｌ
い
ひ
か
よ
は

す
も
鈍
す
き
侍
れ
と
ｌ
す
き
は
へ
り
ぬ
れ
と
弱
お
ひ
ま
さ
り
て
見
え
給
し

●

か
ｌ
お
ひ
ま
さ
り
給
し
か
妬
お
や
め
き
給
Ｉ
お
や
め
き
て
の
給
師
ち
き
り

申

と
な
む
ｌ
ち
き
り
と
も
な
ん
銘
た
て
ま
つ
れ
給
ｌ
奉
り
給
鋤
き
こ
え
給
た

●

る
へ
し
ｌ
き
こ
え
給
な
る
へ
し
如
き
こ
え
り
て
む
Ｉ
き
こ
え
い
て
め
姐
御

●

ふ
る
も
の
あ
っ
か
ひ
か
な
’
御
ふ
る
も
の
あ
っ
か
ひ
と
も
か
な
蛇
な
ほ
う
ち

あ
は
い
ｌ
な
ほ
く
て
あ
ら
ぬ
粥
ひ
き
よ
せ
て
ｌ
引
よ
せ
給
て
“
か
皇
る
物

●

ｌ
ナ
シ
妬
御
さ
ま
か
た
ち
さ
へ
ｌ
御
か
た
ち
さ
へ
“
て
う
し
た
る
を
も

●

’
て
う
し
た
る
を
鞭
お
り
物
と
も
の
ｌ
ナ
シ
蛆
み
そ
ひ
っ
そ
の
さ
ま
の
御

●

は
こ
’
み
そ
ひ
っ
の
さ
ま
の
御
は
こ
鱒
た
て
ま
つ
れ
給
を
ｌ
た
て
ま
つ
り
給

を
即
ゆ
る
き
た
ま
は
い
ｌ
ゆ
る
き
ま
よ
は
ぬ

以
上
五
○
の
異
同
箇
所
を
「
大
成
』
に
徴
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が

え
る
。
ま
ず
、
い
ず
れ
が
河
内
本
本
文
に
一
致
す
る
か
を
、
対
校
の
河
内
本
七
本
中

五
本
以
上
に
共
通
す
る
場
合
の
本
文
に
限
定
し
て
比
較
す
る
と
、
書
陵
部
本
二
一
（
１

２
６
７
週
皿
照
Ⅳ
弱
訓
羽
弱
拓
訂
犯
調
似
“
妬
侶
娚
）
に
対
し
、
吉
田
本
も
二
二
（
３

４
５
８
嘔
蛆
蛆
加
配
羽
妬
諏
泥
羽
犯
弘
如
蛇
偲
妬
仰
別
）
と
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

た
だ
内
容
的
に
見
る
と
、
書
陵
部
本
は
、
青
表
紙
本
す
べ
て
と
も
一
致
す
る
本
文
で

あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
う
で
な
い
例
は
八
（
Ｍ
酪
拓
調
調
虹
“
妃
）
に
過
ぎ
な
い
の

に
、
吉
田
本
で
は
逆
に
、
青
表
紙
本
と
は
一
致
し
な
い
場
合
が
多
く
、
一
致
す
る
の

が
四
（
３
４
妬
弘
）
と
僅
か
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
別
本
と
共
通
本
文
を
併

せ
持
っ
た
り
は
す
る
が
、
両
系
統
本
本
文
に
限
っ
て
み
る
と
、
書
陵
部
本
は
河
内
本

で
も
あ
る
が
青
表
紙
本
で
も
あ
る
例
が
二
一
の
内
一
三
を
占
め
る
の
に
対
し
、
吉
田

本
は
二
二
の
内
に
四
に
と
ど
ま
る
の
が
、
見
掛
け
の
上
で
、
河
内
本
寄
り
、
乃
至
は

河
内
本
と
認
定
さ
せ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
青
表
紙
本
と

一
致
す
る
河
内
本
本
文
で
あ
っ
て
も
、
書
陵
部
本
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
箇
所
に
関
し
て
吉
田
本
が
河
内
本
本
文
で
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
青
表
紙
本
で
も
な
い
の
で
、
そ
こ
は
別
本
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す

る
に
両
者
と
も
（
吉
田
本
は
大
系
本
「
校
異
」
に
拠
る
限
り
に
お
い
て
）
、
青
表
紙
本

本
文
に
対
し
て
五
○
○
余
の
河
内
本
の
特
色
を
示
す
共
通
異
文
を
有
す
る
中
で
、
十

数
箇
所
の
範
囲
で
、
書
陵
部
本
が
青
表
紙
本
に
ゆ
れ
、
吉
田
本
が
別
本
に
ゆ
れ
て
い

、
、

る
と
言
え
ば
言
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ゆ
れ
は
わ
ず
か
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、

吉
田
本
を
尾
州
家
本
に
置
き
換
え
て
比
較
し
て
み
て
も
同
じ
で
あ
る
。
書
陵
部
本
玉

鬘
に
は
、
河
内
本
諸
本
の
多
く
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
句
ヲ
切
ル
」
朱
の
句
読
点
や

振
漢
字
な
ど
は
な
い
が
、
や
は
り
本
文
は
河
内
本
と
認
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
隆

主
催
に
よ
る
寄
合
書
と
い
う
、
「
青
表
紙
証
本
」
の
粧
い
を
持
っ
た
河
内
本
で
あ
っ
て
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見
れ
ば
、
形
態
的
な
河
内
本
の
体
裁
を
備
え
て
い
な
く
て
当
然
で
あ
る
。
こ
の
巻
の

写
し
手
が
見
た
本
そ
の
も
の
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
祖
本
が
河
内
本
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
が
あ
る
ま
い
。

本
稿
は
、
大
系
本
本
文
の
検
討
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
な
い
の
で
結
論
を
急
ぐ

と
、
更
に
匂
宮
が
河
内
本
系
統
に
数
え
ら
れ
、
梅
枝
・
柏
木
・
寄
木
の
三
帖
が
別
本

と
認
定
す
べ
き
で
、
こ
れ
ら
が
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
と
言
い
が
た
い
こ
と
は
、
以

上
の
結
果
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
一
部
か
、
あ
る
い
は
異
同
箇
所
の

み
を
示
し
て
簡
略
に
指
摘
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
文
は
『
大
成
』
底
本
を
掲
げ
、

書
陵
部
本
と
の
異
同
と
、
共
通
本
文
を
有
す
る
『
大
成
」
校
異
本
の
略
号
と
を
注
記

し
て
お
く
。
な
お
、
表
記
・
音
便
の
差
異
は
省
略
す
る
。

梅
枝二
条
院
の
み
く
ら
あ
け
さ
せ
給
て
、
か
ら
の
も
の
と
も
と
り
わ
た
さ
せ
給
て
、

御
ら
む
し
く
ら
ふ
る
に
、
に
し
き
、
あ
や
な
と
も
、
猶
ふ
る
き
物
こ
そ
な
っ
か

し
う
、
こ
ま
や
か
に
は
あ
り
け
れ
、
と
て
、
ち
か
き
御
し
っ
ら
ひ
の
、
も
の
易

２

お
ほ
ひ
、
し
き
も
の
、
し
と
ね
創
副
伽
副
ｎ
判
割
引
回
、
故
院
の
御
よ
の
は
し
め

つ
か
た
、
こ
ま
う
と
の
た
て
ま
つ
れ
り
け
る
あ
や
、
ひ
こ
ん
き
と
も
な
と
、
い

３

ま
の
世
の
も
の
に
に
す
、
な
を
さ
ま
ノ
ー
、
御
ら
む
し
あ
て
つ
ぁ
せ
さ
せ
給
て
、

こ
の
た
ひ
の
あ
や
、
う
す
も
の
な
と
は
、
人
臣
に
給
は
す
。
か
う
と
も
は
、
む

４

５

か
し
い
ま
の
、
と
り
な
ら
へ
さ
せ
給
て
、
御
か
た
／
、
に
く
は
り
た
て
ま
つ
ら

せ
給
。
ふ
た
く
さ
っ
シ
あ
は
せ
さ
せ
給
へ
、
と
き
こ
え
さ
せ
給
へ
り
。
を
く
り

四

も
の
、
か
ん
た
ち
め
の
ろ
く
な
と
、
世
に
な
き
さ
ま
に
、
う
ち
に
も
と
に
も
、

昨
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
７

こ
と
し
け
く
い
と
な
み
給
に
そ
へ
て
、
か
た
ノ
、
に
え
り
と
易
の
へ
て
、
か
な

う
す
の
を
と
、
み
ぁ
か
し
か
ま
し
き
こ
ろ
な
り
。
二
大
成
」
九
七
五
⑤
～
⑭
大

系
本
捌
⑨
～
Ⅷ
⑤
）

〔
校
異
〕

１
と
り
わ
た
さ
せ
’
わ
た
さ
せ
（
ナ
シ
）
２
な
と
の
は
し
と
も
に
ｌ
な
に
か

別

の
も
の
シ
く
な
と
や
う
の
れ
う
に
（
ナ
シ
。
㎡
な
に
か
の
も
の
ぁ
く
Ｉ
保
）
３

別

な
を
’
す
く
れ
た
る
な
と
（
ナ
シ
）
４
い
ま
の
ｌ
今
の
と
（
保
麦
阿
）
５

別
別

給
て
ｌ
給
っ
塗
（
保
）
６
こ
と
し
け
く
ｌ
し
け
く
（
河
・
陽
保
麦
阿
）
７

別

え
り
と
舅
の
へ
て
ｌ
か
う
と
も
え
り
と
塗
の
へ
て
（
肖
・
河
・
陽
保
桃
）

他
に
例
を
見
な
い
異
文
「
（
ナ
シ
）
」
が
多
い
。
「
河
」
（
五
本
）
と
一
致
す
る
場

合
も
あ
る
が
、
「
河
」
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
う
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
別
本
の
「
保
」
に
近
い
本
文
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
も
７
に
、

青
表
紙
本
系
の
「
肖
」
が
、
「
河
」
や
、
別
本
の
一
部
に
共
通
す
る
異
文
を
見
せ
て
い

る
。

柏
木ひ
と
よ
な
や
み
あ
か
さ
せ
給
ひ
て
、
日
さ
し
あ
か
る
ほ
と
に
う
ま
れ
た
ま
ひ
ぬ
。

お
と
こ
君
と
き
珍
給
に
、
か
く
し
の
ひ
た
る
こ
と
の
、
あ
や
に
く
に
い
ち
し
る

き
か
ほ
つ
き
に
て
、
さ
し
い
て
た
ま
へ
ら
ん
こ
そ
、
く
る
し
か
る
へ
け
れ
。
女

ｉ

こ
そ
な
に
と
な
く
ま
き
れ
、
あ
ま
た
の
人
の
み
る
物
な
ら
ね
は
、
や
す
け
れ
と

４

お
ほ
す
に
、
又
か
く
心
く
る
し
き
う
た
か
ひ
ま
し
り
た
る
に
て
は
、
心
や
す
き

ｉ
ｉ

方
に
も
の
し
給
も
い
と
よ
し
か
し
。
さ
て
も
あ
や
し
や
。
わ
か
世
と
塗
も
に
、
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脂
Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８

お
そ
る
し
と
思
し
こ
と
の
む
く
ひ
な
め
り
。
こ
の
世
に
て
、
か
く
思
か
け
い
こ

９

ｉ
Ｏ

と
に
む
か
は
り
ぬ
れ
は
、
の
ち
の
よ
の
つ
み
も
、
す
こ
し
か
ろ
み
な
ん
や
と
お

ほ
す
。
人
は
た
し
ら
ぬ
こ
と
な
れ
は
、
か
く
心
こ
と
な
る
御
は
ら
に
て
、
す
ゑ

に
い
て
お
は
し
た
る
御
お
ほ
え
い
み
し
か
り
な
ん
と
、
思
い
と
な
み
つ
か
う
ま

つ
る
。
御
う
ふ
や
の
き
し
き
い
か
め
し
う
、
お
と
ろ
／
Ｉ
し
。
御
か
た
ノ
＼
さ

ま
ノ
‐
、
に
し
い
て
給
御
う
ふ
や
し
な
ひ
、
よ
の
つ
れ
の
お
し
き
、
つ
い
か
さ
ね
、

ｉ
ｉ
ｉ

た
か
つ
き
な
と
の
心
は
え
も
、
こ
と
さ
ら
に
心
ノ
、
に
い
と
ま
し
さ
み
え
っ
鼻

な
む
。
（
「
大
成
』
一
二
三
三
⑫
～
四
⑧
大
系
本
咽
⑭
～
四
⑨
）

〔
校
異
〕

別

１
く
る
し
か
る
ｌ
心
く
る
し
か
る
（
河
・
御
）
２
あ
ま
た
の
ｌ
あ
ま
た
（
ナ

別
別

シ
）
３
み
る
物
な
ら
ね
は
ｌ
み
ぬ
物
な
れ
は
（
国
）
４
又
Ｉ
ナ
シ
（
国
）

別

５
も
の
し
給
も
ｌ
も
の
し
給
に
そ
（
ナ
シ
㎡
も
の
し
給
そ
１
国
）
６
よ
し

別

か
し
ｌ
や
す
き
か
し
（
ナ
シ
）
７
こ
の
世
に
て
ｌ
こ
の
世
に
（
国
）
８
こ

別

と
に
ｌ
事
に
て
（
保
）
９
む
か
は
り
ぬ
れ
は
ｌ
む
か
は
り
き
ぬ
れ
は
（
ナ
シ

別
別

ぱ
い
て
き
ぬ
れ
は
１
国
）
加
つ
み
も
ｌ
つ
み
は
（
肖
・
保
国
）
皿
か
ろ
み

別

な
ん
ゃ
ｌ
か
ろ
む
ら
ん
や
（
ナ
シ
㎡
か
ろ
む
や
１
国
）
皿
お
と
ろ
ノ
、
し

（
ナ
シ
）
週
心
は
え
も
ｌ
心
は
へ
な
と
も
（
ナ
シ
）
皿
心
ノ
‐
、
に
ｌ
心
ノ
‐
、

別

（
榊
陽
肖
三
・
河
・
御
麦
阿
）
巧
み
え
っ
参
な
む
ｌ
見
え
っ
易
（
ナ
シ
）

こ
の
巻
で
も
他
に
見
な
い
異
文
の
多
い
の
に
気
付
く
が
、
喝
な
ど
は
誤
脱
か
と
も

思
わ
れ
、
大
系
本
も
「
な
ん
」
を
補
っ
て
い
る
。
皿
の
「
お
と
ろ
ノ
‐
、
し
」
は
補
っ

て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
欠
く
と
、
「
御
う
ふ
や
の
き
し
き
い
か
め
し
う
、
御
か
た
／
＼

さ
ま
に
し
い
て
給
御
う
ふ
や
し
な
ひ
」
と
な
っ
て
、
い
さ
さ
か
落
ち
着
か
な
い
。
こ

の
あ
た
り
で
は
、
他
本
に
あ
っ
て
書
陵
部
本
に
欠
く
語
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
、
例

、
、
、
、
、
、

示
し
た
文
の
直
前
に
あ
る
「
け
む
さ
な
と
め
し
、
み
す
ほ
う
は
い
つ
と
な
く
ふ
た
ん

、に
せ
ら
る
れ
は
、
そ
う
と
も
の
な
か
に
け
む
あ
る
か
き
り
み
な
ま
い
り
て
、
か
ち
ま

い
り
さ
は
く
」
（
大
島
本
）
で
は
、
書
陵
部
本
が
「
け
ん
さ
な
と
め
し
、
み
す
法
は
い

、
、
、

つ
と
も
な
く
せ
ら
る
れ
は
、
は
む
そ
う
と
も
の
な
か
に
、
け
む
あ
る
か
き
り
み
な
ま

い
り
て
、
加
持
ま
い
り
さ
は
く
」
と
あ
っ
て
、
圏
点
部
に
異
同
が
あ
り
、
大
系
本
は

ふ
簿
ん

底
本
に
加
え
て
「
不
断
に
」
を
補
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
み
な
誤
脱
と
は
言
い
切
れ

な
い
が
、
他
本
に
は
す
べ
て
あ
る
の
と
、
文
意
と
の
両
面
よ
り
考
え
れ
ば
、
そ
う
推

定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
巻
で
は
、
別
本
の
「
国
」
と
の
共
通
異
文

の
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

匂
宮

源
氏
物
語
は
、
総
じ
て
あ
と
の
巻
に
な
る
に
つ
れ
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
両
系
統

本
文
の
異
同
が
少
い
と
言
え
る
が
、
そ
れ
で
も
、
異
文
の
分
布
は
裁
然
と
し
て
い
て
、

両
者
は
区
別
で
き
る
。
そ
こ
で
匂
宮
一
帖
は
、
い
た
ず
ら
に
長
い
文
を
引
用
す
る
よ

り
、
異
同
部
分
の
み
を
示
し
た
方
が
効
果
的
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
大
系
」
の
下
二
桁

の
頁
数
と
行
数
と
に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
第
五
頁
ま
で
の
例
を
示
す
。

二
九
①
た
て
ま
つ
ら
ん
は
ｌ
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
は
（
河
）
②
三
宮
ｌ
三
宮

別
別

と
（
河
・
保
言
）
⑦
よ
り
も
ｌ
よ
り
は
（
河
・
保
）
⑧
き
こ
え
給
し
故
ｌ
給

し
ゅ
ゑ
に
（
河
）
⑫
兵
部
卿
ｌ
兵
部
卿
宮
（
肖
三
・
河
・
別
）
⑫
六
条
院

河
別

’
六
条
院
の
（
肖
・
宮
・
麦
阿
）
⑫
ま
ち
の
ｌ
ま
ち
（
ナ
シ
）
⑭
御
さ
う

別

し
に
し
た
ま
ふ
て
ｌ
御
さ
う
し
に
て
（
河
・
保
言
麦
阿
）
三
○
④
世
の
人
も

別

ｌ
世
人
も
（
池
肖
三
河
ぱ
よ
人
も
Ｉ
麦
阿
）
⑦
御
け
し
き
’
御
け
し
き
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の
（
河
）
⑧
そ
の
比
の
ｌ
ナ
シ
（
ナ
シ
）
⑪
う
つ
る
ひ
給
し
に
ｌ
う
つ
ろ

別

ひ
給
に
し
に
（
三
・
河
・
麦
阿
）
⑪
御
そ
う
ふ
む
所
ｌ
御
そ
う
ふ
む
の
所
（
河
．

別麦
阿
）
一
三
①
な
こ
り
も
Ｉ
な
ら
い
も
（
為
榊
池
肖
三
・
河
・
飯
）
④
給
河

て
な
む
ｌ
給
て
（
ナ
シ
）
⑤
の
塾
し
る
ｌ
の
蔓
し
り
し
（
横
榊
池
肖
三
宮
）

別

三
二
②
ま
な
し
ｌ
ま
も
な
し
（
横
池
飯
麦
阿
）
②
花
の
さ
か
り
は
ｌ
さ
く

別
別

ら
は
（
河
保
言
）
③
給
へ
り
し
ま
夢
に
’
た
ま
ひ
し
ま
餌
に
（
河
・
保
）

④
お
ほ
さ
る
夢
ま
塗
に
Ｉ
お
ほ
さ
る
蔓
に
（
池
肖
三
・
河
）
⑨
御
き
し
き
’
御

別

け
し
き
（
為
池
三
・
河
）
⑪
給
っ
鴬
ｌ
給
て
（
河
・
保
言
）
三
三
①
月
の

別

１
月
こ
と
の
（
横
為
榊
池
肖
三
・
河
・
保
言
飯
）
③
か
へ
り
て
ｌ
か
へ
り
て

は
（
横
池
肖
三
・
河
）
④
宮
達
も
ｌ
宮
た
ち
（
ナ
シ
）
④
御
あ
そ
ひ
か
た

河

き
’
あ
そ
ひ
か
た
き
（
ナ
シ
）
⑤
い
と
ま
な
く
ｌ
い
と
な
く
（
宮
尾
大
鳳
）

⑥
給
け
る
ｌ
給
け
り
（
ナ
シ
）
⑥
を
さ
な
心
ち
に
Ｉ
を
さ
な
き
心
ち
に
（
河
）

⑨
せ
ん
け
う
た
い
し
ｌ
く
い
た
い
し
（
河
）
⑩
け
ん
ｌ
け
る
（
河
）
⑬
御

河

道
心
に
て
か
ｌ
御
道
心
に
か
（
御
尾
大
鳳
）

右
の
三
二
箇
所
の
う
ち
、
六
箇
所
は
書
陵
部
本
の
孤
立
異
文
「
（
ナ
シ
）
」
で
あ
る

か
ら
除
く
と
、
残
り
二
六
箇
所
の
中
で
二
一
箇
所
に
「
河
」
と
の
共
通
異
文
を
見
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
、
更
に
河
内
本
系
諸
本
の
い
く
つ
か
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
を
も
加

え
る
と
、
ほ
ぼ
全
部
（
例
外
は
一
箇
所
）
が
共
通
異
文
と
な
る
。
こ
れ
は
逆
に
、
「
大

成
』
に
「
河
」
と
し
て
校
異
が
示
し
て
あ
る
箇
所
を
以
て
書
陵
部
本
を
検
し
て
も
同

じ
て
、
ほ
と
ん
ど
漏
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
青
表
紙
本
系
や
別
本
の
中
で
、
時

に
河
内
本
系
本
文
と
一
致
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
側
よ
り
逆
に

検
す
る
な
ら
、
相
違
の
み
が
目
に
立
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
共
通
異
文
数
の

問
題
ば
か
り
で
な
く
、
異
文
が
、
転
写
上
の
過
誤
に
よ
り
生
じ
た
と
は
思
わ
れ
な
い

内
容
が
幾
つ
か
あ
り
、
特
に
「
花
の
さ
か
り
は
ｌ
さ
く
ら
は
」
「
せ
ん
け
う
た
い
し
ｌ
く

い
た
い
し
」
の
対
立
は
決
定
的
と
言
っ
て
良
い
。
ま
さ
に
書
陵
部
本
の
匂
宮
は
、
河

内
本
系
統
に
属
さ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。

寄
木心
さ
ま
も
い
と
よ
く
お
と
な
ひ
給
て
、
母
女
御
よ
り
も
、
い
ま
す
こ
し
っ
し
や

２

か
に
、
お
も
り
か
な
る
所
は
ま
さ
り
た
ま
へ
る
を
、
う
し
ろ
や
す
く
は
み
た
て

ｉ

ま
つ
ら
せ
給
へ
と
、
ま
こ
と
に
は
、
御
は
鼻
か
た
と
て
も
、
う
し
ろ
み
と
た
の

４

ま
せ
給
へ
き
を
ち
な
と
や
う
の
、
は
か
ノ
‐
、
し
き
人
も
な
し
。
わ
っ
か
に
大
く

５

ら
卿
す
り
の
か
み
な
と
い
ふ
は
、
女
御
に
も
こ
と
は
ら
な
り
け
る
。
こ
と
に
世

ｉ

の
お
ほ
え
を
も
り
か
に
も
あ
ら
す
、
や
ん
こ
と
な
か
ら
ぬ
人
／
、
を
、
た
の
も

７

し
人
に
て
お
は
せ
ん
に
、
女
は
心
く
る
し
き
事
お
ほ
か
り
ぬ
へ
き
こ
そ
い
と
お

し
け
れ
、
な
と
御
心
ひ
と
つ
な
る
や
う
に
お
ほ
し
あ
っ
か
ふ
も
、
や
す
か
ら
さ

８

り
け
り
。
御
ま
へ
の
き
く
う
つ
る
ひ
は
て
覚
さ
か
り
な
る
こ
ろ
、
空
の
け
し
き

の
あ
は
れ
に
う
ち
し
く
る
シ
に
も
、
ま
っ
こ
の
御
か
た
に
わ
た
ら
せ
給
て
、
む

９

ｌの
あ
は
れ
に
う
ち
し
く
る
シ
に
も
、

か
し
の
事
な
と
聞
え
さ
せ
給
ふ
に
、

ら
、
い
は
け
な
か
ら
す
う
ち
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
を
、
う
つ
く
し
く
お
も
ひ
閏
ぇ

さ
せ
給
。
二
大
成
」
一
七
○
二
⑩
～
三
⑥
大
系
本
拠
⑮
～
弱
⑨
）

〔
校
異
〕

別
別

１
心
さ
ま
ｌ
御
さ
ま
（
阿
㎡
御
心
さ
ま
’
三
・
宮
保
国
桃
）
２
所
は
ｌ
け

別

し
き
の
（
保
桃
）
３
ま
こ
と
に
は
ｌ
ま
こ
と
は
（
ナ
シ
）
４
は
か
ノ
‐
、
し

別
別

き
Ｉ
は
か
ノ
、
し
１
（
ナ
シ
）
５
け
る
ｌ
け
り
（
保
）
６
人
々
を
１
人
を
（
陽
）

御
い
ら
へ
な
と
も
お
ほ
と
か
な
る
も
の
か

、

う
つ
く
し
く
お
も
ひ
聞
え
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別
別

７
お
は
せ
ん
に
ｌ
物
し
た
ま
は
む
も
（
保
桃
）
８
け
し
き
の
ｌ
け
し
き
も
（
保

桃
）
９
御
い
ら
へ
な
と
も
お
ほ
と
か
な
る
も
の
か
ら
い
は
け
な
か
ら
す
ｌ
お

ほ
と
か
な
る
物
か
ら
い
は
け
な
か
ら
す
御
い
ら
へ
な
と
も
う
ち
き
こ
え
Ｉ
（
ナ

シ
㎡
お
ほ
と
か
な
る
も
の
か
ら
い
は
け
な
か
ら
す
御
い
ら
へ
な
と
き
こ
え
Ｉ

別保
）

右
の
例
の
み
で
も
一
端
は
知
ら
れ
る
が
、
別
本
の
「
桃
」
と
の
親
近
性
が
、
か
な

り
顕
著
で
あ
る
。
右
を
除
い
て
「
大
成
』
第
五
ペ
ー
ジ
ま
で
の
異
同
を
、
下
一
桁
の

頁
数
と
、
行
数
と
を
表
示
す
る
こ
と
で
列
記
し
て
み
よ
う
。

別

一
①
左
大
臣
殿
ｌ
左
の
お
ほ
い
殿
（
陽
保
）
⑨
た
く
ひ
な
き
も
の
ｌ
た
く
ひ

別
別

な
き
さ
ま
（
河
・
陽
保
阿
桃
）
⑬
こ
の
み
ｌ
こ
の
み
て
（
陽
桃
）
⑭
御
裳

別

き
せ
ｌ
御
裳
き
せ
さ
せ
（
肖
・
国
）
二
①
さ
ま
に
と
ｌ
さ
ま
に
（
肖
）
②

別
別

た
り
け
る
ｌ
け
る
（
桃
）
②
た
か
ら
も
の
と
も
ｌ
御
た
か
ら
も
の
と
も
（
桃
）

別

④
う
ち
に
も
ｌ
う
へ
に
も
（
ナ
シ
ぱ
う
へ
も
Ｉ
保
）
⑤
殿
上
人
と
も
も
ｌ
う

別
別

へ
人
も
（
ナ
シ
ぱ
う
へ
人
と
も
Ｉ
河
・
阿
、
う
へ
人
Ｉ
保
）
三
⑥
御
さ
ま

別

を
ｌ
御
さ
ま
（
ナ
シ
）
⑧
お
ほ
し
め
し
ｌ
お
ほ
し
（
宮
桃
）
四
②
も
た
り

別
別

て
’
も
た
り
と
て
（
肖
三
・
桃
）
②
重
Ｉ
こ
と
な
と
（
保
桃
）
⑤
殿
上
に

別
別

は
ｌ
殿
上
に
（
保
）
⑥
こ
な
た
へ
Ｉ
こ
な
た
に
（
河
・
陽
保
阿
桃
）
⑩
た

別

は
ふ
れ
に
て
ｌ
た
は
ふ
れ
に
て
も
（
肖
・
桃
）
⑪
な
ら
し
ま
つ
は
し
ｌ
な
ら

し
（
ナ
シ
）
⑪
な
ら
ひ
に
た
れ
は
ｌ
な
ら
ひ
た
れ
は
（
ナ
シ
）
⑬
い
と
・

別

ｌ
い
と
（
桃
）
五
⑨
ひ
し
り
の
も
の
蚤
Ｉ
ひ
し
り
の
（
肖
、
但
「
ひ
し
り
の

別

よ
の
も
の
と
）
⑪
右
大
臣
ｌ
左
の
お
ほ
い
殿
（
桃
㎡
左
大
殿
Ｉ
肖
、
左
大

別

臣
と
の
’
三
）
⑬
ほ
か
の
ｌ
ほ
か
な
る
（
河
保
阿
桃
）

「
保
」
を
は
じ
め
、
他
の
別
本
と
共
通
異
文
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
が
、
や
は
り
「
桃
」

が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
書
陵
部
本
と
は
、
本
文
上
重
な
り
合
う
こ
と
が
屡
臣
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
「
肖
」
が
、
青
表
紙
本
系
諸
本
の
中
で
は
孤

立
（
時
に
「
三
」
と
共
通
）
し
て
、
別
本
の
一
、
二
と
同
じ
本
文
を
見
せ
て
い
る
の

に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
書
陵
部
蔵
の
三
条
西
家
本
青
表
紙
証
本
の
う
ち
、
玉
鬘
と
匂
宮
と
は

河
内
本
系
統
、
須
磨
・
梅
枝
・
柏
木
・
寄
木
は
別
本
に
属
さ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
。
す
な
わ
ち
、
全
巻
の
一
割
を
越
え
る
六
帖
が
青
表
紙
証
本
は
お
ろ
か
、
そ
の

系
統
本
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
奥
書
が
由
緒
あ
る
成
立
を
伝
え
て
い
て

も
、
源
氏
の
よ
う
な
巻
数
の
多
い
揃
い
本
は
、
巻
ご
と
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
と
痛

感
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
『
大
成
』
を
通
覧
す
る
と
、
底
本
と
「
三
」
と
の
距
離
が
巻
に

よ
り
随
分
と
動
揺
す
る
。
時
に
は
、
質
量
と
も
青
表
紙
本
・
河
内
本
両
系
統
本
文
間

の
異
同
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
巻
が
あ
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
青
表
紙
本

の
成
立
過
程
を
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
吟
味
し
直
す
よ
り
ほ
か
は
な
く
、
異
文
数
の

多
寡
も
目
安
に
は
な
る
が
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
論
じ
き
れ
な
い
。
こ
れ
に
関
し

て
は
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
と
思
う
。

元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）
九
月
二
十
七
日
、
関
白
近
衛
基
熈
は
、
一
念
発
起
し

て
源
氏
物
語
の
書
写
を
開
始
し
た
。
か
ね
て
本
文
は
青
表
紙
本
の
証
と
な
る
べ
き
本

が
良
い
と
考
え
、
年
を
累
ね
て
求
め
て
い
た
の
に
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
で
い
た
が
、

「
前
平
中
納
言
嚥
月
」
（
平
松
時
量
）
の
写
し
た
本
を
借
覧
し
て
、
そ
の
奥
書
を
子
細

五
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に
見
て
い
る
内
に
、
自
分
の
常
に
握
翫
す
べ
き
本
で
あ
る
と
覚
っ
た
と
い
う
。
時
に

基
熈
五
十
三
歳
、
そ
こ
で
彼
は
、
最
も
部
厚
い
若
菜
上
よ
り
と
り
か
か
っ
た
。
墨
付

紙
数
一
二
八
枚
の
こ
の
一
帖
は
、
ひ
と
月
を
経
て
十
月
二
十
八
日
写
し
お
え
た
。
そ

の
日
の
う
ち
に
若
菜
下
に
着
手
す
る
。
こ
れ
も
一
二
四
枚
、
長
丁
場
で
あ
る
。
今
度

は
三
か
月
を
要
し
て
、
翌
年
一
月
三
十
日
に
終
っ
た
。
即
日
、
今
度
は
巻
を
隔
て
て

総
角
二
八
枚
に
手
を
染
め
た
が
、
は
か
ど
る
こ
と
更
に
遅
く
、
遂
に
十
一
月
十
四

日
に
至
っ
た
。
翌
十
五
日
よ
り
宿
木
一
二
二
枚
、
勿
論
、
年
を
越
し
て
、
元
禄
十
五

年
六
月
八
日
に
終
了
し
た
。
後
半
は
奮
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
年
の
内
に
、

東
屋
（
八
八
枚
）
、
夕
霧
（
八
八
枚
）
、
手
習
（
九
一
枚
）
、
柏
木
（
五
一
枚
）
と
写
し

た
。

元
禄
十
六
年
正
月
五
日
、
新
年
を
迎
え
た
改
ま
っ
た
気
持
で
、
基
熈
は
桐
壷
と
向

い
合
っ
た
。
長
い
巻
々
を
先
に
写
し
た
の
は
、
挫
折
を
避
け
る
用
意
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
桐
壷
（
三
三
枚
）
は
丁
度
十
日
間
で
写
し
あ
げ
た
。
次
は
帯
木
で
あ
る
。
そ

の
後
の
書
写
は
、
お
よ
そ
巻
序
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
、
野
分
に
さ
し
か
か
っ
て
、
再

び
年
が
改
ま
っ
た
。
元
禄
十
七
年
は
三
月
十
三
日
に
宝
永
と
改
元
さ
れ
た
が
、
作
業

は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
同
年
五
月
十
八
日
に
始
め
た
夢
浮
橋
の
書
写
が
二
十
五
日
に

終
っ
た
こ
と
で
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
一
部
の
功
を
お
え
た
。
四
年
近
く
の
歳
月
を
要

し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
基
熈
は
心
を
ゆ
る
め
な
か
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
親

本
と
の
校
合
を
独
り
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
桐
壷
は
三
日
、
帯
木
は
五
日
と
い
う
速

度
で
あ
る
。
最
初
に
写
し
た
若
菜
上
を
校
合
し
て
い
る
途
中
で
、
宝
永
二
年
を
迎
え

た
。
長
い
巻
の
上
に
速
度
も
落
ち
て
き
て
、
七
十
日
余
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
営
々

と
校
合
は
続
け
ら
れ
、
遂
に
九
月
十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
で
夢
浮
橋
を
見
お
え
る

と
、
書
写
・
校
合
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
満
五
年
を
要
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
自
分

独
り
で
成
し
と
げ
た
こ
と
に
基
熈
は
感
慨
な
き
を
え
ず
、
九
月
十
九
日
、
夢
浮
橋
に

識
し
た
奥
書
の
中
で
「
歓
喜
ｆ
ｆ
」
と
謁
い
、

た
の
ま
れ
ぬ
身
と
は
し
り
っ
シ
わ
た
り
き
て
今
日
ま
て
は
見
っ
ゆ
め
の
う
き
橋

と
書
き
つ
け
た
。

基
熈
が
若
菜
上
よ
り
写
し
始
め
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
つ
ら
い
作
業
を
先
に

し
た
方
が
、
途
中
で
挫
け
な
い
で
済
む
、
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
も
う
一

つ
理
由
が
あ
っ
た
と
思
う
。
基
熈
の
父
近
衛
尚
嗣
も
、
か
っ
て
源
氏
物
語
一
部
の
書

写
を
志
し
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
五
月
一
日
、
帯
木
よ
り
着
手
し
た
と
お
ぼ
し

い
。
桐
壷
は
、
哀
筆
を
奏
請
す
る
心
づ
も
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
が
、
巻
序
通

り
に
写
し
て
い
き
初
音
の
巻
の
あ
と
少
し
中
絶
し
た
が
、
ま
た
再
興
し
、
常
夏
を
写

し
て
い
る
時
に
年
が
暮
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
十
六
日
に
開
始
し
た
若
菜
上
は
七
月

二
十
三
日
に
写
し
終
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
書
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
人
は
と
か
く
病
弱
で
あ
っ
て
、
時
に
二
十
五
歳
、
七
年
後
の
承
応
二
年
（
一

六
五
三
）
七
月
十
九
日
に
莞
じ
た
。
慶
安
元
年
三
月
六
日
に
生
ま
れ
た
嗣
子
の
基
熈

は
、
六
歳
で
父
と
死
別
し
た
の
で
あ
る
。
尚
嗣
の
遺
し
た
枅
型
の
源
氏
物
語
は
、
各

帖
と
も
仮
に
糸
で
括
り
を
と
め
て
い
る
だ
け
で
、
一
帖
ご
と
に
楮
紙
に
包
み
、
そ
の

上
書
に
書
写
の
記
録
を
記
し
て
い
る
。
基
熈
は
、
父
の
書
き
さ
し
た
源
氏
三
十
三
帖

を
見
て
、
そ
の
無
念
を
思
い
、
最
後
の
巻
と
な
っ
た
長
い
若
菜
上
よ
り
染
筆
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
で
あ
る
。

基
熈
が
源
氏
の
諸
注
を
集
成
し
、
あ
る
人
の
た
め
の
講
釈
に
備
え
て
一
賛
集
七
十

三
巻
を
執
筆
し
始
め
た
の
は
、
右
の
書
写
・
校
合
を
お
え
た
七
年
後
、
正
徳
二
年
（
一
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七
一
三
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
自
筆
草
稿
が
陽
明
文
庫
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

源
氏
物
語
に
造
詣
の
深
い
基
熈
が
平
松
時
量
所
写
本
の
奥
書
を
子
細
に
見
て
、
こ
れ

こ
そ
青
表
紙
証
本
と
思
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
そ
れ
が
三
条
西
家
証
本
（
日
大
本
）

の
写
し
で
あ
り
、
更
に
は
、
後
陽
成
天
皇
哀
翰
本
の
写
し
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

時
量
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
五
月
三
日
に
、
新
院
（
後
西
院
）
御
本
で
あ
る

哀
筆
本
を
以
て
、
一
部
五
十
四
帖
を
写
し
お
え
た
の
で
あ
る
。
基
熈
の
祖
父
、
す
な

わ
ち
尚
嗣
の
父
信
尋
が
、
嗣
子
の
な
い
信
尹
の
養
子
と
な
っ
た
御
陽
成
院
の
第
四
皇

子
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
基
熈
に
と
っ
て
、
血
筋
の
上
で
後
陽
成
院

は
曽
祖
父
に
当
る
。
今
に
書
陵
部
に
蔵
す
る
こ
の
哀
筆
本
に
は
、
夢
浮
橋
に
院
の
次

の
よ
う
な
奥
書
が
見
ら
れ
る
。

以
三
条
西
家
伝
之
証
本
令
謄
写
了

慶
長
十
九
稔
仲
春
中
瀞

従
神
武
百
餘
代
孫
太
上
天
皇
（
花
押
）

こ
の
奥
書
は
大
系
本
第
五
冊
の
口
絵
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
書
影
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
後
陽
成
院
の
書
写
奥
書
の
前
に
、
日
大
本
に
あ

る
実
隆
の
本
奥
書
が
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
条
西
実
隆
が
享
禄

四
年
に
家
本
と
し
て
完
成
さ
せ
た
本
を
、
慶
長
十
九
年
に
後
陽
成
院
等
の
寄
合
書
で

臨
写
し
、
そ
の
、
後
陽
成
院
本
が
後
西
院
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
の
を
、
寛
文
四
年
に

平
松
時
量
が
更
に
臨
写
し
、
こ
こ
に
再
び
近
衛
基
熈
が
書
写
し
た
の
で
あ
る
。
後
陽

成
院
奥
書
は
、
「
三
条
西
家
伝
之
証
本
」
と
、
現
在
の
日
大
本
を
呼
称
し
て
い
る
。
こ

の
本
文
を
青
表
紙
本
系
統
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
写
し
手
た
ち
が
、
三
条
西
家
が
伝
え
る
証
本
が
青
表
紙
証
本
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
源
氏
物
語
の
本
文
と
し
て
最
も
信
す
べ
き
本
と
確
信
し
て
い
た
様
子
が
う
か

が
え
る
で
あ
ろ
う
。

陽
明
文
庫
に
は
、
右
の
尚
嗣
や
基
熈
の
書
写
本
を
含
め
て
、
源
氏
物
語
の
揃
い
本
、

乃
至
は
若
干
帖
を
欠
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
が
十
部
と
、
他
に
零
本
数
帖
が
蔵
さ
れ

て
い
る
。
特
に
陽
明
文
庫
本
と
し
て
著
名
な
の
は
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
揃
い
本
で
、

数
帖
の
江
戸
時
代
補
写
本
を
含
み
は
す
る
が
、
別
本
を
中
心
に
、
両
系
統
本
の
鎌
倉

期
の
特
色
の
あ
る
本
文
を
伝
え
て
い
る
。
つ
と
に
こ
れ
は
「
大
成
』
に
も
対
校
本
の

一
つ
に
略
号
「
陽
」
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
上
、
先
年
、
影
印
本
・
翻
刻
本
が
刊

注
皿行
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
に
加
え
ら
れ
た
諸
家
の
解
題
（
私
も
一
冊
担
当
）
と

併
せ
て
、
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

注
腿

ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
実
隆
を
含
む
寄
合

、
、

書
で
、
日
大
本
と
も
関
連
す
る
ふ
し
の
あ
る
伝
本
も
見
ら
れ
、
他
は
室
町
・
江
戸
時

代
の
公
卿
、
連
歌
師
の
筆
に
な
る
が
、
と
も
か
く
五
摂
家
筆
頭
の
近
衛
家
当
主
も
折
々

に
み
ず
か
ら
書
写
し
、
こ
の
摂
関
家
に
所
蔵
さ
れ
続
け
て
き
た
写
本
群
に
は
、
源
氏

物
語
伝
来
の
一
つ
の
相
が
見
ら
れ
る
。
今
回
、
こ
れ
ら
諸
本
の
閲
覧
・
調
査
の
機
会

を
得
た
の
で
、
ま
ず
は
、
鎌
倉
期
写
本
に
つ
い
で
書
写
年
代
の
古
い
、
室
町
時
代
中

期
書
写
の
寄
合
書
よ
り
紹
介
す
る
。

㈲
陽
明
文
庫
蔵
後
柏
原
院
衰
筆
等
本

写
本
、
列
帖
装
、
五
二
冊
（
早
蕨
・
夢
浮
橋
二
冊
欠
）
。
縦
一
七
・
三
、
横
一
七
・

五
セ
ン
チ
。
表
紙
、
楮
素
紙
無
地
、
褐
色
を
帯
ぷ
。
見
返
し
、
本
文
と
共
紙
。
本
文

一
ハ
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料
紙
、
楮
斐
交
漉
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
打
付
書
で
「
き
り
っ
は
」
「
は
塾
木
こ
「
う

っ
み
せ
」
～
「
手
な
ら
ひ
」
と
あ
り
、
内
題
は
な
い
。
な
お
匂
宮
の
外
題
は
、
異
名
の

「
か
ほ
る
中
将
」
と
あ
る
。
本
文
は
毎
半
葉
十
行
書
写
。
い
ず
れ
も
前
付
遊
紙
を
一

枚
（
扉
紙
）
お
き
、
次
葉
表
よ
り
本
文
を
写
し
て
、
後
付
遊
紙
は
○
～
四
枚
。
本
文

丁
数
は
、
桐
壷
（
三
五
）
、
帯
木
（
六
七
）
、
空
蝉
（
一
七
）
～
若
菜
上
（
一
四
四
）
、

若
菜
下
（
一
五
一
）
、
柏
木
（
五
二
）
～
浮
舟
（
九
四
）
、
蜻
蛉
（
六
七
）
、
手
習
（
八

三
）
な
ど
で
あ
る
。
扉
紙
右
上
に
は
、
桐
壷
に
は
欠
く
が
、
極
細
の
朱
墨
の
文
字
で

源
氏
の
年
令
を
記
す
。
帯
木
で
は
、
「
ハ
シ
十
六
才
」
、
以
下
「
ゥ
シ
十
六
才
」

「
ユ
フ
十
六
才
」
「
若
十
七
才
」
「
ス
ヘ
自
十
七
才
至
十
八
才
」
「
モ
十
七
才

至
十
八
才
」
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
各
巻
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
位
置
に
極
札
風
の

ユ
フ
カ
ホ

小
短
冊
を
貼
り
、
「
キ
割
錘
院
宮
尊
鎮
」
「
ゥ
減
島
井
雅
俊
」
「
遁
遙
院
」
な
ど
と
筆

者
名
を
記
し
、
そ
れ
を
欠
く
の
は
帯
木
・
若
紫
・
賢
木
・
澪
標
・
絵
合
・
胡
蝶
・
蛍
・

篝
火
・
真
木
柱
・
藤
裏
葉
・
鈴
虫
・
御
法
・
椎
本
・
東
屋
の
一
四
帖
で
あ
る
。
た
だ

サ
ワ
ラ
ヒ

し
、
匂
宮
に
「
後
柏
原
院
」
と
あ
る
の
は
、
失
わ
れ
た
早
蕨
の
も
の
が
、
誤
り
貼

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
後
柏
原
院
を
筆
者
と
す
る
花
宴
な
ど
五
帖
と
も
同
一

筆
跡
な
の
で
、
匂
宮
も
同
一
人
物
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

書
写
奥
書
は
、
夢
浮
橋
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
か
、
見
る
こ
と
は
な
い
が
、
各
尾

丁
裏
左
端
に
「
一
校
了
」
「
校
了
」
と
極
く
細
小
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
か
、
同
じ

意
味
か
と
も
思
わ
れ
る
○
印
を
書
く
の
が
常
で
あ
る
が
、
玉
雲
・
韓
火
・
野
分
・
若

菜
上
・
橋
姫
・
椎
本
に
は
、
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
花
宴
に
は
「
一
校
了
」
の

下
に
同
筆
で

件
本
以
京
極
黄
門
定
家
卿
自
筆
校
合
畢
云
§

と
あ
る
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、
日
大
本
花
宴
の
第
一
六
丁
表
に

鵬
熊
繊
黄
門
定
家
卿
自
筆
校
合
畢
十
六
校

と
あ
る
の
と
同
文
で
あ
る
。
日
大
本
で
は
更
に
第
十
六
丁
裏
に

享
禄
三
年
正
月
十
九
日
書
写
之
了

奥
入
以
別
帯
写
之
三
月
廿
八
日
一
校
了
桑
門
堯
空
七
土
ハ
歳

と
い
う
実
隆
の
書
写
奥
書
を
見
る
の
で
、
陽
明
本
が
一
校
に
用
い
た
本
は
享
禄
三
年

書
写
本
で
は
な
く
、
そ
の
親
本
で
あ
ろ
う
か
。
陽
明
本
花
宴
に
ま
ず
コ
校
了
」
と

あ
る
の
は
親
本
を
見
直
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
続
い
て
右
の
奥
書
が
見
え
る
の
は
、

加
え
て
定
家
自
筆
本
と
の
校
合
を
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
推
定
を
、
字
句
の
上

か
ら
は
可
能
に
し
な
い
で
も
な
い
が
、
約
一
文
字
分
あ
け
た
の
み
で
一
息
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
や
は
り
、
親
本
の
奥
書
を
写
し
て
お
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
本
文
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
陽
明
本
花
宴
は
む
し
ろ
定
家
筆
臨
模
明
融

本
に
近
く
、
傍
記
す
る
異
文
は
日
大
本
に
近
い
。

巻
に
よ
り
異
な
り
は
す
る
が
、
こ
の
陽
明
本
に
は
墨
に
よ
る
異
文
注
記
の
ほ
か
、

朱
の
合
点
・
句
読
点
の
い
ず
れ
か
か
、
双
方
が
あ
り
、
明
石
で
は
一
箇
所
で
あ
る
が

声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
へ
の
朱
を
見
な
い
巻
も
二
五
帖
と
、
ほ

ぼ
半
数
に
達
し
、
桐
壷
・
花
散
里
を
例
外
と
し
て
、
そ
れ
は
朝
顔
以
降
に
片
寄
っ
て

見
ら
れ
る
。
特
に
朝
顔
よ
り
鈴
虫
ま
で
の
一
九
帖
で
は
、
玉
窒
と
若
菜
上
に
わ
ず
か

な
朱
の
合
点
を
見
る
の
み
で
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
朱
の
合
点
は
、
青
表
紙
本
に

本
来
あ
っ
た
奥
入
と
も
関
連
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別

に
述
べ
た
い
。

付
属
文
書
と
し
て
、
包
紙
の
上
書
に
「
源
氏
物
語
筆
者
之
目
録
」
と
題
す
る
折
紙
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一
通
が
あ
る
。

き
り
つ
ほ
青
蓮
院
宮
尊
鎮

は
饒
木
鼻

う
っ
せ
み
飛
鳥
井
雅
俊

夕
か
ほ
道
遙
院

わ
か
む
ら
さ
き

す
ゑ
つ
む
花
滋
野
井
教
国

と
以
下
続
く
の
で
あ
る
が
、
筆
者
名
の
空
欄
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
ほ
ぼ
、
扉
紙
に

貼
り
付
け
て
あ
る
筆
者
名
小
短
冊
が
剥
落
し
て
失
わ
れ
た
巻
な
の
で
、
こ
の
目
録
が

小
短
冊
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
失
わ
れ
た
早
蕨
の
小
短

冊
を
誤
り
帖
ら
れ
た
匂
宮
は
、
誤
り
を
踏
襲
し
た
可
能
性
が
強
い
が
、
上
述
の
よ
う

に
、
両
者
は
同
一
筆
者
と
見
ら
れ
る
の
で
、
結
果
と
し
て
誤
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

目
録
の
呼
称
（
橋
姫
の
み
小
短
冊
に
よ
る
）
に
基
い
て
各
人
の
筆
写
し
た
と
い
う
巻

名
を
示
し
て
お
く
。

青
蓮
院
宮
尊
鎮
（
桐
壷
）
、
飛
鳥
井
雅
俊
（
空
蝉
）
、
道
遙
院
（
夕
顔
・
明
石
・
胡

蝶
・
柏
木
・
総
角
）
、
滋
野
井
教
国
（
末
摘
花
・
蜻
蛉
）
、
姉
小
路
済
俊
（
紅
葉

賀
・
須
磨
・
乙
女
・
行
幸
・
夕
霧
・
椎
本
）
、
後
柏
原
院
（
花
宴
・
花
散
里
・
蓬

生
・
関
屋
・
朝
顔
・
匂
宮
・
早
蕨
・
夢
浮
橋
）
、
中
山
宣
親
（
葵
・
薄
雲
・
宿

木
）
、
後
法
雲
院
左
大
臣
公
興
（
澪
標
）
、
中
御
門
宣
胤
（
松
風
・
若
菜
上
・
若

菜
下
・
浮
舟
）
、
西
室
僧
正
（
玉
霊
・
竹
河
）
、
伏
見
殿
南
御
方
（
初
音
・
幻
）
、

故
長
橋
局
基
綱
卿
女
（
常
夏
・
鐸
火
・
鈴
虫
）
、
甘
露
寺
一
位
元
長
（
野
分
・
手

習
）
、
飛
鳥
井
雅
康
（
梅
枝
）
、
故
入
道
宮
（
藤
裏
葉
）
、
万
松
宗
山
（
紅
梅
）
、

中
御
門
宣
秀
（
橋
姫
）

筆
者
名
不
詳
の
帯
木
・
若
紫
・
賢
木
・
絵
合
・
蛍
・
真
木
柱
・
御
法
・
東
屋
の
八

帖
を
除
い
た
四
六
帖
（
う
ち
原
本
二
帖
欠
）
は
十
七
人
の
寄
合
書
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
書
写
帖
数
が
複
数
の
人
は
、
後
柏
原
院
（
八
帖
）
、
実
隆
・
済
俊
（
各
五

帖
）
、
長
橋
（
四
帖
）
、
教
国
・
宣
親
・
宣
胤
（
各
三
帖
）
、
公
順
・
南
御
方
・
元
長
（
各

二
帖
）
で
、
十
七
人
の
中
に
は
「
故
」
を
冠
し
て
い
る
人
が
二
人
い
る
。
入
道
宮
に

小
短
冊
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
長
橋
は
「
こ
な
か
は
し
」
「
故
な
か
は
し
」
と
あ
る
の

で
、
こ
れ
が
帖
ら
れ
た
段
階
で
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
目
録

の
古
さ
や
、
本
体
の
推
定
書
写
年
代
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
が
筆
者
で
あ
る
信
懸
性
は

高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
さ
さ
か
の
不
審
が
あ
る
。
生
没
年
が
確
定
で
き
る
中
の
、

没
年
の
最
も
早
い
の
は
教
国
（
一
四
三
○
～
九
六
）
で
、
生
年
の
遅
い
の
が
済
俊
（
一

五
○
五
～
二
七
）
で
あ
る
。
つ
い
で
後
柏
院
皇
子
の
尊
鎮
（
一
五
○
四
～
五
○
）
も

一
年
差
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
人
は
教
国
の
没
後
八
、
九
年
経
っ
て
生
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
が
目
録
通
り
で
あ
る
と
、
同
じ
時
期
に
写
さ
れ
る
筈
が
な
い

こ
と
に
な
る
。
ま
た
梅
枝
は
、
本
文
の
奥
に
別
筆
で
「
雅
康
筆
」
と
も
書
か
れ
て
い

る
が
、
大
島
本
の
筆
跡
と
は
隔
り
が
あ
り
、
筆
者
確
認
に
は
、
な
お
精
査
を
要
す
る

で
あ
ろ
う
。

本
文
は
五
十
二
帖
す
べ
て
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
が
、
巻
に
よ
り
若
干
の
ゆ
れ
が

あ
る
。
試
み
に
各
巻
の
『
大
成
』
第
一
頁
分
を
底
本
と
校
合
す
る
方
法
で
、
特
に
「
三
」

と
の
親
近
性
を
中
心
に
調
査
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
行
数
の
み
示
す
。

別

桐
壷
④
心
を
の
み
ｌ
心
を
（
肖
三
・
陽
国
）
⑥
お
も
ほ
し
て
ｌ
お
ほ
畠
し

別

て
（
肖
三
）
⑬
い
た
う
お
と
ら
す
ｌ
お
と
ら
す
（
肖
三
・
国
）
⑭
う
し
ろ
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み
し
ｌ
御
う
し
ろ
み
し
（
肖
三
）
以
上
、
肖
三
に
極
め
て
近
い
本
文
で
あ
る
。

な
る
別

帯
木
①
お
ほ
か
な
る
に
ｌ
お
ほ
か
る
な
か
に
（
お
ほ
か
る
な
か
に
Ｉ
秀
・
国
）

⑫
御
と
の
ゐ
と
こ
ろ
に
ｌ
御
と
の
ゐ
と
こ
ろ
の
（
松
池
三
・
河
・
別
）
以
上
、

資
料
不
足
な
が
ら
、
「
⑪
う
ら
め
し
’
う
ら
め
し
と
（
池
秀
三
）
」
と
は
一
致
し

な
い
の
で
三
に
近
い
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
大
島
本
と
の
異
同
が
少
な
い
。

空
蝉
①
ま
塗
に
は
ｌ
ま
塗
に
（
横
池
肖
三
・
河
・
別
）
④
さ
ま
ｌ
ナ
シ

（
秀
、
㎡
さ
ま
’
三
）
④
か
よ
ひ
た
る
も
ｌ
に
か
よ
ひ
た
る
も
（
秀
肖
三
・

別
別

河
・
麦
阿
桃
⑩
よ
き
ほ
と
に
Ｉ
よ
き
ほ
と
に
て
（
御
横
池
・
河
・
陽
麦
、
ぱ

て

よ
き
ほ
と
に
・
’
三
）
⑪
お
ほ
し
ｌ
お
ほ
し
め
し
（
お
ほ
し
め
し
Ｉ
ナ
シ
）

⑫
お
も
ほ
し
’
お
ほ
し
（
肖
三
）
⑭
お
り
み
て
ｌ
お
り
を
み
て
（
池
秀
肖
三
．

河
）
以
上
、
や
や
肖
三
に
近
い
が
、
「
⑥
ま
っ
は
さ
す
ｌ
ま
と
は
さ
す
（
横
肖
）

つ

ｌ
ま
と
は
さ
す
（
三
）
」
は
一
致
し
な
い
。

夕
顔
④
程
ｌ
程
に
（
程
に
Ｉ
ナ
シ
）
④
み
は
た
し
ｌ
見
わ
た
し
（
御
横
池

榊
池
肖
三
）
以
上
、
異
同
乏
し
く
判
然
と
し
な
い
が
、
「
⑩
や
う
な
る
ｌ
や
う

な
る
を
（
肖
）
ｌ
や
う
な
る
を
（
三
）
」
な
ど
一
致
し
な
い
。

さ
ま

若
紫
④
心
み
さ
せ
’
こ
シ
ろ
み
（
池
三
）
⑨
あ
り
さ
ま
も
ｌ
あ
り
き
（
ナ

シ
、
㎡
御
あ
り
き
Ｉ
河
）
⑭
い
か
て
ｌ
い
か
て
か
（
榊
池
三
）
以
上
、
資

料
不
足
で
あ
る
が
、
や
や
池
三
に
近
い
か
。

末
摘
花
③
う
ち
と
け
た
り
し
ｌ
な
っ
か
し
か
り
し
（
池
肖
三
・
河
・
別
）
⑦

別

こ
そ
ｌ
こ
そ
は
（
横
池
肖
三
・
河
・
別
）
⑪
け
る
Ｉ
け
り
（
横
池
肖
三
・
御
）

以
上
、
肖
三
に
近
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、
「
①
を
く
れ
し
ｌ
を
く
れ
し
ほ
と
の
（
池

肖
三
）
⑥
と
愛
め
ｌ
と
ま
り
（
池
三
）
⑭
大
試
の
１
大
に
の
あ
ま
き
み
の

（
池
三
）
」
の
著
し
い
異
同
は
底
本
側
で
あ
り
、
結
局
、
三
に
近
い
と
は
言
え
な

い
。

は
イ
別

紅
葉
賀
③
中
将
は
ｌ
中
将
（
中
将
Ｉ
横
榊
池
・
河
・
御
）
⑭
け
る
ｌ
け

別

り
（
横
榊
陽
池
肖
三
・
御
氏
）
以
上
、
資
料
不
足
な
が
ら
、
「
⑤
を
ｌ
ナ
シ
（
三
）

⑬
心
の
ｌ
心
（
肖
三
）
」
は
三
と
一
致
し
な
い
。

て

花
宴
②
お
は
す
る
を
ｌ
お
は
す
る
（
ナ
シ
）
⑩
は
っ
か
し
ぐ
。
（
は
っ
か

も
イ

し
く
て
’
三
）
⑫
な
れ
た
る
も
ｌ
な
れ
た
る
を
（
な
れ
た
る
を
Ｉ
ナ
シ
）
⑬

に
河

な
る
ほ
と
ｌ
程
ｏ
（
ほ
と
に
Ｉ
宮
ほ
と
に
’
三
）
以
上
、
前
述
し
た
通
り
、

対
校
本
に
三
に
近
い
も
の
を
見
る
。

葵
⑤
大
将
の
君
に
ｌ
大
将
の
君
（
ナ
シ
）
⑩
ひ
め
君
ｌ
ひ
め
宮
（
横
榊
池

河
河

肖
三
・
海
・
別
㎡
七
宮
尾
大
）
⑫
お
ほ
し
け
り
ｌ
お
も
ほ
し
け
り
（
肖
）

別

⑭
斎
宮
を
も
ｌ
斎
宮
も
（
ナ
シ
㎡
斎
宮
を
も
Ｉ
陽
）
以
上
、
肖
に
や
や
近

き
か
、
資
料
不
足
。

別

賢
木
⑤
そ
ひ
く
た
り
ｌ
そ
ひ
て
く
た
り
（
横
榊
池
肖
三
・
河
・
御
陽
相
）
⑩

リ
ケ

あ
ら
む
に
ｌ
あ
ら
む
に
（
あ
り
け
ん
に
’
三
）
以
上
、
三
に
近
く
も
見
え
る

が
、
「
⑦
行
は
れ
む
ｌ
ゆ
き
は
な
れ
な
ん
（
肖
三
）
⑧
は
か
り
は
ｌ
は
か
り
（
三
）

⑪
お
り
／
、
Ｉ
お
り
ノ
ー
＼
も
（
三
）
」
な
ど
で
は
「
大
成
』
底
本
側
。

花
散
里
⑥
な
こ
り
の
ｌ
な
こ
り
（
明
三
・
河
・
別
）
、
⑨
た
ま
ふ
に
’
た
ま
は

別

ぬ
（
ナ
シ
）
⑭
た
ま
へ
は
’
た
ま
へ
れ
は
（
明
三
・
御
）
以
上
、
明
三
に

近
き
が
ご
と
し
。

ス
イ

須
磨
⑨
又
Ｉ
補
入
（
諸
本
「
ま
た
」
ア
リ
）
⑪
お
ほ
え
（
お
ほ
す
Ｉ
ナ
シ
）

⑬
か
と
て
に
も
や
Ｉ
か
と
て
に
て
も
や
（
か
と
て
に
て
も
や
Ｉ
ナ
シ
）
⑬
も
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も

別

ろ
と
も
に
も
や
ｌ
も
ろ
と
と
に
・
や
（
も
ろ
と
も
に
や
Ｉ
御
）
以
上
、
孤
立

異
文
の
存
在
反
映
か
、
単
な
る
誤
写
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
資
料
不
足
。

明
石
①
い
と
塾
ｌ
い
と
畠
（
い
と
Ｉ
池
肖
三
）
⑤
さ
は
か
れ
て
ｌ
さ
は
か

を
御

さ
れ
て
（
横
陽
三
）
⑤
名
や
１
名
・
や
（
名
を
や
Ｉ
横
陽
池
肖
三
）
⑥
。
河

夢
（
御
夢
Ｉ
横
陽
池
肖
三
・
河
）
⑩
そ
を
ち
ｌ
そ
ほ
ち
（
横
池
肖
三
・
御
七

平
大
尾
）
⑫
し
ら
る
’
し
ら
る
も
（
し
ら
る
塗
Ｉ
ナ
シ
）
以
上
、
書
入
本

文
は
三
に
近
い
が
「
⑦
雲
ま
な
く
て
ｌ
く
も
ま
も
な
く
て
（
横
陽
池
肖
三
）
⑫

御
文
に
ｌ
御
ふ
み
に
は
（
池
肖
三
）
」
に
書
入
訂
正
は
な
い
。

澪
標
②
た
ま
え
む
’
た
ま
ふ
ら
ん
（
家
横
平
池
肖
三
・
河
）
③
世
の
人
１
世

の
人
の
（
肖
）
④
お
ほ
き
さ
き
ｌ
お
ほ
き
さ
き
楢
（
家
平
池
三
）
⑥
給
て

の

’
た
給
て
（
ナ
シ
、
「
た
」
誤
記
力
）
⑪
内
侍
の
か
み
ｌ
内
侍
の
か
み
。
（
内

侍
の
か
み
の
Ｉ
家
平
三
）
⑫
給
つ
る
’
た
ま
へ
る
（
家
横
平
池
肖
三
）
⑫

せ

う
せ
ｌ
う
け
（
う
け
Ｉ
ナ
シ
）
以
上
、
書
入
本
文
を
含
め
て
三
に
近
い
点
も

あ
る
が
、
「
⑨
の
給
は
せ
つ
餌
ｌ
の
給
せ
な
と
し
っ
公
（
家
平
三
）
」
は
合
致
せ

ず
。

蓮
生
①
さ
ま
／
、
に
ｌ
さ
ま
ノ
、
（
御
横
為
榊
池
肖
三
）
④
う
き
ふ
し
を

Ｉ
う
き
ふ
し
を
も
（
肖
）
⑥
人
に
も
’
ひ
と
に
も
（
人
に
’
三
）
⑪
た
も

御

と
ｌ
・
た
も
と
（
御
た
も
と
Ｉ
ナ
シ
）
以
上
、
訂
正
本
文
を
含
め
て
、
や
や

三
に
近
い
が
「
⑤
そ
の
か
す
と
ｌ
そ
の
か
す
と
も
（
池
三
）
」
は
合
致
せ
ず
。

関
屋
③
な
く
て
ｌ
な
く
て
（
な
く
Ｉ
榊
三
肖
池
）
④
い
さ
夢
か
か
の
ｌ
い

た

さ
塗
か
の
（
横
榊
池
肖
三
）
⑭
み
え
た
る
ｌ
み
え
け
る
（
み
え
け
る
Ｉ
ナ
シ
）

以
上
、
三
と
の
共
通
異
文
も
あ
る
が
、
「
⑪
せ
き
山
ｌ
せ
き
（
横
池
三
）
⑫
す

く
し
’
す
こ
し
（
三
）
⑬
は
か
り
そ
ｌ
は
か
り
（
横
三
）
」
で
は
一
致
せ
ず
。

も
無
イ

絵
合
②
院
に
も
Ｉ
院
に
も
（
院
に
も
Ｉ
池
、
院
に
も
ｌ
肖
三
）
④
と
ま

と

り
て
ｌ
と
。
ま
り
て
（
と
シ
ま
り
て
Ｉ
ナ
シ
）
⑥
う
ち
み
た
れ
の
ｌ
う
ち
み

た
り
の
（
御
横
榊
陽
池
肖
三
）
以
上
、
資
料
不
足
で
判
然
と
し
な
い
が
、
底

本
に
孤
立
本
文
の
散
見
さ
れ
る
巻
。

松
風
⑤
こ
ま
か
な
る
ｌ
こ
ま
か
な
り
（
横
為
氏
陽
池
肖
三
）
⑦
の
ほ
り
給

河

ぬ
へ
き
’
の
ほ
り
ぬ
へ
き
（
横
為
氏
陽
池
肖
・
御
保
冷
大
国
㎡
の
ほ
り
給
へ

き
Ｉ
三
）
⑬
お
ひ
い
て
ｌ
お
ひ
い
て
塾
（
肖
）
以
上
、
三
よ
り
は
肖
に
近

く
見
え
る
が
、
「
⑥
御
す
み
所
ｌ
御
や
す
み
所
（
肖
）
」
な
ど
の
一
致
し
な
い
例

あ
り
。

河
は

薄
雲
①
か
は
つ
ら
’
か
つ
ら
（
横
池
耕
・
宮
ば
か
。
つ
ら
’
大
三
）
⑫

マ
ソ

ま
し
て
ｌ
さ
し
て
（
さ
し
て
Ｉ
ナ
シ
）
⑭
給
ふ
ｌ
給
ふ
。
（
給
ふ
そ
Ｉ
ナ
シ
）

⑭
っ
て
に
も
Ｉ
っ
て
に
て
も
（
ナ
シ
）
以
上
、
資
料
不
足
な
か
ら
、
孤
立
異

文
や
や
あ
り
。
特
に
三
と
の
親
疎
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
マ
マ
）

朝
顔
③
御
か
へ
り
ｌ
御
返
（
為
池
耕
三
）
⑨
し
は
ふ
き
ｌ
し
め
ふ
き
（
ナ

シ
）
以
上
、
資
料
の
乏
し
い
の
は
、
底
本
と
三
と
の
異
同
が
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
と
が
理
由
か
。

乙
女
⑤
の
と
や
か
に
’
の
と
か
に
（
肖
三
）
⑩
と
め
給
て
ｌ
と
勇
め
給
て

別

（
横
平
池
肖
三
・
陽
麦
阿
）
⑭
ま
き
ら
か
す
ｌ
ま
き
ら
は
す
（
横
池
肖
三
・

河
別

御
宮
大
鳳
尾
・
讃
陽
保
）
以
上
、
肖
三
に
近
い
が
、
「
⑪
お
ほ
し
の
給
へ
と
Ｉ
お

も
ほ
し
の
た
ま
へ
と
（
肖
三
）
」
は
一
致
せ
ず
。

玉
霊
⑨
や
事
な
き
ｌ
や
ん
こ
と
な
き
（
横
池
肖
三
）
以
上
は
表
記
上
の
差
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で
、
異
同
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
⑨
ま
い
て
ｌ
ナ
シ
（
三
）

⑫
も
ら
す
な
と
ｌ
も
ら
す
な
な
と
（
肖
）
」
と
あ
る
の
で
、
陽
明
本
は
底
本
に
近

い
と
言
え
る
。

別

初
音
①
う
ら
シ
け
さ
ｌ
う
ら
舅
か
け
さ
（
肖
三
・
河
・
大
）
③
か
す
み
の

ｌ
か
す
み
に
（
慈
横
肖
三
・
河
・
別
）
以
上
、
肖
三
に
近
い
が
、
「
⑤
た
ま
へ

る
ｌ
給
っ
塾
（
肖
）
⑩
こ
塗
か
し
こ
に
ｌ
こ
鰐
か
し
こ
（
横
三
）
」
な
ど
一
致

し
な
い
例
あ
り
。

胡
蝶
異
同
ナ
シ
。
「
⑬
か
ち
と
り
の
ｌ
か
ち
と
り
（
横
池
三
）
⑭
ま
こ
と
の

ｌ
ま
こ
と
に
（
三
）
」
の
例
を
見
る
と
、
三
と
距
離
あ
る
か
。

蛍
異
同
ナ
シ
。
「
①
の
と
や
か
に
ｌ
ナ
シ
（
三
）
⑫
は
し
た
な
く
ｌ
は
し
た

な
く
は
（
三
）
」
な
ど
の
例
に
よ
り
、
三
と
は
や
や
遠
い
か
。

常
夏
③
て
う
し
て
’
て
う
し
（
ナ
シ
）
④
お
り
よ
く
ｌ
お
り
よ
く
も
（
ナ

シ
）
⑥
な
る
ほ
と
ｌ
な
る
ほ
と
に
（
ナ
シ
）
⑩
た
へ
か
た
か
ら
む
な
を
ひ

ひ
も
ｌ
た
へ
か
た
か
ら
ん
な
を
し
ひ
も
（
肖
）
以
上
、
独
自
異
文
が
や
や
目

立
ち
、
肖
と
一
致
す
る
箇
所
は
あ
る
が
、
資
料
不
足
で
判
じ
が
た
い
。

篝
火
②
人
１
人
の
（
人
の
Ｉ
ナ
シ
）
⑫
衣
も
Ｉ
こ
ろ
も
（
池
）
以
上
、

資
料
不
足
で
判
じ
が
た
い
が
、
「
②
と
も
あ
れ
ｌ
と
も
（
三
）
④
あ
ま
り
ｌ
あ

ま
り
に
（
御
横
池
三
）
⑦
こ
そ
と
ｌ
こ
そ
（
横
三
）
⑧
た
て
ま
つ
ら
ま
し

に
Ｉ
た
て
ま
つ
ら
ま
し
か
は
（
三
）
」
な
ど
三
よ
り
は
遠
い
例
が
あ
る
。
巻
序
よ

り
見
て
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
最
短
の
巻
で
も
あ
る
の
で
、
第
二
～
四
頁
の
巻

尾
ま
で
の
異
同
を
検
す
る
と
ど
う
な
る
か
、
続
け
て
示
す
。

河

第
二
頁
③
か
掛
り
火
の
ｌ
か
湯
り
火
（
河
）
⑤
ひ
ろ
こ
り
た
る
（
宮
尾
）
⑬

な
り
け
り
と
ｌ
な
り
や
と
（
三
）
第
三
頁
③
た
り
’
た
な
り
（
御
三
・
河
・

別保
）
④
あ
な
る
ｌ
あ
り
け
る
（
御
横
肖
三
）
④
ね
か
な
’
ね
と
も
か
な
（
ナ

シ
）
⑥
な
り
け
り
Ｉ
な
り
に
け
り
（
御
横
為
肖
三
・
河
）
再
び
以
上
と
併

せ
考
え
る
と
、
『
大
成
』
第
一
頁
の
み
で
検
し
た
の
と
は
様
子
が
異
な
る
。
三
と

も
共
通
異
文
を
見
る
が
、
そ
れ
よ
り
、
河
内
本
諸
本
と
一
致
す
る
異
文
が
散
見

さ
れ
る
の
は
、
青
表
紙
本
の
枠
内
で
は
あ
っ
て
も
、
や
や
は
み
出
し
た
本
文
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
源
氏
物
語
の
伝
本
調
査
に
際
し
、
お
よ
そ
の
本
文
傾

向
を
見
る
の
に
、
ま
ず
『
大
成
』
一
頁
分
（
写
本
で
約
一
丁
半
余
）
を
各
巻
ご

と
に
比
較
す
る
こ
と
で
見
通
し
を
立
て
、
資
料
不
足
で
あ
れ
ば
、
第
二
、
三
頁

に
及
ぶ
方
法
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
方
法
に
従
っ
て
い
る
が
、

、
、

同
じ
青
表
紙
本
系
統
内
の
ゆ
れ
を
検
す
る
と
い
う
場
合
に
、
そ
こ
に
方
法
的
限

界
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
後
半
の
巻
は
異
同
デ
ー
タ
の
み
を
示
す
。

野
分
異
同
ナ
シ
。
な
お
「
⑦
な
と
も
’
な
と
（
三
）
」
は
不
一
致
。

シ
シ
河
別

行
幸
⑬
い
さ
鼻
か
つ
鼻
ｌ
い
さ
鼻
か
。
（
い
さ
勢
か
Ｉ
肖
・
大
・
陽
麦
）
⑭

も

な
と
も
’
な
と
（
横
池
三
㎡
な
と
。
’
肖
）
な
お
「
①
よ
か
ら
む
ｌ
ょ
か

ら
む
（
三
）
⑨
い
へ
と
ｌ
い
へ
は
（
三
）
」
は
不
一
致
。

藤
袴
③
心
を
き
’
御
こ
鴬
ろ
を
き
（
ナ
シ
）
⑤
た
て
ま
つ
れ
る
ｌ
た
て
ま

つ
る
（
御
鎮
池
肖
三
）
な
お
「
⑪
お
ほ
さ
む
所
ｌ
お
ほ
さ
む
所
を
（
鎮
池
肖

三
）
」
は
不
一
致
。

別

真
木
柱
⑦
う
と
み
ｌ
お
ほ
し
う
と
み
（
御
横
為
池
肖
三
・
河
・
陽
保
麦
阿
）

し

⑬
よ
く
も
ｌ
よ
く
・
（
よ
く
し
も
Ｉ
御
横
為
池
肖
三
）
な
お
「
⑥
た
に
ｌ
た

も

に
も
（
三
）
⑧
そ
こ
ら
ｌ
そ
こ
ら
の
（
三
）
」
は
不
一
致
。
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梅
技
⑦
故
院
ｌ
こ
の
院
（
こ
の
院
Ｉ
ナ
シ
）
⑫
こ
と
し
け
く
ｌ
し
け
く
（
横

別

池
肖
・
陽
保
麦
阿
㎡
ナ
シ
ー
三
）

藤
裏
葉
③
た
ま
ふ
な
る
を
ｌ
給
ふ
た
な
る
を
（
た
ま
ひ
た
な
る
を
Ｉ
御
池

給
た
な
る
を
’
三
）
④
人
は
る
か
ら
ぬ
１
人
わ
る
か
ら
ぬ
（
人
わ
る
か
ら
ぬ

Ｉ
御
横
池
肖
三
）
⑨
か
ろ
ノ
、
し
き
ｌ
か
る
／
、
し
き
（
横
三
）
な
お
「
⑦

さ
や
う
に
ｌ
ナ
シ
（
御
池
三
）
」
は
不
一
致
。

若
菜
上
③
宮
Ｉ
宮
の
（
横
陽
池
国
肖
三
・
別
）
⑪
き
こ
え
ｌ
き
こ
え
給
（
御

別
給

横
陽
池
肖
国
・
河
・
保
㎡
き
こ
え
・
’
三
）
⑬
世
の
中
を
ｌ
世
の
中
を
（
世

の
中
Ｉ
ナ
シ
）
な
お
「
⑦
そ
の
中
に
Ｉ
中
に
（
三
）
」
は
不
一
致
。

別

若
菜
下
③
つ
け
て
も
Ｉ
つ
け
て
（
横
榊
池
肖
三
・
阿
）
⑤
あ
ま
た
Ｉ
補
入

（
ナ
シ
）
⑦
く
ち
お
し
く
と
ｌ
く
ち
お
し
く
と
（
く
ち
お
し
と
Ｉ
榊
三
）
⑬

る

え
む
な
る
Ｉ
え
む
な
り
（
え
む
な
り
Ｉ
ナ
シ
）
⑭
い
あ
て
っ
へ
き
Ｉ
あ
て
っ

へ
き
（
横
榊
池
陽
肖
三
）
な
お
「
⑥
き
さ
ら
き
と
ｌ
き
さ
ら
き
に
と
（
三
こ

は
不
一
致
。

別

柏
木
③
又
Ｉ
補
入
（
又
Ｉ
横
ナ
シ
ー
河
・
御
国
麦
阿
）
⑦
お
と
し
て
し

て
を

Ｉ
お
と
し
・
饅
（
お
と
し
参
Ｉ
ナ
シ
）
⑧
す
ぁ
み
に
し
を
’
す
シ
み
に
し
か

別

と
（
す
鼻
み
に
し
か
と
Ｉ
保
）
⑭
こ
そ
は
ｌ
こ
そ
（
大
三
）
な
お
「
⑫
な

き
は
ｌ
な
き
を
（
三
）
」
は
不
一
致
。

も

横
笛
⑪
お
と
シ
ー
お
と
愛
も
（
お
と
蛍
・
Ｉ
肖
）

河

夕
霧
⑧
あ
ら
し
や
は
ｌ
あ
ら
し
は
や
（
あ
ら
し
は
や
Ｉ
平
あ
ら
し
や
Ｉ

別
別

三
・
麦
阿
）
⑨
事
を
も
（
事
を
１
国
）
⑩
御
け
は
ひ
を
ｌ
御
け
は
ひ
を
も

（
肖
三
）
⑪
わ
っ
ら
ひ
給
て
Ｉ
わ
っ
ら
ひ
始
て
（
わ
っ
ら
ひ
て
Ｉ
ナ
シ
）
⑫

し
に
Ｉ
し
に
て
（
横
池
肖
三
・
河
・
別
）
⑭
む
か
し
Ｉ
ま
こ
と
の
む
か
し
（
横

池
肖
三
・
河
・
別
）

ツ

御
法
⑨
か
蛍
っ
ら
は
む
ｌ
か
夢
へ
ら
は
む
（
か
塾
へ
ら
は
む
Ｉ
ナ
シ
）

幻
⑩
み
給
へ
る
ｌ
み
え
給
へ
る
（
三
・
河
）
⑭
つ
か
う
ま
つ
れ
る
ｌ
つ
か

う
ま
つ
る
（
池
肖
三
・
河
・
別
）
な
お
「
⑪
す
み
そ
め
の
い
ろ
’
す
み
そ
め

い
ろ
（
池
三
）
」
は
不
一
致
。

ち

匂
宮
⑧
は
く
畠
み
き
こ
え
ｌ
は
く
弾
み
（
三
・
河
）
⑩
う
ら
す
み
（
う
ら

す
み
Ｉ
ナ
シ
）
⑫
兵
部
卿
ｌ
兵
部
卿
宮
（
肖
三
・
河
・
別
）
⑫
六
条
院
’
六

別

条
院
の
（
肖
・
麦
阿
）

紅
梅
②
ら
う
ノ
、
し
う
１
両
ノ
、
し
う
（
御
横
池
三
）
④
な
か
り
け
る
ｌ
な

河
別

か
り
け
り
（
御
横
池
三
）
⑥
給
へ
り
し
ｌ
給
ひ
し
を
（
給
し
を
’
七
・
飯
）

別

⑧
こ
北
の
か
た
’
北
の
か
た
（
御
地
平
）
⑧
御
は
ら
に
ｌ
御
は
ら
に
も
（
御

ま

池
三
）
⑫
な
ま
’
な
と
（
な
と
Ｉ
ナ
シ
）
な
お
「
②
さ
し
つ
き
よ
’
さ
し

女

つ
き
に
（
御
三
）
⑧
二
人
ｌ
・
二
人
（
三
）
⑩
お
も
ひ
き
こ
え
か
な
し
ｌ
思

か
は
し
き
こ
え
（
三
と
は
不
一
致
。

リ
ヶ
河

竹
河
③
ほ
け
た
り
け
る
ｌ
ほ
け
た
る
（
ほ
け
た
る
’
七
）
⑩
ら
う
し
給

リ
ヤ
ウ

ー
ら
う
し
給
（
り
や
う
し
給
Ｉ
横
陽
三
）
な
お
「
⑩
所
屋
の
’
と
こ
ろ

ノ
、
（
横
陽
池
肖
三
）
⑬
す
き
給
へ
り
け
る
’
す
き
た
ま
へ
る
（
三
）
」
は
不

一
致
。

橋
姫
⑤
な
く
ｌ
な
く
て
（
ナ
シ
）
⑦
ふ
る
き
ｌ
ふ
か
き
（
池
肖
三
・
河
・

別
）
⑫
さ
し
っ
シ
き
’
又
さ
し
っ
鼻
き
（
池
肖
三
・
河
・
別
）

椎
本
⑬
な
と
’
な
と
み
な
（
前
池
肖
三
）
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河
別

総
角
③
な
と
そ
ｌ
な
ん
（
御
肖
三
七
尾
前
鳳
保
平
）
⑩
こ
そ
ｌ
こ
そ

河
別

は
（
池
肖
三
・
宮
尾
大
前
鳳
・
保
平
）
⑫
ひ
き
か
け
シ
む
も
１
ひ
き
か
け
蛍

別

む
を
（
御
池
肖
三
・
河
・
保
）

に
イ

寄
木
⑥
す
ぐ
せ
’
く
せ
（
ナ
シ
）
⑥
い
か
て
ｌ
い
か
て
（
い
か
に
’
三
）

別
別

⑫
た
ゆ
み
な
く
て
（
た
ゆ
み
な
く
Ｉ
陽
阿
）
⑭
き
せ
ｌ
き
せ
き
せ
（
肖
・
国
）

な
お
「
心
も
ｌ
こ
勢
ろ
（
三
）
⑬
こ
の
み
ｌ
こ
の
み
て
（
池
肖
三
）
」
は
不
一

致
。

モ

東
屋
⑤
さ
ま
て
も
ｌ
さ
ま
て
は
（
さ
ま
て
は
Ｉ
ナ
シ
）
⑥
な
と
そ
’
な
と

別
別

（
池
）
⑩
し
な
し
て
も
ｌ
な
し
て
も
（
榊
三
・
国
）
⑫
も
て
な
や
ま
し
’
も

別

て
な
や
ま
シ
し
（
榊
・
河
・
御
宮
陽
保
池
㎡
も
て
な
や
ま
さ
し
’
三
）
⑬

別

よ
を
ｌ
を
（
榊
三
・
河
・
御
宮
保
池
国
）サ
別

浮
舟
⑩
あ
る
ま
し
き
ｌ
あ
る
ま
し
き
（
さ
る
ま
し
き
Ｉ
榊
肖
三
・
河
・
宮
国

別

麦
）
⑩
ほ
ん
し
や
う
ｌ
御
本
正
（
榊
肖
三
・
麦
）
な
お
「
⑪
お
ほ
し
塗
む

め
る
ｌ
お
ほ
し
し
め
る
（
榊
三
）
⑫
い
つ
か
た
さ
ま
に
も
ｌ
い
つ
か
た
さ
ま

に
て
も
（
榊
）
」
は
不
一
致
。

シ
河

蜻
蛉
④
給
へ
る
ｌ
給
へ
る
（
た
ま
ひ
つ
る
Ｉ
横
三
・
御
尾
前
）
⑤
思
ひ
や

河

る
ｌ
思
う
る
（
思
ゆ
る
１
横
池
・
御
尾
前
鳳
大
㎡
さ
ら
に
お
も
ひ
う
る
Ｉ

ホ
ッ
カ
ナ

肖
三
）
⑨
お
そ
ろ
し
く
ｌ
お
そ
る
し
く
（
お
ほ
つ
か
な
く
Ｉ
ナ
シ
）
な
お

「
⑩
な
と
’
い
と
心
も
と
な
く
（
三
）
」
は
不
一
致
。

手
習
⑧
ふ
か
く
ｌ
ふ
か
く
て
（
肖
）
⑩
人
さ
ま
１
人
の
さ
ま
（
榊
二
肖
三
．

別

河
・
宮
保
池
国
桃
）
⑪
し
け
る
を
ｌ
し
は
へ
る
を
（
三
）
⑫
思
い
て
ｌ
お

も
ひ
て
（
ナ
シ
）
⑫
こ
と
そ
ｌ
こ
と
参
（
榊
二
肖
三
・
河
・
別
）
⑭
方
は

別
別

’
と
こ
ろ
は
（
榊
二
肖
三
・
阿
）
⑭
け
れ
は
ｌ
け
る
を
（
榊
二
肖
三
・
阿
）

以
上
で
各
巻
の
本
文
の
異
同
を
列
記
し
て
き
た
が
、
三
条
西
家
証
本
（
日
大
本
）

本
文
と
の
関
係
を
中
心
に
考
え
て
も
、
親
疎
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
を
示
す
巻
も
あ
る
に

は
あ
る
が
、
む
し
ろ
判
然
と
し
な
い
巻
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
簿
火
の
項
で
述
べ
た

よ
う
に
、
「
大
成
菫
頁
分
の
み
の
検
証
に
よ
っ
て
、
本
文
の
お
よ
そ
の
性
格
を
知
ろ

う
と
す
る
方
法
に
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
ず
れ
の
系
統
に
属
す
る
か
、
あ

る
い
は
別
本
か
ど
う
か
と
い
う
区
分
程
度
で
あ
れ
ば
、
こ
の
方
法
は
、
か
な
り
の
効

果
を
持
つ
が
、
同
じ
青
表
紙
本
系
統
の
中
で
、
知
ら
れ
て
い
る
諸
本
と
の
親
近
性
を

調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
困
難
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
翻
っ
て
考
え
る
と
、

こ
れ
は
、
例
え
ば
「
大
成
」
底
本
、
特
に
大
島
本
と
三
条
西
家
証
本
と
の
異
同
が
、

か
な
り
顕
著
な
巻
で
あ
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
に
近
い
か
が
容
易
に
判
定
で
き
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
両
者
の
親
近
性
に
根
ざ
す
と
こ
ろ
が
多
い
。
両
者
が
極
め

て
接
近
し
て
、
ほ
と
ん
ど
同
一
本
文
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
近
い
か
は
意
味
を
失
っ

、
、

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
青
表
紙
本
文
の
ゆ
れ
が
、
巻

に
よ
っ
て
、
な
ぜ
振
幅
を
こ
と
に
す
る
か
を
問
題
と
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
「
大
成
』
校
異
欄
を
漫
然
と
見
て
い
て
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

右
の
陽
明
本
の
本
文
異
同
を
そ
れ
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
例
え
ば
「
三
」
が
「
大
成
」

底
本
に
対
立
す
る
本
文
の
多
く
は
、
河
内
本
や
別
本
の
一
部
と
屡
食
一
致
し
て
い
る

の
が
際
立
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
三
」
が
「
肖
」
と
親
密
で
あ
る
の
は
周
知
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
こ
で
以
上
の
現
象
を
以
て
、
室
町
期
の
源
氏
享
受
グ
ル
ー
プ
が
、
青

表
紙
本
以
外
の
本
文
と
接
触
さ
せ
た
た
め
の
混
態
本
文
、
と
説
明
す
る
の
は
容
易
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
立
証
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
鎌
倉
期
書
写
の
池
田
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本
や
横
山
本
、
あ
る
い
は
同
期
書
写
の
零
本
が
「
三
」
に
一
致
す
る
場
合
を
ど
う
理

解
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
定
家
筆
の
柏
木
や
、
定
家
筆
臨
模
明
融
本
の
残
る
巻
々

の
み
が
純
一
な
青
表
紙
本
で
あ
る
か
ど
う
か
の
議
論
は
措
い
て
も
、
「
三
」
な
ど
が
孤

立
し
て
、
そ
の
共
通
異
文
を
『
大
成
」
校
異
欄
に
見
つ
け
え
な
い
場
合
の
多
く
は
、

「
大
成
」
底
本
本
文
が
、
河
内
本
・
別
本
と
共
通
本
文
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
に
注
意
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
論
理
的
に
明
白
こ
の
上
な
い
こ

と
で
あ
る
が
、
三
条
西
家
証
本
を
底
本
に
し
た
校
異
欄
を
予
想
す
る
と
、
逆
の
錯
覚

が
起
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
所
詮
錯
覚
で
あ
る
と
は
言
え
、
仮
に

数
量
的
な
処
理
を
行
っ
た
と
き
の
絶
対
数
値
の
動
き
に
、
視
点
を
連
動
さ
せ
う
る
た

め
に
は
、
「
大
成
」
か
ら
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
際
に
、
か
な
り
重
層
的
処
置
を
加
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

陽
明
文
庫
蔵
Ｈ
の
本
は
実
隆
ら
を
含
む
寄
合
書
で
あ
る
。
日
大
本
を
実
隆
ひ
と
り

の
筆
に
な
る
も
の
で
な
い
点
よ
り
見
る
な
ら
同
じ
と
も
言
え
る
が
、
公
条
・
公
順
の

助
力
で
家
本
を
作
成
し
た
経
過
を
見
る
と
、
単
な
る
寄
合
書
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
こ
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
親
本
が
纏
っ
て
伝
来
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、

親
本
を
集
め
た
も
の
を
想
定
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
取
合
本
で
あ
る
。
た
だ
そ
こ
に
実

隆
の
見
識
が
強
く
働
い
て
い
る
上
で
、
窓
意
的
集
合
と
し
て
の
取
合
本
と
は
区
別
さ

れ
、
日
大
本
は
巻
ご
と
の
整
合
性
が
比
較
的
高
い
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
実
隆

が
加
わ
っ
て
い
て
も
、
Ｈ
は
、
夢
浮
橋
が
欠
け
て
い
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
関
与
の

あ
り
よ
う
が
全
く
詳
か
で
な
い
。
そ
こ
で
関
与
の
方
法
が
明
確
な
日
大
本
「
三
」
と

の
比
較
を
「
大
成
』
を
介
し
て
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
巻
ご
と
に

違
う
の
で
あ
る
。
親
と
疎
と
い
ず
れ
の
巻
が
多
い
か
、
整
理
し
て
も
分
析
に
耐
え
る

数
値
は
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
す
な
わ
ち
、
室
町
期
以
降
、
特
に
盛
行
し
た
寄
合
書

、
、

は
、
さ
き
の
書
陵
部
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
ゆ
れ
を
時
に
見
せ
る
ほ
ど
の
、

お
お
ど
か
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
実
隆
が
「
青
表
紙
証
本
」
と
識
し
た
場
合
で

も
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
態
と
し
て
巻
ご
と
の
本
文
を
調
べ
る

ほ
か
は
な
い
の
で
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
㈲
は
、
す
べ
て
が
青
表
紙
本
で
あ
る
点

で
整
合
性
が
あ
り
、
「
三
」
と
の
異
同
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
青
表
紙
本
と
は
何
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で
考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、

す
べ
て
青
表
紙
本
と
見
ら
れ
る
陽
川
文
庫
蔵
口
以
下
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
本
文
の
細
か
な
検
討
は
省
き
、
書
写
状
況
を
見
る
上
で
の
書
誌
に
限
定
し
て
述

べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

口
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
信
尹
等
筆
本

写
本
、
列
帖
装
、
五
四
冊
。
縦
二
三
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
六
セ
ン
チ
。
表
紙
、

胡
粉
塗
白
鼠
色
地
雲
母
刷
波
千
鳥
文
。
見
返
し
、
本
文
と
共
紙
、
本
文
科
紙
、
鳥
の

子
。
外
題
は
中
央
に
白
題
策
を
帖
り
、
「
き
り
壷
」
「
は
シ
木
こ
「
う
っ
せ
み
」
～
「
手

習
」
「
夢
浮
は
し
」
と
あ
り
、
各
帖
と
も
内
題
は
な
い
。
本
文
は
、
い
ず
れ
も
前
付
遊

紙
一
丁
（
扉
紙
）
を
お
き
、
次
葉
表
よ
り
毎
半
葉
十
行
に
本
文
を
書
写
す
る
。
後
付

遊
紙
は
○
～
六
枚
。
本
文
丁
数
は
、
桐
壷
（
二
七
）
、
帯
木
（
五
○
）
、
空
蝉
（
一
○
）

～
若
菜
上
（
三
二
）
、
若
菜
下
（
一
○
五
）
、
柏
木
（
四
四
）
～
蜻
蛉
（
六
一
）
、
手

習
（
六
八
）
、
夢
浮
橋
（
一
六
）
な
ど
で
あ
る
。

奥
書
は
藤
袴
に

七
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文
禄
五
年
八
月
七
十
一
才

梅
技
に
慶
長
十
三
年
仲
春
朔
書
之
翌
朝
加
一
校
朱
点
詑
素
然

娘

と
あ
る
。
次
に
述
べ
る
「
源
氏
目
録
」
に
よ
る
と
、
藤
袴
は
「
桂
福
院
／
常
観
女
」
、

梅
技
は
「
中
院
入
道
／
也
足
」
と
あ
る
の
で
、
梅
技
奥
書
の
署
名
は
そ
れ
と
一
致
し

て
い
る
。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
は
十
二
月
二
十
七
日
に
改
元
さ
れ
、
慶
長
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
寄
合
書
は
、
右
の
二
帖
の
み
で
十
二
年
の
間
隔
が
開
い
て
い
る
。

こ
の
五
十
四
帖
が
一
連
の
寄
合
書
で
あ
る
な
ら
、
少
く
と
も
そ
れ
以
上
の
歳
月
を
要

し
た
筈
で
、
当
時
の
源
氏
書
写
の
あ
り
よ
う
と
し
て
興
味
深
い
。
素
然
中
院
道
勝
は

慶
長
十
三
年
に
は
五
十
三
歳
で
、
翌
々
年
三
月
に
没
し
て
い
る
。

付
属
文
書
の
筆
者
目
録
は
、
茶
色
い
薬
袋
紙
風
の
斐
紙
を
用
い
た
継
紙
一
巻
で
、

冒
頭
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

源
氏
目
録

き
り
つ
ほ

は
湧
き
シ

夕
か
ほ

う
つ
せ
み

大
覚
寺
殿
号
空
性

端
一
ク
、
リ

近
衛
殿
号
信
尹
公

中
一
ク
、
リ

中
院
入
道

号
也
足
軒

奥
一
ク
、
リ

同
号
通
村
卿

照
高
院
殿

号
道
澄
准
后

広
橋
殿号兼
勝
公

わ
か
む
ら
さ
き
西
洞
院時
広
卿

右
の
実
際
の
書
き
よ
う
は
、
巻
名
を
ほ
ぼ
等
間
隔
に
書
い
た
あ
と
筆
者
名
を
記
し

た
ら
し
く
、
三
人
い
る
帯
木
の
筆
者
名
が
空
蝉
の
下
よ
り
更
に
左
に
ま
で
至
っ
た
の

で
、
三
名
に
弧
線
を
冠
し
て
括
り
、
空
蝉
は
巻
名
の
下
よ
り
左
斜
下
に
ま
た
弧
線
を

引
い
て
筆
者
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
料
紙
、
体
裁
を
も
含
め
て
、
こ
れ

が
草
稿
的
様
態
を
示
し
て
い
る
の
を
意
味
し
、
古
筆
家
の
作
成
し
た
筆
者
目
録
と
は

同
列
に
扱
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
言
い
換
え
れ
ば
筆
者
名
は
、
事
実
に
発
し
て
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
数
が
多
い
の
で
、
前
掲
に
続
け
て
、

巻
序
に
従
い
伝
称
筆
者
名
を
列
記
し
て
お
く
。

末
摘
花
（
昭
高
院
殿
号
道
勝
）
、
紅
葉
賀
（
曼
珠
院
殿
号
良
怒
）
、
花
宴
（
蜻
房
）
、

葵
（
妙
法
院
殿
）
、
賢
木
ｌ
空
白
ｌ
、
花
散
里
（
紹
巴
法
師
）
、
須
磨
（
菩
提
山

院
）
、
明
石
（
少
内
記
）
、
澪
標
（
日
野
殿
号
輝
資
卿
）
、
蓬
生
（
鷹
司
殿

（
マ
マ
）

号
信
房
公
）
、
関
屋
（
近
衛
殿
号
前
久
公
）
、
絵
合
（
青
連
院
殿
号
専
朝
）
、
松
風
（
水

無
瀬
入
道
号
兼
成
卿
）
、
薄
雲
（
圓
山
内
匠
助
本
願
寺
侍
）
、
朝
顔
（
阿
野
実
顕
卿
）
、
乙
女

（
西
洞
院
時
広
卿
）
、
玉
壷
（
正
親
町
季
康
朝
臣
）
、
初
音
ｌ
空
白
ｌ
、
胡
蝶
（
飛
鳥

井
雅
庸
卿
）
、
蛍
（
勧
修
寺
光
豊
卿
）
、
常
夏
（
薗
基
継
卿
）
、
篝
火
（
昌
叱
法

橋
）
、
野
分
（
烏
丸
光
宣
卿
）
、
行
幸
（
中
院
通
村
卿
）
、
藤
袴
（
桂
福
院
常
観
）

娘女
、
真
木
柱
（
水
無
瀬
氏
成
即
）
、
梅
技
（
中
院
入
道
也
足
）
、
藤
裏
葉
（
三
条
西

実
条
卿
）
、
若
葉
上
（
池
尾
）
、
若
葉
下
ｌ
「
池
尾
」
ト
書
イ
テ
抹
消
ｌ
、
柏
木
（
六

条
有
広
卿
）
、
横
笛
（
広
橋
綱
光
卿
）
、
鈴
虫
（
長
岡
幽
済
）
、
夕
霧
（
粟
津
右
近

本
願
寺
侍
）
、
御
法
（
西
洞
院
時
広
卿
）
、
幻
’
○
ト
ノ
ミ
ァ
リ
ー
、
匂
宮
（
玄

価
）
、
紅
梅
（
昌
琢
）
、
竹
河
（
日
野
資
勝
卿
）
、
橋
姫
Ｉ
ｏ
ト
ノ
ミ
ァ
リ
ー
、
椎
本
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（
了
任
）
、
総
角
（
一
乗
院
殿
侍
中
沼
左
京
）
、
早
蕨
（
烏
丸
光
広
卿
）
、
宿
木
（
西
洞

院
時
広
卿
）
、
東
屋
（
粟
津
右
近
本
願
寺
待
）
、
浮
舟
（
伊
勢
友
枕
俗
名
定
智
）
、
蜻
蛉
（
西

洞
院
時
広
卿
）
、
手
習
（
園
基
任
朝
臣
）
、
夢
浮
橋
（
伏
見
殿
）

筆
者
数
は
四
十
五
名
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
一
帖
の
み
を
書
写
し
て
い
る
中
で
、

近
衛
信
尹
が
帯
木
一
帖
の
三
分
の
一
で
あ
る
一
括
り
を
写
し
、
中
院
通
勝
・
通
村
父

子
が
各
一
帖
と
一
括
り
を
担
当
し
て
い
る
ほ
か
、
西
洞
院
時
広
な
る
人
物
が
ひ
と
り
、

若
紫
・
乙
女
・
御
法
・
宿
木
・
蜻
蛉
の
五
帖
を
も
写
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

広
い
階
層
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
誰
と
確
認
で
き
な
い
人
物
も
い
る
が
、
堂
上
人

や
連
歌
師
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
文
禄
・
慶
長
期
に
盛
行
し
た
和
歌
会
・
連
歌
会
に
名

の
見
え
る
人
た
ち
で
、
そ
う
し
た
場
が
、
源
氏
物
語
の
講
釈
や
書
写
が
行
わ
れ
る
背

景
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
会
の
現
存
記
録
の
中
に
は
管
見
に
し

て
時
広
の
名
が
見
え
ず
、
公
卿
補
任
に
も
な
い
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
の
目
録
に

は
誤
写
か
誤
記
が
あ
っ
て
、
時
広
が
著
名
な
西
洞
院
時
慶
で
あ
る
と
都
合
は
良
い
の

で
あ
る
が
、
今
は
筆
跡
の
判
定
な
ど
が
及
ば
な
い
の
で
、
機
会
を
改
め
る
こ
と
と
し

た
い
。
な
お
、
本
文
に
朱
の
句
読
点
合
点
な
ど
を
見
る
が
、
異
文
注
記
を
除
い
た

書
入
な
ど
は
な
い
。

日
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
尚
嗣
筆
本

本
稿
第
五
節
に
触
れ
た
本
で
あ
る
。
写
本
、
仮
綴
列
帖
装
、
三
三
冊
。
桐
壷
と
若

菜
下
以
降
、
未
書
写
で
終
る
か
。
各
括
り
が
分
離
し
な
い
よ
う
仮
に
糸
で
と
め
て
あ

る
だ
け
な
の
で
、
一
帖
づ
っ
楮
紙
に
て
包
む
。
ま
だ
切
り
揃
え
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
が
、
縦
一
七
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
六
セ
ン
チ
。
表
紙
は
な
く
、
前
付
遊
紙
お

よ
そ
二
枚
、
後
付
遊
紙
○
～
五
枚
。
内
題
も
な
く
、
巻
名
は
包
紙
の
上
書
に
あ
る
識

語
に
見
る
の
み
。
毎
半
葉
十
行
書
写
、
本
文
丁
数
は
、
帯
木
（
六
七
）
、
空
蝉
（
一

四
）
、
夕
顔
（
六
一
）
～
藤
裏
葉
（
三
四
）
、
若
菜
上
（
一
四
三
）
な
ど
。
包
紙
の
上

書
の
一
部
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

正
保
第
二
年
自
閏
五
月
朔
日
書
之
。

同
月
十
一
月
一
巻
遂
書
写
之
功
畢
／
帯
木
之
巻
六
く
シ
リ
」

正
保
二
年
閏
五
月
十
二
日
書
之
畢
／
空
蝉
巻
二
く
ぁ
り
」

正
保
第
二
年
霜
月
廿
四
日
よ
り
書
始
之
／
同
月
廿
五
日
書
之
畢
源
氏
書
写
久

中
絶
ニ
テ
廿
四
日
よ
り
再
興
也
／
初
音
之
巻
三
く
蔓
り
」

正
保
二
年
十
二
月
六
日
よ
り
書
始
之
／
同
三
年
正
月
廿
九
日
書
之
畢
也
／
床
夏

之
巻
三
く
勢
り
」

正
保
三
年
五
月
十
六
日
よ
り
書
始
之
同
年
七
月
廿
三
日
書
之
畢
／
若
菜
之
上

巻
五
く
シ
リ
」

桐
壷
の
巻
が
な
い
の
は
、
散
供
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
右
を
見
る
と
、

帯
木
に
「
正
保
第
二
年
」
と
「
第
」
が
あ
る
の
は
、
し
ば
ら
く
中
絶
し
て
再
会
し
た

初
音
の
巻
と
二
巻
分
の
み
で
あ
り
、
ま
た
両
巻
に
は
．
巻
遂
書
写
之
功
畢
」
だ
の

「
再
興
」
云
々
な
ど
と
若
干
の
感
慨
な
ど
が
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
書
写
は
帯
木

よ
り
始
め
ら
れ
た
か
と
仮
定
す
る
と
、
現
存
し
な
い
桐
壷
は
、
手
習
ま
で
写
し
終
っ

て
か
ら
、
夢
浮
橋
と
併
せ
て
、
し
か
る
べ
き
能
筆
か
貴
人
に
書
写
し
て
賀
う
心
づ
も

り
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
嗣
よ
り
見
て
の
貴
人
の
筆
と
な

る
と
、
哀
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
憶
測
は
無
用
で
あ
ろ
う
。
木
箱
に

貼
ら
れ
た
白
紙
に
は
「
妙
有
真
空
院
殿
御
筆
／
源
氏
物
語
鋸
琳
嘩
冊
」
と
墨
書
さ
れ
て

い
ス
》
◎
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四
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
基
熈
筆
本

本
稿
第
五
節
に
日
と
と
も
に
述
べ
た
。
写
本
、
列
帖
装
、
五
四
冊
。
縦
一
七
・
九

セ
ン
チ
、
横
一
八
・
一
セ
ン
チ
。
表
紙
、
白
茶
厚
手
斐
紙
に
金
銀
泥
に
て
草
花
を
描

く
。
見
返
し
、
布
目
金
紙
。
本
文
料
紙
、
鳥
の
子
。
外
題
、
金
砂
子
蒔
紋
紙
の
題
篭

を
中
央
に
貼
り
、
「
桐
つ
ほ
」
「
は
易
き
木
」
「
う
っ
蝉
」
～
「
手
な
ら
ひ
」
「
夢
の
う
き

橋
」
と
あ
る
。
各
帖
と
も
内
題
は
な
い
。
本
文
は
、
い
ず
れ
も
前
付
遊
紙
一
丁
（
扉

紙
）
を
お
き
、
次
葉
表
よ
り
毎
半
葉
十
行
に
書
写
す
る
。
後
付
遊
紙
は
○
～
四
枚
。

本
文
丁
数
は
、
桐
壷
三
三
）
、
帯
木
霊
九
）
、
空
蝉
（
一
四
）
～
若
菜
上
（
一
二

八
）
、
若
菜
下
（
一
二
四
）
、
柏
木
（
五
一
）
～
手
習
（
九
一
）
、
夢
浮
橋
（
二
三
な

ど
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
三
条
西
家
証
本
（
日
大
本
）
の
転
写
本
で
、
間
に
後
陽

成
天
皇
哀
筆
等
本
、
平
松
時
量
写
本
が
介
在
す
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
奥
書
の
一

部
を
写
し
た
上
で
、
更
に
み
ず
か
ら
の
書
写
奥
書
を
も
識
し
て
い
る
。

〔
空
蝉
〕

大
永
五
年
八
月
七
日
終
日
書
之

〔
花
宴
〕

本
道
遙
院
筆
／
本
肖
柏
筆
／
以
京
極
黄
門
定
家
卿
自
筆
校
合
畢

〔
花
散
里
〕

本
二
花
散
里
表
紙
浅
黄
唐
紙
外
題
紫
色
帯
筆
這
遙
院
殿

〔
篝
火
〕

享
禄
三
八
廿
八
書
了
九
月
十
四
日
校
了

〔
手
習
〕

①
本
云
以
証
本
書
写
之
老
後
之
／
手
習
無
益
漸
槐
皇
屋
／
享
禄
辛
卯
正
月
廿

日
／
這
遙
里
七
十
七
歳
露
胎
了

②
右
申
出
新
院
御
本
哀
筆
也
今
一
校
／
相
違
之
所
以
青
墨
直
付
仮
名
遣
真
名

仮
名
之
相
違
／
同
書
付
行
数
亦
鐙
之
重
而
可
新
写
者
也
／
寛
文
四
年
五
月
三
日

平
判

③
抑
此
物
語
以
青
表
帯
本
為
証
授
錐
然
累
年
求
之
難
得
而
幸
有
前
平
中
納

言
入
道
翰
月
所
書
本
野
卿
見
常
為
握
翫
自
元
禄
十
三
年
九
月
廿
七
日
書
之
至

去
年
五
月
廿
五
日
終
功
即
日
企
独
校
合
至
今
日
周
備
之
了
歓
喜
§
是
珈

存
導
志
子
孫
総
和
歌
勿
塀
怠
美
宝
永
二
年
九
月
十
九
日
以
也
見
子
（
花
押
）

た
の
ま
れ
ぬ
身
と
は
し
り
っ
シ
わ
た
り
き
て
今
日
ま
で
は
見
つ
ゅ
め
の
う
き
橋

〔
夢
浮
橋
〕

①
本
云
享
禄
四
年
正
月
廿
二
日
終
書
写
之
功
者
也
／
槐
陰
這
遙
嬰
尭
空
読
合
直

付
了

②
以
三
条
西
家
伝
之
証
本
令
謄
写
了
／
慶
長
十
九
稔
仲
春
中
瀞
／
従
神
武
百
余

代
孫
太
上
天
皇
御
判

書
写
経
緯
は
手
習
の
③
に
見
る
通
り
で
、
既
に
述
べ
た
が
、
右
の
一
連
の
本
奥
書

を
見
る
と
、
い
さ
さ
か
の
不
審
が
生
じ
る
。
実
隆
ら
の
写
し
た
日
大
本
に
は
各
巻
奥

の
多
く
に
、
大
永
五
年
な
り
、
享
禄
三
、
四
年
の
書
写
終
了
の
識
語
が
あ
る
が
、
現

在
、
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
後
陽
成
天
皇
本
で
は
、
一
部
の
巻
の
奥
書
が
写
さ
れ
て
い

る
の
み
で
、
そ
れ
は
花
宴
・
手
習
・
夢
浮
橋
の
三
帖
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
大
本
を

引
継
い
だ
後
陽
成
天
皇
本
の
奥
書
の
う
ち
、
篝
火
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
詳
か
で
な

い
が
、
空
蝉
に
は
奥
書
が
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
熈
書
写
本
空
蝉
に
あ
る
奥
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書
は
確
か
に
日
大
本
に
見
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
後
陽
成
本
に
な
い
と
す
る
と
、

い
ず
れ
に
依
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
次
に
、
花
散
里
奥
書
は
、
内
容
か

ら
し
て
日
大
本
に
あ
る
筈
も
な
い
が
、
装
丁
や
筆
者
を
伝
え
る
「
本
二
」
の
「
本
」

と
は
い
ず
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
巻
に
限
っ
て
書
か
れ
た
事
情
も
詳

か
で
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
に
お
け
る
日
大
本
の
状
態
と
も
か
か
わ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
不
審
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

付
属
文
書
と
し
て
無
外
題
の
筆
写
記
録
一
冊
が
あ
り
、
表
紙
は
白
地
に
青
色
雲
形

漉
文
。
内
題
に
「
源
氏
物
語
書
写
校
合
日
数
目
録
」
と
あ
る
。
上
に
巻
名
を
記
し
て
、

下
に
書
写
の
開
始
日
と
終
了
を
右
寄
せ
に
書
き
、
そ
の
左
隣
に
朱
で
同
様
に
校
合
の

日
を
注
す
る
こ
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
朱
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
す
）

桐
壺
毒
癖
計
壼
榧
垂
錘
辨
計
誕
池
罐
終

夢
浮
橋

柏若若

菜菜

木下上

宝元宝元宝元
永禄永禄永禄
二十二十元十
五五二三十三
三十升十二九
始二八升七升
十九始八始七
八始五始ニ始
終升二同二十
七終十升升
終四八八
正終終
州
終

は
ら
き
木
垂
癖
謡
琵
狂
叶
輝
鑑
計
齢
終
功

（
中
略
）

（
中
略
）

宝
永
元
五
十
八
始
升
五
一
部
終
功

宝
永
二
九
十
五
始
十
六
終
独
校
了

書
写
の
順
序
に
つ
い
て
は
第
五
節
に
述
べ
た
通
り
な
の
で
操
返
さ
な
い
が
、
こ
の

目
録
の
巻
序
の
真
木
柱
・
梅
技
・
藤
裏
葉
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
「
梅
枝
／
藤
裏
葉
／

槙
柱
」
と
あ
り
、
こ
の
順
で
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
日
数
目
録
に
つ
い
で
、

「
源
氏
紙
重
」
と
題
し
、
各
巻
の
本
文
丁
数
を
記
し
た
あ
と
、
「
右
青
表
帯
の
帯
数
也
」

と
注
し
て
い
る
。
書
写
奥
書
に
「
歓
喜
：
」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
熈
は
会
心
の
自
筆

源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
前
に
、
目
録
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
克
明
な
筆
写
記
録

と
し
て
興
味
深
い
。

固
陽
明
文
庫
蔵
伝
宗
昏
筆
本
付
稻
垣
体
也
筆
系
図

写
本
、
列
帖
装
、
五
四
冊
、
付
一
冊
。
縦
二
三
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
七
セ
ン

チ
。
表
紙
、
浅
葱
色
無
地
。
（
系
図
は
無
表
紙
、
仮
綴
）
見
返
し
、
標
色
ぼ
か
し
地

に
銀
切
箔
蒔
。
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
。
外
題
、
金
泥
描
き
紋
紙
題
篭
を
中
央
に
帖
り
、

「
き
り
っ
は
」
「
は
鼻
木
こ
な
ど
と
記
す
。
内
題
な
し
。
本
文
は
、
各
巻
す
べ
て
前

付
遊
紙
二
丁
を
お
き
、
次
葉
表
よ
り
毎
半
葉
十
行
に
書
写
す
る
。
後
付
遊
紙
は
一
～
四

丁
。
本
文
丁
数
は
、
桐
壷
（
三
○
）
、
帯
木
（
五
○
）
～
夢
浮
橋
（
一
八
）
な
ど
で
あ

る
。
な
お
、
末
摘
花
は
本
文
三
一
丁
で
あ
る
が
、
第
一
括
り
の
綴
目
の
内
側
一
枚
二

丁
が
除
か
れ
、
代
り
に
鳥
の
子
白
紙
を
綴
じ
て
い
る
の
で
、
二
丁
欠
。
本
体
に
奥
書

は
な
い
。

切
紙
が
一
通
あ
り
、

南
都
連
歌
師
／
宗
昏
筆

源
氏
物
語
定
筆
系
図
稻
垣
休
也
筆

と
書
か
れ
て
い
る
。
宗
昏
の
伝
は
詳
か
で
な
い
が
、
本
文
は
室
町
時
代
末
期
と
思
わ

れ
る
筆
風
な
が
ら
、
一
人
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
四
、
五
人
の
手
と
判
断
さ

れ
る
。
勿
論
、
こ
の
中
に
宗
昏
な
る
人
物
の
筆
跡
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
明
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ら
か
で
な
い
が
、
切
紙
が
筆
者
を
一
人
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
葵
な
ど
巻
に
よ

り
、
本
文
に
朱
の
句
読
点
、
青
の
濁
点
や
略
注
を
散
見
す
る
。

系
図
は
色
変
り
紙
三
○
丁
を
用
い
、
金
泥
の
文
様
を
描
く
。
奥
書
に

寛
永
拾
六
年
妃
林
鐘
中
旬
／
稻
塙
休
也
書
之

写
本
、
袋
綴
、
五
四
冊
。
縦
二
一
・
九
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
二
セ
ン
チ
。
表
紙
、

浅
葱
色
無
地
。
見
返
し
、
本
文
共
紙
。
本
文
料
紙
、
斐
紙
薄
様
。
外
題
、
白
紙
題
篭

を
中
央
に
帖
り
「
き
り
つ
ほ
一
」
「
は
蚤
き
木
二
」
な
ど
と
巻
序
を
も
記
す
。
前
付
遊

紙
を
各
巻
一
丁
（
扉
紙
）
お
く
が
、
葵
・
関
屋
の
二
冊
の
み
は
欠
き
、
本
文
は
毎
半

葉
九
行
書
写
、
後
付
遊
紙
は
七
冊
に
各
一
丁
を
見
る
が
、
他
は
な
い
。
本
文
丁
数
は

桐
壷
（
三
五
）
、
帯
木
（
七
三
）
～
夢
浮
橋
（
二
四
）
な
ど
で
あ
る
。

筆
者
は
詳
か
で
な
い
が
、
元
和
・
寛
永
頃
の
、
三
、
四
人
に
よ
る
寄
合
書
で
あ
ろ

う
。
全
体
の
三
分
の
一
、
三
六
冊
の
奥
に
大
き
目
の
花
押
を
書
く
が
、
所
蔵
者
に
係

わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
横
笛
の
尾
丁
に
「
以
通
村
卿
本
一
校
了
」
と
あ
る
。
本
文

に
朱
墨
の
異
文
注
記
、
略
注
な
ど
あ
る
が
、
別
筆
ら
し
い
。

㈲
陽
明
文
庫
蔵
伝
鷲
尾
隆
量
筆
本

写
本
、
列
帖
装
、
五
四
冊
。
縦
二
五
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
九
セ
ン
チ
。
表
紙
、

藍
色
無
地
。
見
返
し
、
金
箔
梨
地
蒔
。
本
文
料
紙
、
鳥
の
子
。
外
題
は
、
金
泥
紋
紙

（
桐
壷
の
み
更
に
草
花
を
描
く
）
題
篭
を
中
央
に
帖
り
、
「
桐
つ
ほ
」
「
は
鼻
木
こ

な
ど
と
記
す
。
内
題
は
な
い
。
本
文
は
、
寄
木
を
除
い
て
前
付
遊
紙
一
丁
（
扉
紙
）

を
お
き
、
次
葉
表
よ
り
毎
半
葉
十
行
書
写
。
後
付
遊
紙
は
○
～
二
丁
。
本
文
丁
数
は
、

と
あ
る
。
そ
の
伝
、
ま
た
詳
か
で
な
い
。

㈹
陽
明
文
庫
蔵
江
戸
初
期
頃
書
写
本

桐
壷
（
二
八
）
、
帯
木
（
五
○
）
～
夢
浮
橋
二
五
）
な
ど
で
あ
る
。

付
属
文
書
に
折
紙
一
通
、
包
紙
の
上
書
に
「
鷲
尾
殿
隆
堂
卿
源
氏
物
語
折
紙
」
と
題

す
。
折
紙
に

源
氏
物
語
垂
榔
四
帖
／
い
つ
れ
の
御
時
に
か
／
山
に
お
は
し
て
／
鷲
尾
大
納
言

隆
量
卿
／
芳
翰
無
疑
者
也

と
あ
る
。
隆
量
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
八
月
に
五
十
七
歳
で
蕊
じ
て
い
る
が
、

こ
の
写
し
手
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
江
戸
前
期
写
。

伽
陽
明
文
庫
蔵
法
橋
常
知
筆
本

写
本
、
列
帖
装
、
五
四
冊
。
縦
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
三
セ
ン
チ
。
表
紙
、

各
巻
色
代
り
無
地
。
見
返
し
、
本
文
共
紙
。
本
文
料
紙
、
鳥
の
子
。
外
題
は
、
淡
青

色
地
に
金
泥
縞
文
様
の
題
策
を
中
央
に
帖
り
、
「
き
り
つ
ほ
」
「
は
シ
木
と
～
「
夢
の

う
き
は
し
」
な
ど
と
記
す
。
野
分
は
「
の
わ
け
」
と
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
本
文
は
、

す
べ
て
前
付
遊
紙
一
丁
（
扉
紙
）
を
お
き
、
次
葉
表
よ
り
毎
半
葉
十
行
に
写
す
。
後

付
遊
紙
は
○
～
四
丁
。
本
文
丁
数
は
、
桐
壷
（
三
○
）
、
帯
木
（
五
四
）
～
夢
浮
橋
（
一

九
）
な
ど
で
あ
る
。

夢
浮
橋
の
奥
に
、

寛
文
十
三
年
／
丑
三
月
日
八
拾
五
歳
筆
／
法
橋
常
知

と
あ
る
。
常
知
と
は
連
歌
師
ら
し
い
が
、
伝
を
知
り
え
な
い
。

”
陽
明
文
庫
蔵
伝
大
炊
御
門
経
孝
筆
本
付
系
図

写
本
、
列
帖
装
五
四
冊
、
付
系
図
一
冊
。
縦
二
二
・
九
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
三

セ
ン
チ
。
表
紙
、
緑
色
地
網
目
に
花
菱
文
の
椴
子
裂
。
見
返
し
、
金
泥
で
草
木
雲
霞

天
保
七
年
初
春
上
旬
古
筆
了
伴
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文
を
描
く
。
本
文
料
紙
、
鳥
の
子
。
外
題
は
、
金
銀
砂
子
を
蒔
い
た
題
叢
を
中
央
に

貼
り
、
「
き
り
つ
ほ
」
「
は
シ
き
木
」
～
「
夢
の
う
き
橋
」
と
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
前

付
遊
紙
は
絵
合
が
二
丁
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
各
一
丁
、
次
葉
表
よ
り
本
文
を
毎
半
葉

十
行
に
写
す
。
後
付
遊
紙
一
～
四
丁
。
本
文
丁
数
は
、
桐
壷
（
二
七
）
、
帯
木
（
四
八
）

～
夢
浮
橋
（
一
二
）
な
ど
で
あ
る
。
系
図
は
折
本
一
七
折
で
あ
る
が
、
表
紙
を
同
じ

く
し
、
や
や
小
型
。

付
属
文
書
の
折
紙
一
通
に
、

源
氏
物
語
五
十
四
冊
井
／
系
図
折
本
有
之
／
き
り
つ
ほ
／
い
つ
れ
の
御
時
に

か
／
夢
の
う
き
橋
／
山
に
お
は
し
て
／
大
炊
御
門
経
孝
公
／
外
題
／
青
蓮
院
宮

尊
純
法
親
王
／
右
芳
翰
無
疑
者
也

※
鯛
七
隼
初
穐
仲
旬
古
鍍
了
意
国

と
あ
る
。
大
炊
御
門
経
孝
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
六
月
に
七
十
歳
で
莞
じ
て
い

る
。
ま
た
、
外
題
筆
者
と
す
る
尊
純
法
親
王
は
、
系
図
纂
要
に
よ
る
と
後
陽
成
天
皇

猶
子
で
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
五
月
に
六
十
三
歳
で
蕊
じ
て
い
る
の
で
、
鑑
定

通
り
と
す
れ
は
承
応
二
年
以
前
の
書
写
本
と
な
る
が
、
も
と
よ
り
定
か
で
な
い
。
江

戸
中
期
の
書
写
。

以
上
で
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
、
鎌
倉
期
書
写
本
を
除
く
揃
い
本
、
乃
至
は
そ
れ
に

準
じ
る
本
の
紹
介
を
終
る
が
、
同
文
庫
に
は
、
他
に
も
零
本
数
部
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

花
宴
・
紅
葉
賀
・
松
風
（
松
風
は
為
兼
卿
和
歌
抄
の
紙
背
）
・
夕
霧
・
御
法
な
ど
で
、

す
べ
て
袋
綴
（
花
宴
は
仮
綴
・
松
風
は
紙
背
を
開
き
読
め
る
よ
う
装
丁
さ
れ
て
い
る
）

の
各
別
表
紙
な
が
ら
、
花
宴
と
紅
葉
賀
、
松
風
と
御
法
の
二
組
は
、
料
紙
、
大
き
さ
、

、
、

筆
跡
な
ど
か
ら
見
て
、
元
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
れ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
い

青
表
紙
本
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
る
場
合
に
、
も
し
も
定
家
筆
の
源
氏
物
語
が

揃
っ
て
存
在
す
る
な
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
定
家
が
二
度
、
三
度
と
写
し
た
揃
い
本
の

中
の
一
つ
で
あ
っ
て
も
、
実
体
そ
の
も
の
の
資
料
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
そ
れ
は

か
な
ら
ず
し
も
、
す
べ
て
が
定
家
の
筆
跡
で
な
く
と
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
定
家
が
冒

頭
部
の
み
を
写
し
て
他
は
家
の
女
房
ら
に
任
せ
、
後
に
自
身
で
点
検
す
る
経
過
を

辿
っ
た
古
典
作
品
の
写
本
は
、
源
氏
物
語
以
外
に
多
く
の
実
例
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
も
ま
た
定
家
本
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
青
表
紙
本
に
つ
い
て
言
え
ば
原
本

で
あ
る
が
、
原
本
は
、
目
下
三
帖
ほ
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
つ
い
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
原
本
の
第
一
次
写
本
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
明
融

ず
れ
も
室
町
時
代
中
期
頃
の
書
写
で
、
前
者
は
九
行
、
後
者
は
十
行
に
ゆ
っ
た
り
と

写
さ
れ
て
い
る
。
花
宴
は
縦
二
六
セ
ン
チ
、
横
二
一
セ
ン
チ
、
御
法
は
縦
二
九
・
五

、
、

セ
ン
チ
、
横
二
二
・
三
セ
ン
チ
の
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
れ
も
大
同
で
あ
る
。
松
風
・

御
法
は
色
変
り
や
墨
流
し
い
を
用
い
た
斐
紙
を
本
文
に
用
い
て
お
り
、
裏
打
を
し
た

御
法
は
、
特
に
紙
の
色
が
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
紅
葉
賀
は
、
巻
末
に
更
に
、

毎
半
葉
十
五
行
に
絵
詞
ら
し
き
抄
出
文
を
箇
条
書
き
に
写
す
が
、
柏
木
の
後
半
に
始

め
て
、
夕
霧
の
前
半
で
終
っ
て
い
る
。
別
の
夕
霧
一
冊
も
縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
横

二
二
・
五
セ
ン
チ
と
大
き
く
は
あ
る
が
、
江
戸
初
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
零

本
は
一
冊
、
二
冊
と
は
言
え
、
比
較
的
書
写
年
代
も
古
く
、
十
分
な
吟
味
を
加
え
る

べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
揃
い
本
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
た
の
で
、
別
の
機
会
に

報
告
し
た
い
。

八
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本
の
、
定
家
筆
臨
模
本
が
そ
れ
で
あ
り
、
最
上
質
の
第
一
次
写
本
に
当
る
。
こ
の
場

合
、
巻
々
に
よ
り
原
本
が
定
家
筆
跡
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
臨
模
本
は
当
然
臨
模
し

て
も
異
な
る
筆
跡
に
な
る
し
、
恐
ら
く
は
、
臨
模
す
る
意
欲
を
失
わ
し
め
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
巻
末
に
奥
入
を
付
載
し
、
そ
れ
が
定
家
の
筆
跡
を
一
部
で
も
と
ど
め

て
い
れ
ば
、
原
本
よ
り
の
直
接
の
書
写
本
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。

東
海
大
学
が
所
蔵
す
る
桃
園
文
庫
旧
蔵
の
明
融
本
九
帖
は
、
す
な
わ
ち
青
表
紙
本

に
と
っ
て
は
、
原
本
に
つ
ぐ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
臨
模
が
、
か
な
り
精
密
に
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
柏
木
の
原
本
が
尊
経
閣
文
庫
に
現
存
す
る
の
で
、
両
者
を
比
較
す
る

こ
と
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
文
は
「
大
成
」
校
異
の
補
遺
に

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
本
文
内
容
も
、
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
融
本
が
近
年
の
あ
る
時
期
ま
で
は
五
十
三
冊
（
胡
蝶
の
み
欠
）
本
と
し
て
存
在

、
、

し
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
つ
れ
で
あ
る
松
田
武
夫
氏
旧
蔵
、
山
岸

徳
平
氏
蔵
の
四
十
四
冊
本
が
、
一
方
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
奥
入
が
あ
る
か
な

い
か
に
よ
っ
て
分
離
す
る
よ
う
な
あ
り
方
は
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
で
は
考
え
に
く

い
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
灰
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
山
岸
氏
所
蔵
本
の
多
く
が
実

践
女
子
大
学
に
移
管
さ
れ
つ
つ
あ
る
由
な
の
で
、
こ
の
明
融
本
も
、
い
ず
れ
は
そ
の

有
に
帰
す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
数
年
以
前
よ
り
、
こ
の
明
融
本
が
山
岸
氏
の

手
許
か
ら
見
当
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
、
七
年
前
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
前
々
か
ら
明
融
本
の
閲
覧
を
乞
う
て
い
た
私
は
、

山
岸
氏
の
許
し
を
え
て
実
践
女
子
大
学
に
お
伺
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
学

内
を
い
ろ
い
ろ
お
探
し
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
が
見
付
か
ら
な
く
て
、
い
ず
れ
改
め
て

拝
見
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
、
杳
と
し
て
行
方
が
知
れ
な
い
由
な
の
で

あ
る
。
氏
の
御
蔵
書
を
閲
覧
に
伺
う
と
、
す
ぐ
御
好
意
で
お
貸
し
く
だ
さ
る
の
は
私

も
経
験
が
あ
る
こ
と
で
、
借
覧
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
大
成
」
研
究
資
料
篇
に
「
松
田
武
夫
氏
蔵
源
氏
物
語
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
に
よ
る
と
、
極
札
が
明
融
と
鑑
定
す
る
の
は
四
十
四
冊
の
う
ち
二
十
五
冊
で
、

他
は
九
人
の
筆
者
と
極
札
の
な
い
筆
者
不
詳
の
巻
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
共
通
す
る

の
は
、
本
文
に
定
家
筆
臨
模
の
巻
を
含
ま
な
い
こ
と
と
、
い
ず
れ
に
も
奥
入
を
欠
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
池
田
氏
は
、
「
第
一
次
奥
入
を
欠
く
た
め
に
青
表

紙
本
判
定
の
直
接
的
な
基
準
に
な
し
が
た
い
と
は
い
へ
、
貴
重
す
べ
き
伝
本
で
あ
る

点
に
、
何
ら
異
論
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
明
融
を
中
心
と
し
た
書
写

が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
上
冷
泉
家
の
者
が
、
当
時
存
在
し
た
定

家
筆
の
源
氏
物
語
数
巻
を
含
む
五
十
四
帖
（
胡
蝶
は
伝
来
の
途
次
失
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
）
を
書
写
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
親
本
は
上
冷
泉
家
に
伝
来
し
た
青

表
紙
原
本
、
乃
至
は
そ
れ
に
準
ず
る
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。

山
岸
氏
蔵
の
明
融
本
が
、
青
表
紙
本
の
実
体
を
探
る
上
で
重
要
な
伝
本
で
あ
る
の
は

言
う
を
俟
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
本
の
目
下
の
所
在
が
知
れ
な
い
の
は
、
ま

こ
と
に
遺
憾
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。
早
い
出
現
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

か
く
し
て
山
岸
氏
蔵
明
融
本
の
閲
覧
を
乞
う
の
は
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
が
、

紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
で
あ
れ
ば
、
容
易
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
文
学
研
究

資
料
館
が
昭
和
五
十
三
年
一
月
に
本
書
を
撮
影
し
、
紙
焼
本
が
閲
覧
室
に
開
架
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
副
本
と
、
撮
影
当
時
に
書
誌
を
調
査
さ
れ
た

伊
井
春
樹
氏
の
記
録
を
借
覧
す
る
こ
と
で
、
四
十
四
冊
の
明
融
の
書
誌
を
ま
ず
示
し

て
お
き
た
い
。
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写
本
、
列
帖
装
、
四
十
四
冊
。
（
桐
壷
・
帯
木
・
花
宴
・
花
散
里
・
胡
蝶
・
若
菜
上
・

若
菜
下
・
柏
木
・
橋
姫
・
浮
舟
の
十
帖
欠
。
な
お
胡
蝶
を
除
く
九
帖
は
東
海
大
学
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
）
縦
二
二
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
五
セ
ン
チ
。
表
紙
は
無

色
と
あ
る
が
、
行
幸
・
椎
本
な
ど
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
と
、
表
紙
に
芯
紙
を
入
れ
て

包
み
、
共
紙
を
見
返
し
に
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
芯
紙
に
は
稲
妻
菱
繋
ぎ
地
に

大
き
な
蓮
を
置
い
た
文
様
が
あ
り
、
透
け
て
見
え
る
。
東
海
大
本
と
同
じ
空
押
文
な

の
で
あ
ろ
う
。
料
紙
、
鳥
の
子
ま
た
は
薄
様
（
写
真
副
本
に
よ
る
と
、
主
に
明
融
の

写
し
た
と
い
う
巻
は
薄
い
斐
紙
と
お
ぼ
し
く
、
裏
う
つ
り
が
甚
し
く
読
み
づ
ら
い
）
。

外
題
は
、
表
紙
中
央
に
白
題
策
（
後
補
）
を
貼
り
、
「
う
っ
せ
み
三
」
「
夕
か
ほ
四
」

「
わ
か
む
ら
さ
き
五
」
「
す
ゑ
摘
花
六
」
「
紅
葉
賀
七
」
～
「
か
け
ろ
ふ
五
十
二
」
「
手
な

ら
ひ
五
十
三
」
な
ど
と
あ
る
が
、
五
帖
の
題
篭
が
剥
落
し
て
、
う
ち
四
帖
は
元
題
篭
跡

に
打
付
書
に
「
横
笛
三
十
七
」
「
夕
霧
三
十
九
」
「
御
法
四
十
」
「
ま
ほ
ろ
し
四
十
一
」
と
あ
る

が
、
夢
浮
橋
に
は
外
題
が
な
い
。
内
題
は
な
い
が
、
横
笛
の
扉
紙
綴
目
に
小
字
で
「
横

笛
」
、
同
様
、
椎
本
に
「
シ
イ
カ
モ
ト
し
ゐ
か
も
と
」
な
ど
と
見
え
る
。
丁
数
は
前

付
遊
紙
一
丁
（
扉
紙
）
を
お
く
の
を
原
則
（
若
紫
に
は
欠
く
）
と
す
る
。
本
文
は
空

蝉
（
一
○
）
、
夕
顔
（
四
二
）
、
若
紫
（
四
九
）
～
手
習
（
七
四
）
、
夢
浮
橋
（
一
八
）

な
ど
で
あ
っ
て
、
後
付
遊
紙
は
○
～
七
枚
。
本
文
は
お
お
む
ね
毎
半
葉
十
行
書
き
で

あ
る
が
、
行
幸
は
一
○
～
一
二
行
、
東
屋
は
二
行
書
き
で
あ
る
。
空
蝉
・
松
風
・

匂
宮
・
紅
梅
・
寄
木
・
夢
浮
橋
の
表
紙
や
、
手
習
・
夢
浮
橋
な
ど
の
扉
紙
に
「
山
岸

文
庫
」
の
朱
印
を
捺
す
。
奥
書
は
な
い
。

各
巻
の
扉
紙
表
の
多
く
に
「
琴
山
」
印
を
下
に
捺
す
極
札
様
の
小
紙
片
を
貼
る
の

で
、
そ
の
表
記
に
従
っ
て
内
容
を
示
す
。
。

㈲
上
冷
泉
殿
為
和
卿
御
息
明
融
ｌ
空
蝉
・
夕
顔
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
葵
・
賢
木
・

蓬
生
・
関
屋
・
絵
合
・
松
風
・
薄
雲
・
朝
顔
・
初
音
・
蛍
・
藤
袴
・
真
木
柱
・
梅
枝
・

鈴
虫
・
幻
・
竹
河
（
二
○
帖
）
、
⑧
此
付
紙
ヨ
リ
奥
明
融
御
筆
ｌ
須
磨
（
一
帖
）
、
⑥

お
ほ
し
み
た
る
よ
り
奥
女
な
と
よ
り
端

上
冷
泉
殿
為
和
卿
御
息
明
融
ｌ
明
石
（
一
帖
）
、
⑪
上
冷
泉
殿
為
和
卿
御
息
明
融
ｌ
玉

鬘
（
一
帖
）
、
⑧
上
冷
泉
殿
庶
流
明
融
ｌ
舞
火
（
一
帖
）
、
㈲
端
ヨ
リ
女
君
お
は
す
ま
て

明
融
ｌ
紅
梅
（
一
帖
）
、
⑥
梶
井
殿
ｌ
若
紫
（
一
帖
）
、
側
飛
鳥
井
殿
ｌ
乙
女
（
一

帖
）
、
⑩
伏
見
殿
邦
高
親
王
ｌ
常
夏
（
一
帖
）
、
帆
正
親
町
殿
公
叙
卿
ｌ
野
分
（
一

帖
）
、
㈱
飛
鳥
井
殿
二
樂
御
息
曽
衣
ｌ
行
幸
（
一
帖
）
、
の
連
野
師
寿
慶
息
名
字
失
念
申
候

ｌ
総
角
（
一
帖
）
、
側
栄
雅
ノ
娘
（
コ
ノ
小
紙
片
ノ
ミ
琴
山
ノ
印
ナ
ク
、
ヤ
ャ
大
キ
目
）

ｌ
寄
木
（
一
帖
）
、
側
大
覚
寺
殿
義
俊
ｌ
夢
浮
橋
（
一
帖
）
、
○
極
札
ナ
シ
ー
澪
標
・

藤
裏
葉
・
横
笛
・
夕
霧
・
御
法
・
匂
宮
・
椎
本
・
早
蕨
・
東
屋
・
蜻
蛉
・
手
習
（
一

一
帖
）以

上
を
要
す
る
に
、
明
融
が
す
べ
て
筆
写
し
た
と
す
る
巻
伽
⑧
は
二
一
帖
、
明
融

が
端
の
み
写
し
た
と
す
る
巻
⑪
⑨
は
二
帖
、
奥
の
み
を
写
し
た
と
す
る
巻
⑧
◎
は
二

帖
で
、
ま
ず
明
融
筆
跡
の
あ
る
巻
が
二
五
帖
で
あ
る
。
そ
し
て
極
札
の
な
い
巻
が
一

一
帖
あ
っ
て
、
他
は
八
帖
八
筆
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
紙
焼
写
真
に
よ
る
と
、
御
法

が
明
融
筆
と
同
一
な
の
で
、
㈹
⑧
は
二
一
帖
と
考
え
て
良
い
。
⑥
の
梶
井
殿
を
池
田

氏
は
「
蜻
庵
か
。
後
奈
良
天
皇
御
猶
子
、
入
道
応
胤
親
王
、
慶
長
三
年
五
月
十
七
日

莞
、
六
十
八
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
側
の
飛
鳥
井
殿
を
「
（
雅
康
か
）
吉
見
正
頼
旧
蔵

の
青
表
紙
本
は
、
権
中
納
言
時
代
の
筆
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
晩
年
の
筆
か
と
す
る
も

の
」
と
さ
れ
る
が
、
別
段
に
そ
う
し
た
注
記
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
指
摘
さ
れ
る
大

島
本
雅
康
筆
の
同
じ
巻
と
比
較
し
て
、
か
な
り
筆
跡
が
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
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そ
し
て
ま
た
、
栄
雅
に
対
し
て
は
、
「
飛
為
井
雅
親
。
雅
康
の
兄
。
そ
の
女
は
能
書
家

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
源
氏
な
ど
の
寄
合
書
に
そ
の
名
が
見
え
る
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

明
融
は
そ
の
伝
を
詳
か
に
し
な
い
が
、
冷
泉
為
和
の
男
で
為
益
（
元
亀
元
年
’
一

五
七
○
’
八
月
に
墓
ず
、
五
十
五
歳
）
の
兄
に
当
る
。
井
上
宗
雄
氏
は
、
明
融
が
永

禄
二
年
に
上
冷
泉
家
で
開
か
れ
た
和
歌
会
に
度
臣
出
席
し
、
源
氏
の
書
写
を
も
し
て

注
咽

い
た
こ
と
が
言
継
卿
記
に
見
え
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
東
海
大
学
蔵
の
明

融
本
九
帖
に
も
、
扉
紙
に
は
極
札
が
す
べ
て
に
帖
ら
れ
て
い
る
。
㈲
と
同
じ
で
あ
る

の
が
帯
木
・
花
宴
・
若
菜
下
・
柏
木
・
橋
姫
・
浮
舟
の
六
帖
、
⑧
と
同
じ
で
あ
る
の

が
花
散
里
一
帖
で
、
桐
壺
に
は
㈲
が
書
か
れ
て
い
る
下
に
二
行
割
注
に
「
定
家
卿
字

形
／
御
似
近
候
哉
」
と
見
え
、
若
菜
上
に
は
「
這
裏
一
校
明
融
御
筆
」
と
あ
る
。
し

か
し
、
本
文
が
定
家
筆
臨
模
で
は
な
い
と
す
る
若
菜
上
（
冒
頭
一
丁
表
は
定
家
筆
臨

模
か
）
に
し
て
も
、
山
岸
氏
蔵
明
融
本
に
お
け
る
明
融
筆
跡
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
一
校
」
の
み
が
明
融
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
も
そ
の
筆
跡
が
見
え
な

い
。
極
札
に
お
け
る
筆
者
名
が
単
な
る
古
筆
家
の
鑑
定
で
な
く
、
な
ん
ら
か
の
根
拠

に
基
づ
く
と
す
る
と
、
定
家
筆
で
な
い
校
閲
本
の
部
分
を
も
臨
模
し
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
い
ま
両
所
に
蔵
さ
れ
る
明
融
本
五
十
三
帖
全
体
を
伝
称

に
従
っ
て
考
え
る
と
、
う
ち
明
融
筆
が
三
一
帖
、
明
融
筆
を
含
む
巻
が
四
帖
で
三
五

帖
に
達
す
る
。
極
札
が
な
く
筆
者
名
不
詳
十
帖
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の

余
地
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
帰
趨
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
寄
合
書
は
、
明
融
が

ほ
ぼ
三
分
の
一
を
写
し
て
い
る
点
で
、
他
に
見
る
寄
合
書
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い

る
。
特
に
定
家
筆
跡
を
臨
模
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
、

明
融
の
一
筆
書
を
基
本
と
し
、
冷
泉
家
本
を
伝
え
る
た
め
に
書
写
さ
れ
始
め
た
の
で

寄
合
書
が
性
々
に
本
文
上
の
混
態
を
き
た
す
こ
と
は
、
前
節
ま
で
に
も
述
べ
て
き

た
が
、
寄
合
書
と
は
言
え
、
形
態
上
も
、
伝
称
筆
者
の
上
で
も
、
上
冷
泉
家
伝
来
の

ｑ

本
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
明
融
本
で
あ
る
。
山
岸
氏
蔵
本
の
本
文
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
詳
細
は
調
査
の
行
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
が
、

こ
こ
で
は
明
石
ま
で
の
九
帖
（
桐
壷
・
帯
木
・
花
宴
・
花
散
里
は
東
海
大
本
）
の
異

同
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
見
通
し
を
立
て
よ
う
と
思
う
。
ま
ず
第
六
節
の

例
に
な
ら
っ
て
、
各
巻
「
大
成
」
第
一
頁
分
の
底
本
と
校
合
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

空
蝉
①
ま
弾
に
は
ｌ
ま
輿
に
（
横
池
肖
三
・
河
・
別
）
⑦
い
と
い
と
を
し

と

Ｉ
い
よ
ノ
、
を
し
（
訂
正
ハ
朱
力
。
ナ
シ
）
⑩
ほ
と
に
ｌ
ほ
と
に
て
（
御
横

別
て

池
・
河
・
陽
飯
ぱ
ほ
と
に
・
’
三
）
⑭
お
り
ｌ
お
り
を
（
池
秀
肖
三
・
河
．

別桃
）

か

夕
顔
④
程
に
ｌ
ほ
と
（
ナ
シ
）
④
む
つ
か
し
け
な
る
ｌ
む
つ
ま
し
け
な
る

（
訂
正
朱
力
。
ナ
シ
）
⑤
あ
た
ら
し
う
し
て
ｌ
あ
た
ら
し
う
て
（
ナ
シ
）

に
け
り

若
紫
⑥
い
と
ｌ
ナ
シ
（
ナ
シ
）
⑧
す
き
に
け
り
ｌ
過
て
（
訂
正
朱

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
端
や
奥
の
一
部
を
明
融
が
写
し
て
い
る
の
も
、
定
家
が
、

そ
う
し
た
方
法
で
自
家
の
本
を
写
し
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
奥
入
を
付
載
し
な
い

巻
々
の
中
に
も
、
傍
注
の
あ
り
よ
う
が
臨
模
本
や
大
島
本
に
酷
似
し
て
い
る
例
が
多

く
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
明
融
本
の
成
立
が
、
い
か
な
る
経
過
を
辿
っ
た
か
は
、
青

表
紙
本
の
い
ず
れ
を
真
の
証
本
と
す
べ
き
か
を
追
求
す
る
上
で
も
重
大
な
関
心
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
十
分
な
吟
味
が
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

九
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ヵ
。
過
て
Ｉ
ナ
シ
）
⑪
ゐ
た
り
け
る
Ｉ
ゐ
た
る
（
ナ
シ
）
⑫
た
れ
と
も
’
た

給

れ
と
（
ナ
シ
）
⑬
給
へ
れ
と
１
．
つ
れ
と
（
給
つ
れ
と
Ｉ
ナ
シ
）
⑬
給
へ

も

ね
は
ｌ
給
は
ね
は
（
肖
・
河
）
⑭
を
こ
な
ひ
も
ｌ
を
こ
な
ひ
。
（
補
入
朱

力
。
を
こ
な
ひ
Ｉ
ナ
シ
）

ほ
と
の

末
摘
花
①
を
く
れ
し
ｌ
を
く
れ
し
。
（
を
く
れ
し
ほ
と
の
Ｉ
池
肖
三
・
河
。

シ

別
）
③
う
ち
と
け
た
り
し
ｌ
な
つ
か
り
か
り
し
（
な
っ
か
し
か
り
し
Ｉ
池
肖

三
・
河
・
別
）
⑥
み
勢
と
塾
め
ｌ
み
塾
と
め
（
肖
）
⑦
こ
そ
ｌ
こ
そ
は
（
横

さ

池
肖
三
・
河
・
別
）
⑧
ま
め
や
か
さ
ｌ
ま
め
や
か
に
（
訂
正
朱
力
。
ま
め
や

か
に
Ｉ
ナ
シ
）
⑪
け
る
ｌ
け
り
（
ナ
シ
）

紅
葉
賀
④
よ
う
い
Ｉ
よ
そ
ひ
な
ん
と
（
ナ
シ
。
㎡
よ
う
い
な
と
Ｉ
河
）
⑥

は

お
な
し
ｌ
ぉ
な
し
き
（
河
）
⑦
給
へ
る
は
ｌ
給
へ
る
程
（
訂
正
朱
ヵ
。
給
へ

別

る
程
Ｉ
河
）
⑩
ま
さ
り
て
ｌ
い
と
シ
ま
さ
り
て
（
河
・
氏
）
⑫
み
鼻
と
シ

耳
別

め
１
．
と
鼻
め
（
補
入
ハ
朱
力
。
と
シ
め
ｌ
氏
ぱ
き
鼻
Ｉ
河
）
⑭
な
り
け

別

る
ｌ
な
り
け
り
（
横
榊
陽
池
肖
三
・
御
氏
）

葵
⑩
ひ
め
君
Ｉ
ひ
め
宮
（
横
榊
池
肖
三
）

別

賢
木
⑤
そ
ひ
く
た
り
ｌ
そ
ひ
て
く
た
り
（
横
榊
池
肖
三
・
河
・
御
陽
相
）
⑥

れ
い
も
ｌ
れ
い
（
ナ
シ
）
⑨
女
君
も
ｌ
女
君
は
（
ナ
シ
）

須
磨
③
い
ま
は
い
と
Ｉ
い
ま
は
（
ナ
シ
）
⑤
人
わ
る
く
そ
１
人
わ
る
く
そ

河
別

（
肖
三
）
⑥
い
と
ｌ
ナ
シ
（
池
・
平
・
御
）
⑦
す
み
は
な
れ
ｌ
は
な
れ
（
ナ

シ
）
⑦
事
を
お
ほ
す
に
は
’
こ
と
を
さ
す
か
に
（
ナ
シ
。
㎡
こ
と
は
さ
す
か

別

に
Ｉ
陽
）
⑧
そ
へ
て
は
ｌ
そ
へ
て
も
（
ナ
シ
ぱ
そ
へ
て
Ｉ
池
・
河
・
別
）

⑨
心
く
る
し
う
あ
は
れ
な
る
を
ｌ
心
く
る
し
さ
は
な
に
こ
と
に
も
す
く
れ
て
あ

は
れ
に
い
み
し
き
を
（
心
く
る
し
け
さ
は
何
事
に
も
す
く
れ
て
あ
は
れ
に
い
み

別

し
き
を
Ｉ
陽
）
⑩
一
二
日
の
ほ
と
よ
そ
／
、
に
あ
か
し
く
ら
す
’
一
二
日
を

の
っ
か
ら
（
ナ
シ
。
㎡
一
二
日
を
の
っ
か
ら
へ
た
っ
る
１
陽
）
⑩
た
に
’
た

別

に
い
か
シ
と
（
ナ
シ
。
ぱ
た
に
い
か
蚤
と
の
み
Ｉ
陽
）
⑩
お
ほ
っ
か
な
き
も

別

の
に
ｌ
お
ほ
っ
か
な
う
（
お
ほ
つ
か
な
く
Ｉ
河
・
御
陽
）
⑬
し
の
ひ
て
も
ろ

河
別

と
も
に
も
や
ｌ
も
ろ
と
も
に
も
や
し
の
ひ
て
（
七
宮
尾
平
・
陽
）
⑭
お
り
ｌ
お

別

り
も
（
御
）

明
石
⑤
浪
か
せ
に
ｌ
浪
か
せ
（
ナ
シ
）
⑤
か
ろ
ノ
、
し
き
ｌ
か
る
／
、
し

き
（
肖
）
⑤
名
や
１
名
を
や
（
横
陽
池
肖
三
）
⑥
夢
ｌ
御
夢
（
横
陽
池
肖

三
・
河
）
⑦
雲
ま
な
く
て
ｌ
雲
ま
も
な
く
て
（
横
陽
池
肖
三
）
⑦
方
も
ｌ
方

（
ナ
シ
）
⑨
ま
い
る
’
ま
い
る
へ
き
（
ナ
シ
）
⑪
む
つ
ま
し
う
哀
に
ｌ
あ

は
れ
に
む
つ
ま
し
う
（
河
）

以
上
を
通
覧
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
紅
葉
賀
と
須
磨
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
異
同

が
ほ
ぼ
青
表
紙
本
系
統
内
に
収
ま
っ
て
い
る
他
の
巻
を
瞥
見
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ

う
。
「
大
成
』
底
本
が
性
々
に
青
表
紙
系
諸
本
の
中
で
孤
立
す
る
か
、
三
、
四
本
と
対

立
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
対
立
本
文
が
河
内
本
系
統
や
別
本
の
一
部
と
と

か
く
共
通
す
る
例
が
多
い
の
は
、
す
で
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
空
蝉
で
は
異

同
箇
所
も
少
く
、
誤
字
ら
し
き
例
を
除
い
て
、
内
容
も
助
詞
一
文
字
の
異
同
ば
か
り

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
が
青
表
紙
本
系
統
内
の
対
立
異
文
群
と
一
致
し
て
お
り
、
特

に
池
と
近
い
。
こ
れ
は
第
二
頁
以
降
の
異
同
を
更
に
調
べ
て
い
く
こ
と
で
一
層
明
瞭

に
な
る
が
、
明
融
本
の
本
来
の
あ
り
よ
う
と
し
て
は
、
「
大
成
』
底
本
、
す
な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る
青
表
紙
原
本
の
側
に
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
あ
ろ
う
。
夕
顔
は
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独
自
異
文
が
目
に
つ
く
も
の
の
、
同
系
統
内
に
異
同
が
乏
し
い
巻
な
の
で
、
第
一
頁

の
み
で
は
明
ら
か
な
性
格
は
あ
ら
わ
れ
え
な
い
。
若
紫
も
同
様
な
状
況
で
特
長
を
示

し
が
た
い
が
、
末
摘
花
で
は
池
肖
三
、
と
り
わ
け
肖
と
の
親
近
性
が
察
せ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
要
す
る
に
底
本
の
側
に
立
つ
と
思
え
る
巻
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

葵
・
賢
木
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

明
石
に
は
⑪
の
よ
う
な
河
内
本
系
と
の
み
一
致
す
る
異
文
が
あ
っ
て
注
意
さ
れ

る
が
、
大
筋
に
お
い
て
横
陽
池
肖
三
と
い
う
、
底
本
す
な
わ
ち
大
島
本
と
対
立
す
る

、
、

諸
本
の
側
に
立
ち
、
そ
れ
が
河
内
本
系
と
共
通
異
文
を
持
つ
こ
と
の
ゆ
れ
の
中
に
あ

、
、

る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ゆ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
同
系
統
内
で
許
容
さ
れ
る
の

か
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
以
上
見
た
限
り
に
お
い
て
、
右
の
七
帖
は
、
明

融
本
の
名
に
し
て
は
、
い
さ
さ
か
の
不
審
が
残
る
の
で
あ
る
。
奥
入
付
載
の
臨
模
本

群
九
帖
と
は
性
格
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

、
、
ゆ
れ
が
大
き
い
、
と
思
わ
せ
る
の
が
紅
葉
賀
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
異
同
の
ほ
と
ん

ど
が
青
表
紙
本
群
の
中
に
収
ま
ら
な
く
て
、
む
し
ろ
河
内
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
巻
は
両
系
統
間
の
対
立
が
著
し
く
、
そ
れ
は
別
本
に
も
反
映
し

て
い
る
の
で
、
例
え
ば
河
内
本
と
明
融
本
紅
葉
賀
と
を
対
校
す
る
な
ら
、
後
者
は
遙

か
に
青
表
紙
本
に
近
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
も
で
あ
る
。

『
大
成
」
も
う
一
頁
分
の
異
同
を
見
よ
う
。

て

②
に
く
蛍
て
ｌ
に
く
畠
も
（
に
く
鼻
も
Ｉ
ナ
シ
）
②
こ
と
に
～
か
た
て
も
ｌ
補

入
。
但
、
こ
と
に
ｌ
い
と
こ
と
に
（
河
）
④
ま
ひ
の
ｌ
ま
ひ
の
師
の
（
池
・

別
え
り

河
・
御
）
④
え
な
む
ｌ
け
な
む
（
け
な
む
Ｉ
ナ
シ
）
⑦
み
た
り
ｌ
み
た
れ

（
み
た
れ
Ｉ
ナ
シ
）
⑪
め
っ
ら
し
う
ｌ
め
っ
ら
し
し
う
（
ナ
シ
）
⑪
か
や

う

う
の
ｌ
か
。
や
う
の
（
補
入
ハ
朱
力
。
か
う
や
う
の
’
三
）
⑭
こ
き
め
く
り

》
』
一
雲
こ

て
Ｉ
Ｃ
め
く
り
て
（
補
入
朱
力
、
め
く
り
て
Ｉ
ナ
シ
）

こ
こ
で
は
明
融
本
が
（
写
真
副
本
で
薄
く
写
る
）
朱
ら
し
い
筆
で
補
訂
さ
れ
る
箇

所
が
目
立
ち
、
補
訂
前
の
本
文
の
ほ
と
ん
ど
が
孤
立
し
て
い
る
。
朱
ら
し
い
筆
は
肉

太
で
、
明
融
と
言
わ
れ
る
筆
跡
と
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
孤
立
し
て
い
る
本

文
に
は
意
味
の
通
り
に
く
い
例
が
四
箇
所
も
あ
る
の
で
、
転
写
上
の
誤
り
に
基
く
可

能
性
が
強
い
。
し
か
し
「
こ
と
に
ｌ
い
と
こ
と
に
」
「
ま
ひ
の
ｌ
ま
ひ
の
師
の
」
に
は

河
内
本
の
影
が
差
し
て
お
り
、
現
状
よ
り
判
断
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た
本
文
と
の
接

触
に
よ
り
混
入
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
傍
書
の
異
文
注
記
が
次
の
書
写

の
段
階
で
本
行
に
繰
入
れ
ら
れ
た
り
、
時
に
逆
転
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
十
分
あ
り

う
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
詳
細
な
吟
味
は
異
同
の
全
体
を
示
し
て
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
明
融
本
紅
葉
賀
が
、
巻
末
に
向
っ
て
異
文
箇
所
数
を
漸
減
さ
せ
て
い

く
傾
向
の
う
か
が
え
る
の
が
、
何
に
よ
る
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
以
上
の
よ

う
な
仮
説
を
以
て
、
後
半
に
い
く
ほ
ど
祖
本
の
異
文
注
記
が
乏
し
か
っ
た
か
ら
、
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
考
え
て
良
い
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
一
つ
の
巻
の
中
で
の

、
、
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
明
融
一
筆
の
巻
で
あ
る
が
、
明
融
筆
跡
が
後

半
に
あ
ら
わ
れ
る
須
磨
で
は
、
人
が
交
代
す
る
こ
と
で
、
親
本
が
異
な
る
可
能
性
を

も
想
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
示
し
た
須
磨
の
異
同
を
見
る
と
、
こ
れ
は
も
は
や
、
青
表
紙
本
で
な
い
こ
と
が

瀝
然
と
し
て
い
る
。
河
内
本
と
も
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
別
本
と
い

う
ほ
か
な
く
、
そ
れ
も
異
同
内
容
や
箇
所
数
が
尋
常
で
な
い
が
、
本
稿
第
二
節
で
採

り
上
げ
た
書
陵
部
本
（
大
系
本
底
本
）
須
磨
が
、
鎌
倉
期
書
写
陽
明
本
に
近
似
し
て
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い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
こ
も
陽
明
本
と
の
親
近
性
が
あ
ら
わ
で
、
し
か
も
巻

が
同
じ
須
磨
で
あ
る
。
遇
然
と
は
思
い
が
た
い
符
合
で
あ
る
が
、
両
者
を
繋
ぐ
も
の

は
具
体
的
に
一
つ
と
し
て
思
い
浮
ば
な
い
。
ま
た
両
者
が
陽
明
本
に
近
い
別
本
本
文

で
あ
る
と
は
判
定
で
き
る
が
、
二
つ
の
本
文
が
常
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
半
は
誰
と
知
ら
れ
な
い
別
筆
で
、
後
半
よ
り
明
融
筆
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
こ
を
堺
に
、
差
が
二
分
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
事
態
の
厄
介
さ

が
あ
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
「
大
成
』
の
も
う
二
頁
分
の
異
同
を
示
す
。

第
二
頁
①
給
へ
ら
む
も
ｌ
た
て
ま
つ
ら
ん
も
（
ナ
シ
）
。
①
つ
き
な
く
１
つ
れ
な

別

く
（
肖
）
④
あ
は
れ
な
る
ｌ
あ
は
れ
け
な
る
（
御
）
⑤
給
へ
は
ｌ
給
へ
は

（
マ
マ
）

い
み
し
か
る
け
き
（
ナ
シ
）
⑤
お
ほ
し
な
け
き
ｌ
お
ほ
し
（
ナ
シ
）
⑤

別

さ
ま
も
ｌ
さ
ま
（
肖
・
河
・
御
）
⑥
ほ
の
か
に
ｌ
ほ
の
（
別
）
⑦
と
り
な

河

さ
む
ｌ
と
り
な
さ
れ
む
（
横
池
肖
三
・
宮
）
⑨
給
に
も
ｌ
給
ふ
に
（
横
池
飯

か

肖
三
・
別
）
⑩
へ
か
り
け
る
ｌ
へ
け
り
け
る
（
ナ
シ
）
⑪
い
つ
と
し
も
ｌ
い

つ
か
う

ま
と
し
も
（
横
池
飯
肖
三
）
⑫
つ
か
う
ま
つ
り
１
．
ま
つ
り
（
補
入
ハ
朱

ヵ
。
ま
つ
り
Ｉ
ナ
シ
）
⑬
う
ち
し
の
ひ
Ｉ
わ
さ
と
な
ら
す
う
ち
し
の
ひ
（
河
．

．

別
）
⑭
見
所
も
ｌ
み
と
か
ろ
（
み
と
こ
ろ
Ｉ
別
）
第
三
頁
①
は
か
ノ
‐
＼
し

か

う
ｌ
は
る
ノ
ー
、
し
う
（
訂
正
ハ
朱
力
。
は
る
ノ
‐
、
し
う
Ｉ
ナ
シ
）
①
よ
に
か

よ
に
か
く
れ
て

く
れ
て
お
ほ
い
と
の
に
ｌ
・
お
ほ
い
殿
に
世
に
か
く
れ
て
（
補
入
は
朱
力
。
お

ほ
い
殿
に
世
に
か
く
れ
て
Ｉ
ナ
シ
。
ぱ
よ
に
か
く
れ
て
お
ほ
い
と
の
に
ｌ
ナ
シ

別
打

Ｉ
御
）
②
う
ち
や
つ
れ
１
．
や
つ
れ
（
や
つ
れ
Ｉ
別
）
②
に
て
ｌ
に
（
河
．
別

別
）
②
女
く
る
ま
の
ｌ
女
の
（
河
・
別
）
③
み
ゆ
ｌ
お
ほ
ゆ
（
肖
・
陽
）

③
御
方
い
と
ｌ
御
方
は
い
と
（
ナ
シ
。
㎡
御
方
は
Ｉ
河
）
③
う
ち
あ
れ
た
る

壱
つ
搗
一

Ｉ
。
あ
れ
た
る
（
あ
れ
た
る
Ｉ
別
）
④
御
め
の
と
易
も
ｌ
御
め
の
と
こ
と
も

別

（
ナ
シ
）
⑩
ま
い
り
て
ｌ
ま
い
り
き
て
（
横
池
飯
肖
三
・
御
）
⑬
世
中
は

か
る
へ
き
ｌ
世
の
中
は
蛍
か
る
へ
き
（
池
肖
三
㎡
世
中
を
は
愛
か
る
へ
き
Ｉ

別

河
・
別
）
⑬
身
に
も
ｌ
に
も
（
肖
・
御
）
⑭
い
の
ち
な
か
き
は
心
う
ぐ
ｌ
い

は
う
□

の
ち
長
む
つ
§
く
（
ナ
シ
。
ぱ
い
の
ち
な
き
は
い
と
は
し
う
Ｉ
河
・
別
）

第
一
頁
の
み
を
見
た
場
合
と
す
こ
し
様
子
が
異
な
る
の
は
、
異
文
が
陽
と
の
み
一

致
す
る
の
が
目
立
た
ず
、
御
と
共
通
す
る
「
別
」
に
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
の
と
、

別
本
で
は
む
し
ろ
、
御
と
一
致
す
る
場
合
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
青

表
紙
本
系
内
部
の
対
立
異
文
と
も
、
時
に
数
本
と
共
通
異
文
を
有
し
、
と
り
わ
け
肖

と
の
関
係
が
注
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
総
じ
て
見
れ
ば
、
明
融
本
須
磨
が

別
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
証
が
圧
倒
的
に
多
く
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
両
系
統
の

い
ず
れ
か
に
属
さ
し
め
る
許
容
範
囲
よ
り
は
、
か
け
離
れ
た
本
文
で
あ
る
と
言
っ
て

良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
巻
の
扉
紙
に
貼
ら
れ
た
極
札
に
は
、
「
此
付
紙
ヨ
リ
奥
明
融
御
筆
」
と
あ
っ

た
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
元
来
筆
者
が
交
替
す
る
箇
所
に
貼
ら
れ
て
い
る
べ
き
か
、
あ

る
い
は
「
此
付
紙
卜
同
種
ノ
付
紙
ヨ
リ
」
と
読
む
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
一
目
瞭
然
に

筆
跡
が
代
る
面
に
は
確
か
に
小
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
孟
津
抄

所
引
の
注
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
類
似
の
付
紙
は
そ
の
前
に
も
あ
る
。
た
だ
い

ず
れ
に
し
て
も
筆
者
が
交
替
し
た
の
は
本
文
二
六
丁
裏
の
六
行
目
で
、
「
大
成
」
四
一

四
頁
蛇
行
に
相
当
す
る
。
交
替
は
文
の
切
目
と
言
え
ば
切
目
で
あ
る
が
、
前
半
の
筆

者
が
「
こ
鼻
か
し
こ
思
ひ
や
り
給
」
の
「
給
」
の
糸
ヘ
ン
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
中
止

し
、
書
き
か
け
の
文
字
は
そ
の
ま
塗
に
、
そ
の
下
よ
り
、
「
給
ふ
京
へ
人
い
た
し
た
て
」
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と
、
い
わ
ゆ
る
明
融
筆
跡
に
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。
一
帖
を
括
り
ご
と
に
別
の

写
し
手
で
分
担
す
る
方
法
は
陽
明
文
庫
本
口
に
も
見
え
る
が
、
事
情
は
全
く
異
な
る

の
で
あ
っ
て
、
明
融
本
の
よ
う
な
交
替
は
身
近
な
関
係
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。
す

な
わ
ち
前
半
を
明
融
が
指
示
す
る
家
の
者
が
写
し
た
と
す
る
想
像
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
そ
う
す
る
と
親
本
の
交
替
は
な
い
と
考
え
る
の
が
穏
当
な
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
想
像
は
そ
れ
と
し
て
、
写
し
手
の
代
り
目
を
堺
に
し
て
、
前
後
「
大

成
」
二
頁
余
づ
っ
（
各
三
二
行
）
の
異
同
を
示
し
て
お
く
。

〔
前
半
筆
者
〕
四
一
二
頁
⑩
い
り
た
る
に
ｌ
い
り
た
る
か
（
肖
三
）
四
一
三
⑧

さ
ま

た
ま
へ
る
さ
ま
ｌ
給
へ
る
。
（
補
入
ハ
朱
力
。
給
へ
る
Ｉ
河
）
⑧
さ
る
よ
の

ｌ
よ
の
（
ナ
シ
）
⑨
か
な
し
と
の
み
ｌ
か
な
し
う
の
み
（
別
）
⑨
人
ノ
、
１
人

な
と

／
＼
も
（
別
）
四
一
四
④
こ
と
鴬
も
な
と
ｌ
こ
と
弾
も
。
（
補
入
ハ
朱
ヵ
。

な
と

こ
と
塗
も
Ｉ
ナ
シ
）
④
あ
そ
ん
ｌ
あ
そ
ん
。
（
補
入
ハ
朱
力
。
あ
そ
ん
な
と

河
別

Ｉ
ナ
シ
）
⑪
な
に
心
も
ｌ
な
に
心
（
横
．
七
・
陽
）
⑫
た
ま
ひ
し
な
と
ｌ
給

へ
り
し
な
と
（
横
）
⑫
は
し
め
ｌ
は
し
め
て
（
河
・
別
）
⑫
思
ひ
や
り
き

聞
え

こ
え
ｌ
思
い
や
り
。
（
補
入
ハ
朱
力
。
思
ひ
や
り
Ｉ
ナ
シ
）

別

〔
明
融
筆
〕
四
一
五
②
ゆ
く
さ
き
ｌ
ゆ
く
す
ゑ
（
ナ
シ
）
伺
事
な
と
’
な
と
（
御
）

別

⑩
給
つ
る
ｌ
給
へ
る
（
横
池
肖
三
・
河
・
陽
）
⑭
心
く
る
し
き
ｌ
御
心
く
る

し
き
（
ナ
シ
）
四
一
六
⑤
お
ほ
し
た
て
ｌ
お
ほ
し
（
ナ
シ
）
⑦
き
く
ほ
と

と

は
ｌ
聞
ゆ
る
ほ
と
は
（
ナ
シ
）
⑬
な
れ
と
ｌ
な
れ
は
（
な
れ
は
Ｉ
ナ
シ
）
⑬

こ
の

こ
の
か
た
に
Ｉ
Ｃ
か
た
に
（
補
入
ハ
朱
力
。
か
た
に
Ｉ
ナ
シ
）
四
一
七
①
そ

か
し
ｌ
そ
か
し
と
（
河
・
別
）

前
後
の
異
文
の
差
よ
り
以
前
に
、
冒
頭
部
に
お
け
る
異
同
と
比
較
し
て
、
質
量
と

も
に
異
文
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
右
に
示
し
た
範
囲

で
も
、
別
本
の
御
物
本
や
陽
明
本
が
、
「
大
成
」
底
本
と
甚
だ
し
い
異
同
を
見
せ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
明
融
本
で
は
ほ
と
ん
ど
一
致
せ
ず
、
巻
頭
部
に
比
較
す
る
と
、
あ

た
か
も
そ
れ
が
収
欽
し
て
い
く
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
み
を
単
に

数
量
的
に
見
る
と
、
前
半
筆
者
の
異
文
が
別
本
と
共
通
す
る
例
が
多
の
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
比
較
の
総
量
が
不
足
で
、
や
は
り
す
べ
て
を
通
し
た
デ
ー
タ
を
提
示
し
て

論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
須
磨
一
帖
の
み
で
は
な
い
。
比
較
は
一
帖
ご
と
に
切
離
し
て

吟
味
す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
こ
う
し
て
総
体
を
計
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ブ
ー
》
。

そ
れ
で
も
山
岸
氏
蔵
明
融
本
を
検
討
し
て
い
く
上
で
の
見
通
し
は
立
っ
た
と
思
う
。

第
一
に
、
伝
来
か
ら
推
定
さ
れ
た
性
格
と
は
異
な
っ
て
、
大
島
本
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

第
一
次
奥
入
を
付
載
し
て
い
る
本
文
と
は
距
離
が
あ
り
そ
う
な
点
で
あ
る
。
こ
れ
は

青
表
紙
本
と
の
距
離
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
繧
述
し
た
よ
う
に
、
青
表
紙
原

本
を
一
種
と
は
考
え
な
い
前
提
で
考
察
を
進
め
ら
れ
れ
ば
良
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に

、
、

や
は
り
、
四
十
四
冊
の
中
に
は
、
青
表
紙
本
系
統
内
の
ゆ
れ
で
は
説
明
が
で
き
る
か

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
紅
葉
賀
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
到
底
青
表
紙
本
と
は

言
え
な
い
須
磨
の
本
文
で
あ
る
。
そ
れ
も
一
帖
の
中
で
異
文
の
密
度
に
偏
り
が
見
ら

れ
る
の
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
な
お
精
査
し
た
い
と
思
う
が
、
と
も
か
く
も
青
表

紙
本
で
な
い
巻
が
混
在
し
て
い
る
事
実
は
疑
い
が
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
「
大
成
」
研

究
資
料
篇
に
お
い
て
も
、
池
田
氏
が
「
こ
の
本
の
本
文
は
、
殆
ど
全
部
が
青
表
紙
本

系
統
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
篝
火
・
早
蕨
の
両
帖
は
河
内
本
で
あ
り
、
い
づ
れ
も

青
表
紙
本
に
よ
る
校
合
が
本
文
中
に
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
」
「
宿
木
の
巻
の
大
部
分
を
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書
い
て
い
る
書
写
者
は
、
別
本
ら
し
い
本
を
写
し
て
お
り
、
こ
れ
に
青
表
紙
と
の
対

校
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
青
表
紙
と
は
何
か
と
い
う
問
題

が
、
別
系
統
本
の
混
在
と
併
せ
て
考
え
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

定
家
が
莞
じ
て
か
ら
明
融
が
源
氏
物
語
の
書
写
を
し
た
時
代
ま
で
に
は
三
百
年
余

の
歳
月
が
あ
る
。
皇
室
、
堂
上
人
、
連
歌
師
た
ち
に
よ
る
文
化
圏
の
中
で
、
寄
合
書

が
京
洛
で
盛
行
し
た
の
に
は
、
内
な
る
意
欲
と
と
も
に
、
地
方
豪
族
、
戦
国
大
名
よ

り
の
需
要
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
大
袈
裟
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
室
町
時

代
、
源
氏
物
語
揃
い
本
の
書
写
が
中
央
で
頻
り
に
な
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
全
国
的
規

模
で
各
地
に
散
っ
た
の
で
あ
る
。
明
融
本
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ら
グ

ル
ー
プ
の
写
本
群
と
は
異
な
り
、
冷
泉
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
本
と
し
て
、
伝
来
を
計
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
寄
合
書
が
生
ぜ
し
め
る
混
態
は
避
け
が
た
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
筆
書
の
写
本
で
あ
れ
、
親
本
が
寄
合
書
で
あ
れ
ば
同
じ
こ
と
で

あ
る
。
な
お
考
え
た
い
と
思
う
。

注１
新
典
社
刊
昭
和
娼
年
２
月
～
妬
年
８
月

２
岡
野
道
夫
「
証
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
ｌ
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
と

宮
内
庁
書
陵
部
本
の
性
格
ｌ
」
「
語
文
』
第
二
十
一
輯
昭
和
如
年
６
月

３
山
岸
徳
平
日
本
古
典
文
学
大
系
「
源
氏
物
語
一
」
解
説
昭
和
詔
年
１
月

４
山
脇
毅
「
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
」
所
収
関
連
論
文
創
元
社
刊
昭

和
四
年
加
月
（
初
出
は
「
芸
文
』
大
正
妃
年
ｎ
月
・
同
皿
年
７
月
号
な
ど
）

５
三
条
西
公
正
「
証
本
源
氏
物
語
の
原
本
に
就
い
て
」
『
国
語
と
国
文
学
」
昭
和

５
年
５
月

６
岸
上
慎
二
「
源
氏
物
語
解
題
’
三
条
西
家
伝
之
証
本
ｌ
」
昭
和
別
年
加
月
。

な
お
『
枕
草
子
研
究
（
続
）
」
笠
間
書
院
刊
（
昭
和
認
年
３
月
）
に
所
収

７
注
４
に
同
じ
。

８
大
津
有
一
「
諸
本
解
題
」
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典
下
巻
」
所
収
、

東
京
堂
刊
昭
和
弱
年
６
月

９
南
波
浩
「
解
題
」
「
陽
明
叢
書
源
氏
物
語
四
」
所
収
思
文
閣
出
版
刊
昭

和
別
年
哩
月

加
注
２
に
同
じ
。

ｕ
注
９
と
同
一
シ
リ
ー
ズ
。
昭
和
別
年
３
月
～
師
年
哩
月

皿
岡
野
道
夫
「
陽
明
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
ｌ
柏
木
巻
を
め
ぐ
っ
て
」

「
商
学
集
志
」
第
六
巻
第
一
号
昭
和
岨
年
６
月

昭
井
上
宗
雄
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
』
明
治
書
院
刊
昭
和
堀
年

吃
月

追
記
本
稿
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
、
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員
教
授
在
任
中
に
調
査
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
本
調
査
に
際
し
て
便
宜
を
与
え
て
下
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵

部
、
日
本
大
学
綜
合
図
書
館
、
陽
明
文
庫
、
天
理
図
書
館
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。
ま
た
、
右
の
期
間
中
、
鹿
児
島
大
学
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
本
源
氏
物
語
二

部
、
岩
国
の
吉
川
重
喜
氏
蔵
の
吉
川
本
源
氏
物
語
二
部
を
調
査
し
て
本
稿
に
資
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
論
及
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
特
に
玉
里
文
庫
本
と
吉
川
本
と

に
見
ら
れ
る
室
町
期
寄
合
書
揃
い
本
各
一
部
は
、
近
衛
家
、
三
条
西
家
と
も
か
か
わ

る
伝
本
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
機
会
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
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